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◆前作「色のない、そして光」　あらすじ


　十一年前、宇佐美は恋人である葛城を義理の兄に刺された上に、葛城の目の前で犯されてしまう。その事件を切っ掛けに葛城と別れたが、勤め先であるタメカで部長に就任した葛城と再会する。




　自分自身と葛城から逃げる宇佐美であったが、宇佐美を追いかけてきた葛城の執念に負けて、再度、関係を築くことを決める。




【人物紹介】





宇佐美うさみ 昂こう —— 幼い頃から人付き合いが苦手。十二歳の時に母が自殺したことにより、さらに消極的な性格になるが、葛城と出会ってから前向きに生きることを決める。友人は同期入社の市瀬しかおらず、市瀬のことを友人として慕っている。医療機器製造会社であるタメカ営業部所属。







葛城かつらぎ 雄ゆう吾ご —— 養護施設で育つが、頭が良く、自分の力で人生を切り開いてきた。自信家で強引で執念深い。宇佐美に一目惚れしてから、十年以上宇佐美を追っている。アメリカで起業し成功をした後、タメカの営業部長に就任する。







市いち瀬せ 鳴海なるみ —— 入社したときから宇佐美のことを恋愛の対象として好いている。宇佐美と友人でありながら体だけの関係を持つようになるが、葛城が現れたため、破局する。今は宇佐美の友人として寄り添っている。営業技術課所属。




※この物語はフィクションです。登場する人物・団体・名称等は架空であり実在の人物・団体・名称等とは関係ありません。
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埋葬計画







プロローグ







　時々死について考える。いや、死についてじゃない。死んだ後のことを考えるんだ。

　柔らかなベッドに横たわった男は、うっとりするような美しい声でそう言った。

　そして男は、昔読んだ本の話を始めた。生物学者の追悼本で、綺麗な白いカバーに老人の写真が印刷されている本だったという。

　その本には「埋葬の計画」という章があり、そこには彼がダイコクコガネに埋葬されたいと書かれていたそうだ。黄金色の背を日の光に反射させ羽ばたいていく虫は、たいそう綺麗なのだろう。

「ダイコクゴガネに食われて飛んでいくなんて、素敵な話だよね。でも、ここじゃそんなの無理だろ。だったら俺の体は蛆虫にでも食べさせればいいよ。だけど、約束してほしい。死ぬ瞬間には、あんたのこの指を俺に刻み付けてくれ。最後に見るのはあんたがいい。そして、ぶくぶくに膨れあがって醜くなった体を、誰の目にも触れさせないまま、葬むってほしいんだ」

　男はそう語ると、幸せそうに、だが、どこか寂しそうに笑った。




　それは、埋葬計画だった。


一．家







　葛城かつらぎは新宿駅東口で降りると、五分ほど歩き地下にあるバーに入った。バーテンダーが葛城かつらぎに気づくとお辞儀をしてくる。葛城も軽く手を上げた。

「お久しぶりですね」

　カウンターにつくと、バーテンダーが小さな声で言った。

　店は新宿という地区にありながら、もう十年以上この地で商売をしている。葛城が新宿で働いていた頃はよく通っており、アメリカから帰国してからも何度か訪れていた。落ち着きのある狭い空間は、日常から乖離する時間をわずかながら与えてくれる、数少ないお気に入りの場所だ。

　ここ一年は忙しさに足が遠のいていたが、優秀なバーテンダーは葛城の顔を覚えていてくれたようだ。こういう些細なことは、葛城でも嬉しい。人の顔と名前を覚えるのは、ビジネスにおける基本であり、これができる人間は良い仕事ができるとまでは言わないが、悪い仕事はしないだろうと思っている。

　葛城はカウンターに座ると、ネクタイを緩めた。

「山崎、十八年がありますよ」

「じゃあそれ、ロックのダブルで」

　出されたウィスキーをゆっくりと口に含みながら腕時計を見る。待ち合わせの時間まであと五分だと思っていると、丁度ドアが開いて一人の男が入ってきた。

　男は葛城に気がつくと、その隣に座ってにこりと笑った。

「久しぶりだな、神谷かみや」

　葛城は小、中学と同窓であり友人であった神谷の顔を見る。あまり変わっていない様子は葛城を安心させた。呑気な顔は、とてもプロの棋士とは思えない。

「変わらないな、お前」

「そうか？　それも困るけどな。葛城はこう、渋みが増した」

「老けたって？」

　それに神谷は笑った。

「いや、相変わらずいい男だなって」

　神谷は頼んだモヒートが出されると一口飲み「わざわざ悪いな」と言った。

　神谷とは直接会うことはなくても、ネット上で将棋の対戦をしたり、簡単な近況くらいは交換をしていた。

　葛城にとって神谷は、共に将棋に向かい合ったライバルであり、自分に新しい世界を見せてくれた人間でもある。利益を考えずに付き合える数少ない友人の一人であり、その関係を大切にしていた。

　その友人から、妹の就職のことで相談があるという連絡を受けたのが一週間前だ。恐らく、葛城が部長を務める会社、タメカに妹を入社させてほしいといったところだろう。葛城は神谷との付き合いにビジネスを入れたくなかったため、そういった相談を受けるのが嫌だという思いと共に、今日ここに来たのだった。

「麗れい香かが前の会社辞めて新しい職を探しているんだけど、タメカに入社したいって言いだした。確か、お前の会社だったなって思い出して」

　麗香は、神谷と八歳離れた神谷の妹だ。昔、神谷の家に遊びに行ったときに、まだよちよち歩きの麗香がいたのを覚えている。

「うちの会社、今はコネ入社を推奨していない」

　葛城が言うと、神谷は困ったように笑ったが、勝負の世界に身をおく男はこんなことでは引かないらしい。履歴書を取り出し、カウンターに置いた。

「麗香ちゃん、美人になったな」

　履歴書の写真を見て、少しどきりとした。美人は美人なのだが、その顔がどことなく恋人の宇佐美うさみ昂こうに似ていた。

「製薬会社の医薬情報担当者ＭＲか。そりゃ転職もしたくなるだろうな」

「営業成績はトップクラスだったと本人は言ってる」

「コミュニケーション能力は？」

「あるよ。俺と違って。肉親ながら、感心する」

　葛城はしばらくの間考えていた。確かに人材は足りていない。縁故入社は避けたいが、優秀ならば考えてもいいだろう。

「もっと大きい写真、あるか。これじゃよく分からない」

「顔、重要か？」

　神谷が不快感を露わにしたのが分かった。勝負には揉まれているが、社会には揉まれていないようだ。

「そりゃ重要だ。良い方がいいのか、悪い方がいいのかは分からねぇけどな」

「なんだそりゃ」

　そう言って神谷は、スマートフォンに写る麗香の顔を見せてきた。

　それを見て葛城は、十人中八人は美人だと言うくらいに整った顔だと思った。そしてこの顔は、タメカに合うかどうか考える。

　会社は性格も雰囲気も似た感じの人間が自然と集まってくる。社風に合う社員を採用するので当たり前だが、そうやって自然と会社の色ができるのだろう。

　タメカの女性社員は、どちらかというと地味な感じの女が多い。製造会社のため、化粧っ気のない女も多かった。それに若い女が来ようと、ちやほやするような社風もない。一部の馬鹿を除けば、仕事ができなければ女だろうが認めてもらえないような、そういった風土があった。そのため、女性関係のトラブルは少なく、葛城はそれを気に入っていた。

　しかしそれは、ちやほやされるような女性がいなかったからだともいえた。あの環境にこの女性を入れたらどうなるのか、少し悩んだ。

「給料はぐっと落ちるぞ。それでもよかったら試験と面接、設定する。受かってもまずは契約社員からになると思う」

　これ以上考えるのは面倒臭い。あとは人事に任せようと思って葛城は言った。それに神谷は安心したように笑う。

「転職の動機は？」

「忙しいからな、花の二十代を仕事で終えたくないって、そう言ってた」

　その言葉に、葛城はじっと神谷の顔を見た。神谷は少し早口になっており、所在なさげに何度も指でグラスを撫でていた。

「本当のことを言え。トラブルが起きたら困るのは俺だけじゃない。お前だって困るだろ」

　それに神谷はそうだな、と言って笑った。正直な男だ。これで棋士が務まるのだろうかと思って葛城は苦笑した。

「男関係でトラブルがちょっと」

「どんな？」

　言いにくそうに神谷は口をつぐんで、モヒートを口にした。

「神谷」

　先を促すと、神谷は決心したように言う。

「妻帯者とちょっとな。妻にばれて慰謝料とか色々と……」

「相手は医者か」

「まぁ、そうだ」

　葛城は再度どうするかと考えた。製薬会社の営業であるＭＲは医療機器の営業よりも過酷だと聞く。さらに女のＭＲにはセクハラも多く、同情できる部分もあるのかもしれないが、そんな女ならなおさらタメカには合わない。どうしたものかと悩んだ挙げ句、やはり人事に任せようと結論づけて、グラスのウイスキーを口にした。

「で、最近、調子はどうだ」

　もう仕事の話はやめだとばかりに話題を変えると、神谷もそれが分かったのか、まぁまぁだと答えた。

「一局いいか」

　葛城が鞄から小さなマグネット式の将棋盤を出すと、相変わらずだな、と神谷は呆れたように笑った。

「プロに手合わせしてもらうなんて、めったにないからな。紹介料だ」

　そう言うと、神谷は笑った。その顔は、小学生のときに見た笑顔と変わっていなくて、葛城も笑った。







　家に帰ると、昂がソファの上でだらりと横になっていた。

「おかえり」

　起き上がりもせずに言ってくる昂に、珍しいと思って額にキスをしながら、ただいまと言った。

「どうした」

「久しぶりにジムに行ったら、凄い疲れた」

「お疲れさん」

「葛城さんのほうが疲れてるだろ。今日も遅かったね。お疲れ様」

　昂の隣に座ると、その頭をゆっくりと撫でながら、自宅に昂がいる幸福を噛みしめた。昂がいると仕事のストレスや肩書きなどの煩わしいものは全て消えていき、一人の男に戻っていくのを感じる。

「いや、人に会ってたから遅くなっただけだ。飯、食ったか」

「うん。面倒だから外で食べてきた」

　葛城は、テーブルの上に置かれているインテリアの雑誌を手に取ると、それをパラパラとめくる。

「気に入ったの、何かあったか」

「ううん。よく分からない。俺、センスないから。葛城さんも特に何もなければ、全部、辰たつ原はらさんに任せちゃいたいな」

「それでいいんじゃないか」

　今、二人で住む家を建てている。七十坪の敷地に建てる家は、都心では充分過ぎる広さで、特に二人だけで住むには勿体ないくらいの広さだ。

　家を建てようと思ったきっかけは、隣に引っ越してきた住人が昂の喘ぎ声に苦情を言い出したからであった。

　昂の声はそんなに大きくはないと思っているが、男の喘ぎ声が少しでも聞こえればやはり気持ちの良いものではないだろう。

　このマンションを選んだのは、壁が厚く、防音がしっかりされているからだが、それでも男二人で住むには限界だったのだ。

　そして、施設で育った葛城は「家」というものに憧れがあり、拠り所のない自分の居場所が欲しいと幼い頃から思っていた。しかし自分一人では、マンションで充分だ。

　それでも、他と独立している、自分だけの城である一軒家に憧れ、昂と再会してからその思いはさらに強くなっていた。

　そのため、良い機会だと思って昂に家を建てたいと提案をしたのが五カ月ほど前で、少し戸惑ってはいたが、賛成をしてくれた。

「俺、一軒家で育ったから、マンションってなんか慣れないんだよね」

　そう言った昂は、しかし、本当は家などどうでもいいのだろう。住む場所にも、建てる家にも興味がないといった感じで、葛城さんに任せると言っただけだった。

　ただ葛城は、昂が一冊の住宅雑誌を繰り返し読んでいたのを知っている。それは建築家の辰原幸三たつはらこうぞうが建てた洒落た家が載っている雑誌だ。辰原の建てる家は独特で、セレブ層をターゲットにした家が多い。外はコンクリートで覆われ中の様子が窺うかがえないようになっており、古くさい感じも受ける。

　しかし中身は、ガラスを多用し、光と木をうまく取り入れたモダンな造りをしている。置かれたインテリアの色遣いが独特で、紫や緑をうまく使うことで、家自体が一つの作品として仕上がっていた。

　建築やインテリアに全く興味のない昂が、何故それに惹かれたのかは分からない。しかし、昂がたまにその本を眺めているのを知っていたので、葛城は設計を辰原に依頼することにしたのだ。

　辰原は人気の建築家で、アポイントを取るにもコネを使う必要があった。また仕事も溢れている状態なようで、七十坪程度の仕事を受けてくれるかは分からなかったが、最終的には依頼を受理してくれた。

「私も、ゲイなんですよ」

　昂と二人で辰原の事務所に行ったときに、正直にマンションでの生活が窮屈だと話すと、辰原はそう言った。

　葛城は辰原がゲイであることを初めから知っていて、あえてその話をしたのだが、それが功を奏したようだ。なんとか時間をぬって設計をしてくれると約束してくれた。

「辰原さんの設計って、凄い高いでしょ。坪単価いくらなの」

　昂は辰原設計事務所から帰ってくるなりそう言った。嬉しさよりも、そちらの心配が先だったようだ。

「気にするな」

「気にするよ。土地買って、家建てて、それだけでいっぱいいっぱいなのに、設計費まで……」

「金はある」

「知ってるよ。葛城さんが金持ってるのは知ってる。でも、俺は葛城さんに建ててもらった家に、愛人として住む気はない」

　それに葛城は困ったと思った。

　昂の手取りは残業代込みで、三十万円前後だろう。ボーナスの支給額が多く、年収にすれば平均よりは多く貰っているだろうが、取り立てて高給取りというわけでもない。

　昂はその給料のうち、毎月十五万円を葛城に渡していた。多すぎると言ったのだが、二十三区外とはいえども、東京の一等地にあるマンションの家賃と食費と光熱費と家政婦の値段を考えれば、それでも少ないくらいだと言って譲らなかった。

　残りは、四万円ほどをまだ借りているアパートの家賃と光熱費に使い、他を保険や貯金や通信費、交遊費などに充てていた。入社して数年は奨学金の返済を優先したためあまり余裕がなかったが、今は返済も終わり十分に余裕があるからもっとお金を入れてもいいと言われた。だが、それは葛城が固辞をした。

　若い独身の男にしてはあまりにも質素な昂だからこそ、余裕だと言っているだけであり、金はいくらあっても足りないはずだ。それに自分の都合で葛城の家に連れてきたのに、それ以上はとてもではないが貰えない。

　そんな律儀な昂が、葛城一人の負担で家を購入するのを良しとするわけはなかった。

「じゃあこうしよう。家の名義は俺だ。その方が贈与税とか面倒がない。その代わり、今と同じように月々家賃を支払えばいい」

「でもそれって……」

　家を共同名義にしたいと言いたかったのだろうが、しかし昂は少し考え、インターネットで色々と調べ出すと、結局はうなずいた。

「他人で共同ローン組めないみたいだし、一人がローンを組むと、共同名義にする際に贈与税がかかるみたいだね」

「ローンは組まないで現金で払う予定だ。それでも俺が払えば、共同名義ではやっぱり贈与税がかかるし面倒だ」

　昂は納得したのと同時に、腑に落ちない顔をした。しかし男同士である以上、仕方がない。養子縁組をしてもいいのだが、それを昂に言うには、まだ昂の覚悟は足りないだろうと思ったのだ。

「明日、楽しみだね」

　昂は起き上がると、インテリアの雑誌を見ている葛城の肩に手を回して、一緒に雑誌を覗き込んできた。

　明日はようやく設計図ができたので、見に行く予定だ。昂の声は少しだけ弾んでいる。高い金がかかっても、面倒な思いをしても、辰原の事務所に頼んでよかった。

　設計からインテリアまで辰原に任せており、聞かれたことに答えたりする程度にしか口出しはしていない。葛城は家自体は欲しかったが、インテリアにはそんなにこだわりはない。昂の好きにすればいいと思っており、一方昂は、声にこそ出さないが、辰原の設計であれば何でもいいと思っているようだった。

「明日、事務所に行って、その後達雄たつおさんのところ面会に行く？」

「そうだな」

　介護施設に入っている伯父の達雄への面会は、一週間に一回は行っている。たとえ葛城が忙しくて行けなくても、昂が一人で行ってくれていた。

　昂は達雄を大事にしてくれている。それは葛城の唯一の身内であり、葛城が大事に思っているからこそだ。そしてそんな昂を、葛城は心から愛おしいと思っていた。

「ねぇ、今日は金曜日だよ」

　昂は葛城の手から雑誌を取り上げると、それを投げ捨てて、葛城の膝の上に向かい合って座ってきた。

　昂は葛城のジャケットを脱がせるとそれを投げ、次にネクタイに手をかけてゆっくりと外していく。

　ここでするのかと思ったが、それを言ってはせっかくの空気が壊れると思い、好きなようにさせた。

　昂が葛城の露わになった上半身を掌で撫でると、首筋に唇を落としてきた。ゆっくりと舌を這わせ、胸元を吸い上げてくる。くすぐったさ半分、ぞくりとした感覚が半分だ。

「たまにはこういうのもいいな」

　葛城が言うと、昂はますます吸い上げる力を強めてきた。そして片方の手で葛城のベルトを外し、ズボンのホックを外すと、下着の上からペニスを撫でてくる。

　胸元から腹まで舌先でゆっくりと辿ると、ひざまずいて下着の上からペニスを舐め上げる。緩慢なその刺激に、葛城は昂の頭に置いた手に、知らず力を込めた。

「舐めてほしい？」

　昂が葛城の顔を見上げてくる。潤んでいるその目は、挑発とも誘惑とも取れた。

「舐めたいか？」

　昂のうなじから耳の後ろに指を這わせると、昂の体がビクリと揺れた。

　昂は葛城よりも快楽に弱い。葛城が昂の体にそれを教え込んだからだ。

　我慢くらべをすれば確実に葛城が勝つ。それは昂自身も分かっているはずで、葛城の手の動きにうっとりと目を閉じると、息を荒くしていき、堪らないと言った様子で葛城の下着を下ろすと、葛城の少しだけ硬くなっているペニスにしゃぶりついてきた。

　昂にフェラチオされるのが葛城は好きだった。昂の、薄いが艶めいたその唇は、形が良く歪みがない。抑揚のない冷めた声が出されるその口で、懸命に葛城の物を咥え愛撫してくるのに、フェラチオをされているという興奮以上のものが湧き起こってくる。綺麗に並んでいる白い歯や赤い舌がチラリと見えると、美しく神聖なものを汚す罪悪感と快楽が湧き起こってくるのだ。

　完全に勃ち上がった葛城の物に舌を這わせながら、昂は履いていたズボンとパンツを脱ぎ捨て、葛城の上に乗ってきた。

「さすがに無理だろ。ローション持ってくる」

「いらないよ。大丈夫」

　掠かすれた声を出す昂の後ろに指を伸ばせば、そこはすでに濡れていた。

「自分でほぐしたのか」

　それに昂はうなずいた。

「待てなかった？」

　また昂はうなずく。

「最近葛城さん忙しくて、会うのは朝だけだっただろ。もう、早く欲しかった」

　それに葛城は自身が更に脈打つのを感じる。

「すげぇエロいな、お前」

　葛城は昂の尻を両手でぐっと掴んで左右に割り広げると、自身を当ててぐいっと突き上げた。

「あ、あぁっ……！」

　昂の声が響き渡る。それに葛城は耳元で囁いた。

「また苦情が入るぞ」

　昂は慌てて口をつぐんだが、葛城はさらに奥まで突き上げた。

「や……あぁ……ん……」

　ぐちゅぐちゅという音が部屋の中に響き渡る。それに合わせるように、昂の抑えきれていない声が響いた。

　葛城はセックスの声の苦情に対して、考慮しようなどとは微塵も思っていなかった。人間ならば当たり前の行為を、何故我慢しなければいけないのだ。第一、聞き耳を立てなければ聞こえない程度の音に神経をとがらせている方が、よっぽど気味が悪い。

　だが、声を抑えるためにギリギリのところで快楽を逃がそうとする昂の姿は好きなので、わざと意地悪く声を抑えるように言う。感じてはいけないと思えば思うほど、より感覚が研ぎ澄まされるのか、昂はいつもよりも早くオーガズムを迎えるのだ。その瞬間の、解放された昂の顔が好きだった。

「いや、やめて、ダメ……これ……以上……ン……ひっぁ！」

　下から突き上げると、昂は嫌と言いながらも、自ら腰を上下させて快楽を貪り始めた。

「何がダメだ。すげぇ絡みついてくるぞ」

「だって、気持ちいい……」

　葛城が昂のペニスを触った瞬間、昂は体をのけ反らせ、イク、イクと唸りながら射精をした。

　一瞬意識をなくした昂の頬を叩き意識を戻すと、昂の体をソファに横たえ、足をグイッと広げる。

「これからが本番だろ。まだくたばるなよ」

　そう言って奥まで挿入し、先ほどの動きよりもさらに激しい動きで突き上げた。

　一度イッたせいか、少し緩んでいた昂の中が再度ぎゅっときつくなった。前立腺や精嚢を刺激するように突き上げると、昂の中が痙攣して葛城に絡みついてくる。昂はペニスからダラダラと精液を垂らしながら、再度絶頂を迎えた。

　もう理性のラインを越えたと葛城は思った。あとはただ葛城に深く抱かれながら、快楽の奴隷になるだけだ。

　漏れてくる声も、ぐちゃぐちゃに濡れたペニスも、そして深く咥えこみ葛城を離そうとしない後孔も、どれも葛城を煽り、葛城もまた理性を失っていくのを感じていた。

　ただお互いを貪りつくした。毎回そうやって体力が尽きるまで求め合うのに、結局はまだ足りない。もっともっとと欲しくなる自身に恐怖を覚えながらも、これ以上なく幸せだと、葛城は感じていた。
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　辰原設計事務所に行くと、建築予定の家のミニチュア模型が用意されていた。

「凄い……」

　昂が隣で目を輝かせたのが分かった。

　向かい合って座っている辰原は、今までに何度も見てきた光景だからか、それとも一流の建築家だという自負からか、顔色を変えずに昂を見ている。

「イメージが湧きやすいから、必ず模型を作ることにしているんです。折角私の設計がいいって言って下さったのですから、出来上がったときに想像と違っていた、というのは避けたいんです」

　柔らかい声で言う辰原が一流の建築家だとは想像できないが、時折見せる自信あふれる目つきが、その片鱗を覗かせていた。

「どうだ、昂」

　昂はしばらく模型を見つめていたが、ゆっくりとうなずいた。

「宇佐美うさみさんが気に入ったと言う邸宅に似せてみました。あの家は敷地面積百五十坪の豪邸でしたので、全く同じと言うわけにはいきませんが、天井を高くし、光を取り入れて落ち着いた色でまとめようと思っています。二人暮らしですから、部屋数は少なく、壁で仕切らずに広い空間を確保し、寝室も広く取りましょう。書斎は特に作らず、リビングから続く階段を少し上がった場所に、大きな踊り場を作ります。ここに本棚や机を置けば、お互いの姿を見ながらも、生活と切り離して仕事ができますよ」

「寒そうですけど、大丈夫でしょうか」

　昂の言葉に、辰原はうなずいた。

「大丈夫ですよ。全館空調をつけます。こういうシームレスな家には必須です」

　それに昂は葛城の顔を見てきた。値段のことを考えているのだろう。

「書斎の設計は、譲れない」

　そう言うと、昂はしぶしぶと言った感じで、再度模型に視線をやった。

　当初、書斎を作らないと言ったのは葛城だった。仕事部屋を作ったら、そこに籠もりっきりになる。そのため、仕事をするにしてもダイニングテーブルですると説明をしたら、ならば目の届く場所で仕事ができるようにしましょうと辰原が提案をしてくれ、この形になったのだ。

　葛城はこの設計が気に入った。金がかかろうとも変える気はなかった。

「インテリアはどうなりますか。あの家は、紫のソファが素敵でした」

　昂が控えめな声で聞く。

「そうですね。一緒に探しましょう。私に任せていただけるのは嬉しいのですが、なんでもかんでも私任せというのは困ります。施工主さんと一緒に作っていくのが私のやり方ですから」

「……わかりました」

　昂が面倒だな、と思っているのが分かったが、確かに辰原の言うとおりだ。お任せするというのは相手を信頼しているということだが、言い換えれば何も考えていないということでもある。何も考えていない相手との仕事はしんどい。

　しかし、いざ自分の信念や好まないデザインを言い出せばそれはそれで機嫌を損ねるのだろう。そういうところが芸術家の面倒なところだ。

「葛城さんは、何かご意見は？」

「いや、私は書斎とガレージと、寝室がお願いしたとおりであればいいです」

　それに辰原は笑った。作り笑いではない笑顔は、それでもどこか冷めている感じがする。

「寝室の壁は厚くしてあります。遮音性能の高い石膏を使用し、中には吸音材を入れて防音性能を高めます。窓は二重にしますし、シャッターを閉めればさらに防音性能は増します。まぁ、まず声は漏れないでしょう」

　その言葉に昂は葛城の顔をちらりと見た後、恥ずかしくなったのか気持ち顔を伏せた。

「宇佐美さん、今更ですが、どうしてあの家が気に入ったのでしょうか」

　辰原の問いに、葛城も知りたいと思った。何故建築に興味のない昂が、雑誌に載っていたあの家に興味を持ったのだろうか。

　昂が小さな声で答える。

「私は古い家で育ちました。昔からある家で、両親と私と三人で暮らすにはとても広い家でした。今風に言えば古民家といった感じでしょうか。だけど、広い分いつも薄暗く、住んでいる人間も少ないせいか古民家のような温かみはありませんでした。なので光が溢れる先生の設計に惹かれました。それと……」

　昂は、続けずに口を噤んだ。

「それと？」

　葛城はゆっくりとした口調で先を促すと、昂はさらに小さな声で続けた。

「それと、先生の設計は光が溢れるのにどこか無機質で静かです。だからこそ、憧れました。私と葛城は家族というにはあまりにも希薄です。温かく柔らかな空間では居たたまれない。だけどこんな家に住めたら、外と隔絶された静かな世界で二人、ずっと一緒にいられるんじゃないかって、そう思ったんです」

　それに辰原は一瞬無表情になった後、少しだけ声を出して笑い、両掌で口元を覆った。

「そうか、そうですか。全く、まいったな……」

　何にまいったのかは分からないが、葛城には辰原の言いたいことが分かる気がした。

　昂を滅茶苦茶に抱きしめたいと思うのと同時に、酷く胸が痛んだ。この男はこの男なりに、どうやって自分と生きていくのか考えていたのだ。それに胸が痛み今すぐでもこの男を抱きしめたい。

「広い家だったら、庭はありましたか」

　辰原の問いに、昂はうなずいた。

「はい。母が暇を持て余していたのか、庭にはいつも花が溢れ綺麗でした。家庭菜園も趣味だったようで、夏にはよく一緒に収穫をしました」

「では、庭はコンクリートではなく、芝生にしましょうか」

　葛城はそれにうなずきながら、しまったなと思った。

「敷地が狭すぎましたね。二人で住むにはこれ以上広くても持て余すと思ったのですが、庭となるともう少し広い敷地でもよかった。土地をまた探さないと」

　葛城の言葉に、昂が顔をしかめて睨んでくる。

「え？　服を買い直すんじゃないんだから」

「まぁ、そうだけどな……」

　辰原はまぁまぁ、と言って笑う。

「では、ガレージは地下にしましょうか。そうすれば庭を広く取れますよ」

「あぁ、地下ですか。それはいいですね。地盤的には問題はないでしょうか」

「大丈夫でしょう。都心では土地が足りませんから、地下の設計は必ず提案していますし、実際に設計も多くしています。お二人で住むなら必要ないと思いましたが、いかがでしょうか。地下があればホームジムは地下に置けますし、音響設備を整えた部屋も作れます。映画を見たりゲームを見たり、音楽を聴くにも良い環境です。来客用のガレージも確保できます」

　それに昂が葛城の腕をぎゅっと握ってきた。

「別にいいよ。手入れする時間なんてないし、庭なんていらない」

「手入れは誰かに頼めばいい」

　それに昂は顔をしかめた。

「人に頼らなければ保てない家なんていらない」

　それに葛城は苦笑する。

「日本人ってやつは、なんでこんなに苦労するのが良いことだって思うんだろうな」

　葛城の言葉に、辰原も同意するように苦笑した。それに昂は明らかに不快な顔をする。

　金で労力を買うということに、日本人は嫌悪感を持ちすぎると葛城は思う。怠け者だと言われているように感じるからだろう。しかし、持てる者がそれを使わなければ経済は回らないのだから、そんな考えは愚かなことだ。

　葛城には、地下を作り、庭師を雇い、家政婦を常時雇い入れても有り余る財産がある。ならばそれを使って何が悪いのだと思うのだが、昂はそれを良しとはしない。

　もっともそれは、男としてのプライドというものもあるのだろう。ただ、葛城にぶら下がるのが嫌なのだ。

「申し訳ないですが、時間がもうありません。次回までに考えておいてください。私も地下の設計をしておきます。次回は設計を決定し、インテリアを見に行きましょう」

「はい」

　軽くお辞儀をすると、辰原が深く息を吐いた。

「羨ましいです。お互いがお互いを思いやっていますね。何よりも、お互いを必要としている」

「先生は、パートナーはいらっしゃるんですか」

　葛城が世間話として聞くと、辰原は笑った。

「中々うまくいかなくて。男っていうのは長く続かないものです。女であれば忍耐力があるのかもしれませんが、男同士だとそうもいかないんですよ」

「そんなもんですかね」

　葛城が言うと、辰原は書類をしまいながら答えた。

「葛城さん、あなたは元々ノンケでしょう。だから、少し私たちと違う」

　それに葛城は、何が言いたいのだと思いながら、顔を緩めたまま神経を研ぎ澄ませた。辰原はそれに気がついたのか、自嘲するような笑いを浮かべた。

「いや、羨ましいんですよ。性別を乗り越えて一緒に生きると決めたのが、私からしたら本当に羨ましい」

「男だからとかは関係ないですよ。女でも男でも、多くと寝たいと思う人間もいれば一人でいいという人間もいる。方向性の違いです。相手を傷つけなければどちらでも構わないでしょう」

「そうですね。それでも羨ましい限りです」

「隣の芝生は常に青いものですよ」

　葛城はそう言って立ち上がると、お辞儀をして事務所を後にした。
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　写真の印象とは違うな、と葛城は思った。

　目の前で面接を受けている麗香は、質問された内容にはきはきと答え、緊張した様子をうまく演出しながら、魅力的な笑顔を振りまいていた。

　どこがどうとは言えないが、やはり昂に似ている。相当の美人でもあるが、昂の方が美しいと思うのは惚れた欲目だろうか。

　こうして麗香を見ることで、昂は偉く綺麗な顔をしているのだと再認識する。もっとも麗香が昂に似ているのはその顔だけで、話し始めれば雰囲気はがらりと変わった。

　昂から色気と無機質な部分を取り除き、快活さと媚びと野心とを取り付けたのがこの女だ。葛城はそんなことを思いながら、女をじっと見た。

　面接が終わると、人事課の加藤課長が葛城の顔を見てきた。

「面接は問題なしですね。経歴もいい。筆記テストもよくできていた。ほぼ決定ですかね」

「まぁ、そうなるだろうな」

「何か気になることでも？」

「いや、特には……」

　葛城は当初心配していた、女が入社することによる影響を再度考える。良いか悪いか分からないが、確実に影響はあるだろう。

　しかし、だからこそ良いのかもしれない。同じような人の良い人間ばかりが集まるこの会社では、あぁいった人間は必要だ。仕事のやり方を変えることができても、人間自体はすぐには変わらない。一石を投じるのも面白いと思い、うなずいた。

「他の面接官に異議がないなら、契約社員で採用ということで、よろしいでしょうか」

　加藤の言葉に、面接官達は一斉にうなずいた。

「営業部に配属でいいでしょう。所属課はどこを希望されますか」

　加藤に聞かれた葛城は、少し悩んだ。人手はどこも足りていない。

　初めは監視がてら、誰か優秀な人間をつけて教育をしたいのだが、人手が足りないのでそれは望めないだろう。

「営業技術課かな」

　葛城の言葉に、加藤が少し驚いた顔をした。

「営業技術課は無理でしょう。あそこは開発経験者じゃないと難しいですよ。知識が一番ですから」

「ずっと配属させる気はないですよ。一年くらい勉強させてから、現場に配属させます。営業技術課も人手は足りてないので、雑用と、プレゼンをさせれば大分助かるでしょう。プレゼンは映えるでしょうね」

　言いながら、営業技術課には市瀬いちせがいる。市瀬の下につければいいと思った。昂に似ている女が入れば、市瀬の気も変わるかもしれないという個人的な打算も働いていた。

「葛城部長がそうおっしゃるなら、そうしましょう」

「じゃあ決まりですね」

　ひとまず、これで神谷への義理は果たしたと思い、葛城は大きく息を吐いた。

　職場に戻ると、押印する書類が机に溜まっていた。うんざりしながら書類に目を通していき押印をした後、今度はメールのチェックを始める。十一月の月報が届いているのに気がついてメールを開き、添付されているワードの内容に目を通しながら問題点を抽出していくと、その内容に気になる点があり手を止めた。昂が担当のはずのＳ大学付属病院の売り上げが、木村になっている。

「大輔！」

　良く通る声で第一営業課の木村を呼ぶと、パソコンに目を向けていた木村がこちらを向いた。

「ちょっといい？」

「はい。あと五分待ってください」

　何かの処理を終えたらしい木村が立ち上がりこちらに来ると、葛城はパソコンの画面を見せながら聞いた。

「これ、Ｓ大のエリアって昂が担当じゃないのか」

「宇佐美、Ｓ大出禁なんですよ」

「出禁？　なんで？　何かやったのか」

「さぁ、詳細はよく知りません。本人も何故だか知らないけど、出禁になったって言ってました」

「ふーん。そっか。で、大輔、先月よく売ったな。上出来だ」

「ありがとうございます」

　褒められたことで少し嬉しそうな顔をした木村は、上機嫌で机に帰っていった。

　昂の席を見ると、昂は外回りに行っているのかいなかった。その空席を見つめながら葛城は考える。

　病院への出入り禁止を意味する出禁は、営業マンにはよくあると聞く。特に気難しい医者の場合は、何が気に入り、何が気に入らないのかは分からない。

　しかし、昂は無愛想であったが知識がありマメで、医者に気に入られるタイプの人間だ。出禁になったと聞いたことはない。Ｓ大の件は珍しいと思った。

　葛城は過去の月報をチェックした。昂がＳ大附属病院を担当した年は昂が入社した三年目の年から一年間だ。今でもＳ大附属病院のエリアを担当しているが、未だに出禁なのが疑問だった。

　第一、小さな病院ならまだしも、大きな病院では余程の事がない限り、病院自体に出禁にはならない。大抵は担当した医師に対しての出禁になるのだが、病院自体に出禁になったというのなら相当のミスをしたということだ。あの昂がそんなミスをするなんて考えられない。

　何故こんなにこの件が気になるのか分からなかったが、気になると調べないと気が済まない性格だ。もう少し調べるかと思ったが、やることは他にも沢山ある。取りあえず家に帰ったら昂に聞いてみるかと頭を切り替えると、先ほど行った面接を思い出し、営業技術課の小石川課長の席まで赴いた。

「小石川さん、十分ほどお時間いいでしょうか」

　小石川がうなずくと、部長席の隣にある会議室へ来るように言った。

　会議室で待っているとすぐに小石川が来た。小石川は葛城の正面に座ると、どうしましたかと聞いてきた。

「まだ内密に頼みますが、一月いちがつ一日いっぴから中途採用者を営業技術課に入れます」

　それに小石川は笑った。

「急ですね。でも助かります」

「これ、履歴書です」

「女性ですか」

　小石川は一通り履歴書に目を通すと「優秀そうですね」と呟いた。

「外資系のＭＲだから、よく働くとは思います。将来的には営業に入れたいと思っていますが、その前に、営業技術課で教育をお願いしたい」

「うちに配属じゃ勿体ない。営業に配属して、ＯＪＴで教育した方がいいんじゃないですか」

　葛城は穏やかな小石川の言い方に、内心で笑った。

「営業技術課に、なんの知識もない人間が配属されるのが嫌な気持ちはよく分かります。しかしですね、彼女は頭が良くてそれなりに数字を持っていた人間ですから、変にうちの営業に染めたくないんですよ。私が就任する前に比べると、営業マンの考え方も随分変わりましたが、そろそろ他の考え方を持った人間も必要です。技術的な部分に関わらせずに雑用をさせてもいいのでお願いします。電話対応でもさせていれば製品にも詳しくなるでしょう。プレゼンで使うのもいいと思います」

「そういうことですか。わかりました」

　小石川は開発部出身で、営業の考え方に染まっていなかったからか、早くから葛城の考えに賛同してくれた人間の一人だ。

　歳は四十代半ばではあるが、まだまだ頭は柔らかく、納得すればすぐに柔軟に考えを変える。しかし、納得しなければ変えることはしない。その頑固さは技術者特有のもので、そこは面倒臭いところだったが、葛城はそういう男が好きだった。

「市瀬の下にでもつけてください。それから、相当の美人ですから、その辺も目を光らせてくださいね」

　それに小石川は困ったような顔をした。

「女の部下は持ったことないので、困りますね。どう扱っていいか」

　この会社は女性社員が少ないうえに、配属されるのは事務系か、最近では技術職に配属されるかだ。営業には昔からいる事務の女性が各課に一人ずついるだけで、若い女性はいなかった。

「そんなに神経質になることはありませんよ。もともと男社会で働いていた女性ですから。困ったことがあったら相談してください」

「わかりました」

　会議室を出ると、第一営業課には外回りから帰ってきたらしい昂が、ホワイトボードに書かれている今日の予定を消している。その後ろ姿を見て、相変わらず気配がないと思った。

　昂はとにかく綺麗だ。恐らく無意識にせよ、昂自身も気がついている。だからこそ、幼い頃は人々の好奇心と侮蔑から隠れるために、そして今では身を守るために気配を消す術を覚えたのだろう。

　しかしそれができたとしても、一度視界に入ってしまえば、目を離すことができずに捕らえられてしまう。それは自分であり、昂の兄であった寛人ひろとであり、市瀬であった。

　いや、恐らくそれだけではない。一体どれだけの人間がこの男を視界に捕らえた後、捕らえられたのだろうかと思う。

　そんなことを考えながら、あぁ自分は心配だったのだと気がつく。麗香の面接をしたことにより、昂という人間をもう一度認識できたのかもしれない。

　何故、Ｓ大附属病院に出禁になったのかが妙に気になったのはそのせいだ。

　不祥事を起こしたせいなのか。いや、その反対ではないのか。

　葛城は昂から目を逸らした。今考えても仕方がないことは、考えるべきではない。時間が勿体ないだけだ。

　葛城はパソコンに出ているアラートに気がついた。あと五分で製品のデザインレビュー会議が始まる。タブレットを手にすると、営業フロアを後にした。
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　正月休みが近づくにつれ、社内は怠惰な空気と忙しない空気が混じった、独特な雰囲気になる。年末で仕事が一段落している人間と、正月休みに向けて保守点検の仕事が入ってくる人間とで二極化するからだ。

　昂は後者のようだ。ここ数日、遅くまで仕事をしていた。今日もまだ帰らないのだろう。

「お疲れ様。早く帰れよ」

　フロア中に響く声で言うと、葛城は会社を出た。

　葛城は車に乗るとスマートフォンを取りだし、探偵の若木を検索して電話をかけた。

『どんな依頼だ』

　電話に出ると名前も名乗らずに、若木は不愛想な声で言った。年々、不愛想さに磨きがかかっている。

「四年前、Ｓ大附属病院に富山五郎っていう産婦人科医がいた。そいつを調べてくれ」

『ゆっくりもう一回言って。名前どんな字？』

　再度ゆっくりと言うと、名前を書きとっているらしい若木が復唱した。

『何を調べる？』

「四年前の四月から一年間で、何かなかったか探って」

『情報それだけか』

　葛城は少し考えた後、調査費用を安く上げるためにも、調査の正確さのためにも必要だと思い昂のことを言うことにした。

「宇佐美昂と何かなかったか、探ってほしい」

『あぁ、お前のウサギちゃん』

　若木が電話の向こうで笑ったのが分かった。電話対応では、笑うのは避けた方がいいと葛城は思っている。それが好意的な笑いだとしても相手にはそれが伝わらず、嘲笑されていると思われる可能性があるからだ。そして、今がまさしくその例だ。もっとも、若木の笑いは好意的ではなく、バカにしている笑いだろう。

「昂が出禁になってる。その理由調べて」

『公私混同はよくないですよ。葛城さん』

「うるせぇよ。頼んだ」

　そう言って葛城は電話を切った。

　昨日、昂にＳ大附属病院出禁の件を聞いた。食事が終わり、ソファでテレビを見ている昂に前置きもなく、わざとふいに聞いてみた。

「お前、何でＳ大出禁なんだ」

　昂は葛城の目をじっと見ると、ゆっくりと話した。

「Ｓ大。あぁ、Ｓ大ね。俺、約束の時間に一時間遅刻したんだ」

　葛城は視線をすっと昂の手と足にずらす。

　人間は簡単に嘘をつく。目を見れば嘘が分かるなんて、半分は嘘だ。人の目を見てしれっと嘘をつける人間なんてごまんといる。自分はまさにそんな人間で、だからこそ、真実を聞き出すときは、目以外の部分を見ることにしている。顔に集中しているため、他が疎かになりやすいのだ。

　案の定、昂の手が微かに震えていた。この男は嘘がうまいのか下手なのか分からないと思って内心で笑う。

　葛城は昂の嘘を百パーセント見抜ける自信があった。それは昂も分かっているためか、めったなことで嘘はつかないのだが、それでも今嘘をつくというのは、それなりの理由があるのだろう。

　それ以上、葛城は聞かなかった。昂は少しほっとしたように力を抜くと、葛城に寄りかかってくる。

「出禁になるなんて、俺を叱る？」

　葛城はそれに昂の頭を撫でた。

「叱ってほしいのか」

「いや、慰めて」

　二人きりのときの昂は、これ以上なく可愛くなる。他の人間には、こんな昂は考えられないであろう。

　だが、出会ったときから葛城に対してはこうであったので、なんの違和感もない。むしろそれ以外の昂が、葛城にとっては違和感があった。

　もっとも、そのどちらも昂であるのだということは分かっている。結局は、そのどちらでも構わない。ただ、こうして一緒にいて、人生を共にできればいいのだ。

　葛城は昂の唇にキスをした。明日も仕事なので、軽いキスに留めておこうとすぐに唇を離すが、今度は昂から唇を重ねてきた。

　何度も何度も繰り返しキスをした。お互いの下半身が熱くなってくるのが分かる。

「口でやるだけなら、いいだろ」

　葛城が言うと、昂は首を振った。

「ダメ。一週間分溜めて、それでやるのが最高にいい。最高にアンタを感じられる」

「俺は毎日でも、最高に感じるぞ」

「葛城さんは絶倫だから」

　そう言って昂は、もう一度キスをしてくる。

「生殺しだ」

「お互いにね」

　昂はそう言いながらも、葛城の股間を撫で上げてきた。

「俺は我慢するけど、葛城さんはどうする？」

「お前、我慢できるのか。いつもしゃぶるだけで軽くいくだろ」

　それに昂は、葛城の肩をむき出しにすると、力を入れて噛んできた。

「いてっ」

「減らず口叩くからだ」

　昂は葛城のペニスを取りだすと、ゆっくりと口に含んだ。

　下半身をもぞもぞとさせながらも、己の欲望は我慢をしているのが可愛いくて爆発しそうだ。このまま押し倒して滅茶苦茶に犯してやりたいと思ったが、葛城もぐっと我慢をした。

　明後日になれば、思う存分やれる。かき混ぜて、突き上げて、ぐちゃぐちゃにしてやると思いながら、昂の口淫にうっとりと目を瞑った。
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　葛城がレクサスＬＳを時間貸しの駐車場に止めると、しばらくして助手席の窓がコンコンと叩かれた。

　視線を向けると、若木が窓から中を覗き込んでいる。葛城はドアのロックを解除した。

　乗り込んできた若木は封筒を持っていたが、それをすぐには渡してこなかった。

「報告書」

　手を若木に差し出すと、若木は躊躇したそぶりを一瞬見せたが、その封筒を葛城に渡してきた。

「正直、調査しても分からなかった。病院はさすがに口が堅い。そこには富山の経歴とか、人となりが書いてあるだけだ」

「じゃあ手ぶらか。珍しい」

　葛城の言葉に、若木はＵＳＢメモリーを取りだした。

「だから、富山の家にあるパソコンに侵入してみた。そしたら、これがあった」

　若木はそう言いながらも、やはりそのＵＳＢメモリーを渡してこなかった。

「お前、これ、見ない方がいい」

　若木の言葉に、葛城はそこに入っているものがどういうものか、大体の予想がついた。

　怒りは湧いてこなかった。いや、怒りが湧き起こるのが分かっていたので、若木に会う前に感情のスイッチを切っていた。そのため冷静でいられただけだ。

「これをネタに強請ゆすられたのか、関係を強要されたのかは分からない。だけど病院に出禁になったってことはなんらかの動きがあったってことだ。警察沙汰にはなってないみたいだから、内部で収めた可能性が強い」

　若木の言葉に葛城は考えた。

　昂は泣き寝入りをするか。強請ゆすられたままでいるか。

　いやどちらもしまい。あの男が逃げるのは自分の感情からだけで、こんな風に売られた喧嘩から逃げることもしないだろうし、強請ゆすられるほど愚かでもない。

　ではどうやって終息させたのだ。上司に相談をしたか。その可能性は低い。営業マンは良くも悪くも口が軽い。情報収集のため、また製品を売るために少しでも優位になることを、つい口にしてしまうのが彼らの習性だ。

　頻繁にある飲み会では噂話が飛びかい、出禁の理由などは、それこそ飲み会のネタとしてはうってつけだ。

　それなのに、一切この件についての情報がないということは、相談したのは営業部以外の人間だということだ。

　ならば人事課か。ハラスメントの問題を扱うのはあの課だし、加藤がいる。あの男は口が堅く、穏やかで相談をしやすい。そして優秀だ。あの男が何か動いたのだろうと、葛城は結論付けた。

「元データは？」

「勿論消しておいた」

「じゃあそれ、くれ」

「いいのか」

「あぁ」

　若木はファイルにかけているパスワードを教えると、そのＵＳＢメモリーを葛城に渡してきた。

「じゃあな。また何かあったら贔屓にな」

　金を受け取った若木はそう言うと、葛城の車を後にした。

　葛城が家に帰ると時間は十八時だった。年末の休暇に入っているのだが、昂は仕事でまだ帰ってきていない。

　葛城は居間でノートパソコンを立ち上げると、ＵＳＢメモリーを差し込んだ。

　葛城は昂と離れていた十一年の間、若木の事務所に依頼してずっと昂を監視させていた。金はかかるがそれでも構わなかった。

　離れている間、昂は何人かの男や女と関係を持っていた。葛城自身も離れているときは女と寝ており、それを責める気はない。寂しさや肉欲に我慢できない夜があるのは分かっている。

　しかし、昂を傷つけるような真似をする人間は排除するように若木に依頼し、どんな手を使ってでも、昂から離れさせた。

　大抵の人間は、一、二回寝れば昂に執着を始めた。そのため、昂と寝た人間は、ほとんどが昂から排除されていった。

　昂自身も自分への執着が危険につながると気づいたのだろう。結局、大学三年生になったあたりから、もう誰かと関係を持つことはしなくなった。

　それに葛城は安心していた。そして、昂が就職した頃には、大人になった昂に大きなトラブルは起こらないだろうと監視を緩めたのだが、それが裏目に出たのだ。

　葛城は映し出された動画を見ながら、まだ感情のスイッチを切ったままでいた。

　葛城は、自分が怒りのコントロールをできることを知っていた。怒ったときには、その怒りを相手に返さなければいけないかどうかを考え、返すべきならどうやって叩きのめすべきか、冷静に判断できた。

　なので、今回も大丈夫だろうと思った。きっと大丈夫だろう。そう思って、動画を再生した。

「くそが……」

　映像に映っている昂は意識を失っているようだった。診察台に寝かされ、下半身を露わにさせられている。

　診察台が動き、ゆっくりと足が開かれる。その先は見なくても分かった。

　葛城は思わず動画を止めた。それ以上は見ることができない。いや、見るべきか。昂はもっと辛い思いをしたのだろうと思ったが、再生ボタンをクリックすることはできなかった。

「ただいま」

　昂が帰ってきた。

「あれ、夕飯はこれから？」

　昂は呑気に言いながら葛城の所に来ると、葛城の広げているパソコンを見て、動きを止めた。

　葛城はゆっくりと昂の顔を見る。昂は少し動揺した様子を見せたが、取り乱すことはなく静かに言った。

「動画、消すって約束したのに……」

　葛城は自分の座っている隣をポンポンと叩いて、ソファに座るように促した。それに昂は大人しく従う。

「もみ消したのは人事課か」

　それに昂は微かに笑った。

「怖いね、葛城さん。ほんと、アンタ、怖いよ」

「全部、話せ」

「なんのために？」

　昂が言うのに、葛城は何のためかと自問したが、答えは出ない。それでも答えた。

「俺のためにだ」

　昂は少し考えていたが、ちらりとパソコンの画面を見て顔を逸らすと、大丈夫だよ、と言った。

「別に意識なかったし、なんの問題もないよ、これくらい」

「だったら話せ」

　昂は観念したのか、それとも何か思うところがあったのか、話を始めた。

　大学時代も、飲み物に薬を盛られたことがあった。その時はなんとか逃げられたが、それから気を付けてはいた。

　だけどまさか、誰が来るともしれない診察室で差し出されたコーヒーに、薬が入っているとは思わなかった。

　製品の説明が聞きたいと言われて、訪れたのは十九時半だった。コーヒーを勧められ飲んだが、急に目まいがして、富山に言われるがまま、診察台に横になった。

　そして目が覚めたら、朝六時だった。富山はそばにいて、具合が悪くなったみたいだね、と優しく笑ってくれた。

　その時は申し訳なさでいっぱいだった。それと同時に、上司に怒られるという思いや、次の買い替えはないかもしれない。そういったことが頭を占めていた。

　尻に違和感を覚えたのは病院を出て、冷静になってからだった。それでもその時は、何の疑惑もなかった。

　淡々と昂は、そう語った。

「いつ気づいた」

　葛城は言いながら、セカンドレイプという言葉が頭に浮かんだ。だが、知るかそんなの、とその言葉を追い払う。

「メールが来たんだ。動画が添付されてて……」

　そう言って顎を微かに上げ、パソコンの動画であることを示した。

「もう慌てたよ。取りあえず周りを見て、見られていないか確認した。すぐに次の関係を強要されるって分かった」

「それで、加藤さんに相談したのか」

　聞きながら、これ以上続けて何になる。昂が言うとおり、そんなこと知って何になるのだ。昂を傷つけているだけではないかと思ったが、止めることはできなかった。

「そう。立木課長は何か頼りないし、なぁなぁにされそうだと思った。警察は考えられない。俺だって一応男だ。警察は無理だ。それで加藤さんを思い出したんだ。加藤さんは新入社員のとき指導担当だったし、凄く好感の持てる人だったから。でも、どんな人かは本当には分からなかったから、賭けだった。それでも、このまま脅されるのは、会社としても不味いことだとは分かっていた」

「それで、どうだったんだ」

「賭けには勝った。加藤さんは昔営業に所属していて、加藤さん自身、嫌なことされたことがあったって、打ち明けてくれた。俺を安心させようとしてくれたんだね。それですぐに会社の顧問弁護士に相談してくれて、当時の営業部長にだけその件を言った。ただ、訴えるのは無理だ。うちの会社の性質上、仕方がない。富山は解雇、俺は出禁という形で手打ちにした」

　昂は話し終えると、笑った。

「大丈夫だよ、ほんとに。俺、気失ってただけで何もしてないし、初めてじゃなかったし、お陰でＳ大の買い換え、スムーズにいったし。これも枕営業なのかね」

　その表情は、本当になんの確執もないといった笑顔だった。しかし、昂の手は震えている。

　それを見ながら、こんなこと、知ったからといって何になるのかとまた思う。昂を傷つけて、何になる。

「くそが……」

　葛城は呟きながら、いや違う。そうではない。何のためだとか、何になるだとか、そんなことはどうでもいいのだと思った。

　とっくに感情のスイッチは入っていて、怒りがすでに制御できていないだけだと気がついた。

　自分の怒りを、湧き出てくる感情を、制御することができない。

「女じゃなくてよかった。女はこういうとき、本当にかわいそうだと思う」

「やめろ……」

「え？」

「お前だって、十分辛いはずだ」

　それに昂は、初めて表情を崩した。一瞬、本当にわずか一瞬だけだが表情を崩し、泣きそうな顔をした。

　葛城は昂の体を抱きしめた。強く抱きしめ、この男から逃げ出した十一年間を、酷く後悔した。

「悲しいんじゃない。悔しいだけだ。己の迂闊さが悔しくて、凄く惨めだ……」

　昂が泣いているのが分かった。それに葛城は、怒りが身の内で猛り狂うのを感じた。

　目の前で昂が寛人に犯された時の、身を灼くような怒りと憎しみは、二度と味わうまいと思っていた。二度と、昂をあんな目に合わせないと思っていた。それなのに、一体自分は何をしていたのだ。

　どうやったって怒りが収まらない。この怒りをどこにぶつけるべきかも分からない。

　目の前の男にぶつけそうになるのを懸命に抑えながら、身の内に怒りを鎮めた。今は昂の体を抱きしめることしかできなかった。


二．別れ







「似てるよなぁ」

　市瀬いちせはビールを最初に二杯、あとは日本酒を燗でひたすら飲んでいた。

　ストレスがあるときは、酎ハイを飲んでパーッと騒ぎ、酔いたいときはハイボールで、日本酒を飲むときは落ち着いてゆったりと飲みたいときだ。それが市瀬の酒の飲み方だと、宇佐美うさみ昂こうは気がついていた。なので、今日は落ち着いて飲みたい日なのだろう。

「もう、それ、聞き飽きた」

　宇佐美はそう言うと、市瀬のお猪口に酒を注いだ。

　市瀬が宇佐美に似ていると言うのは、営業技術課に中途採用で配属された神谷かみや麗れい香かのことだった。

　神谷は綺麗な女性だった。タメカにはいないタイプの女性で、背が高く、姿勢が美しい。スーツを着ていても分かる細い腰に、大きくはないが綺麗な形の胸と、きゅっと上がった尻が女性らしさを強調していた。それには、宇佐美でも見惚れた。

　その神谷が配属されたときに、まずは先輩の木村が、宇佐美に似ていると言いだした。その一言で、確かに似ていると営業部内で話題になり、散々からかわれたのだ。

　そして今まさに、市瀬が同じことを宇佐美に言った。もう、うんざりだった。

「俺、そんなに女顔か？」

「いや、女顔じゃないよ。いや、女顔なのかな。女には間違えないけど、中性的ではある」

「でも、似てねぇよ」

　それに市瀬はにやにやと笑った。明らかにからかっている顔だ。

「なぁ、今日一日で会った親しい人を思い浮かべてみろよ。その人たちの中で、誰の顔を一番見ていないと思う？」

「はぁ？　そんなの日によって違うだろ」

　市瀬はお猪口に口をつけると、得意げに笑う。

「自分だよ。自分の顔を一番見ていない。自分の顔を世界で一番よく知っているっていうのは間違いだ。実は、毎日見ている顔の中で、自分の顔を一番見ていないんだ。特に男は、鏡で自分の顔を見るのはどれくらいだ」

　それに宇佐美は、面白いと思ってうなずいた。

「それ、面白いな、そのとおりだよ」

　言いながら、それはつまり、結局は話が戻るのかと思って、またげんなりとした。

「俺が気づいていないだけで、似てるって言いたいんだろ」

「そうそう。でも安心しろ。お前の方が綺麗だし、色気がある」

　宇佐美はその言葉を、鼻で笑い飛ばした。

「言ってろ」

「いや、本当だって」

　酔っているな。顔が少し赤い。酔っている市瀬は可愛いが、歩くとおぼつかなくなるので、一人で帰すのは心配になる。送っていくにも、体の大きな市瀬を連れていくのは骨が折れて、非常に困るのだ。

「もうそろそろ、酒やめろ」

　宇佐美は店員の呼び出しボタンを押すと、水を頼んだ。

「いいじゃん。家まで送ってくれよ、宇佐美君」

　それに宇佐美は苦笑した。

「いや、十時には家に帰らないと」

「なに、門限あるの？」

「あぁ、お前と二人で飲むときはな」

　それに市瀬は、緩んだ目を宇佐美に向けてきた。その目は酔っているが、表情は硬い。時折見せる、嬉しいでも、悲しいでもない、何を考えているのか分からない表情だ。

「葛城さん、懐狭いな。でもまぁ、そうだよな。元彼と一緒なんて、そりゃそうだよな」

　そう言って市瀬は、テーブルに置かれた宇佐美の手を、人差し指でつっとなぞってきた。

「やめろよ。お前、やっぱりかなり酔ってる」

　それに市瀬は、あぁそうかもな、と言って笑った。

「神谷さん、いいよな。女だし、綺麗だし、お前に似てるし。まぁ俺なんかには無理だろうけどさ。あんな子と付き合えたら、いいよな」

　宇佐美は市瀬の言葉に苛つきながらも、いい加減市瀬と二人で飲みに行くのはやめた方がいいのだろうかと思った。

　だが、結局はいつものように、この時間を失うのは無理だろうと考える。

「お前の好みは可愛いタイプだろ。全然違う」

　それに市瀬は鼻で笑う。

「お前、それ本気で言ってるのかよ。お前、全然可愛くなかったよ」

「そんなの分かってる」

　宇佐美はグレープフルーツサワーを飲むと、話題を変えた。

「お前、結婚とかどうなの。いい人、いないのかよ」

　市瀬は宇佐美の言葉に、いないよと言って笑ったが、すぐに表情を無くした。それは笑った自分に後悔しているようにも見えた。

「宇佐美は、結婚した方がいいと思うか」

　その問いに、宇佐美はイエスと言うべきかノーと言うべきか答えが見つからずに「どっちでもいいんじゃない」と答えた。

　それに市瀬は、また表情を無くした。

「婚活、するよ」

「そうだな」

　宇佐美はそれに少し笑って見せた。しかし、市瀬はその顔を見て、すっと宇佐美から視線を逸らす。

「そんな顔するな」

　どんな顔だ、と思ったが、自分は多分、笑うのに失敗したのだろうと思い、自分の胸の内が市瀬に分かってしまったのだと気づく。しかし、だから何だと言うのだ。

　自分が市瀬から離れられないことを、市瀬はとっくに気がついている。今更胸の内が分かってしまっても、どうでもいいことだ。

　市瀬はもう一度、テーブルに置かれている宇佐美の手に、指を這わせてきた。宇佐美は先ほどよりも強い口調で、やめろよと言って手を引いた。

「やっぱりお前、酔ってるよ。もう帰ろう」

　宇佐美は伝票を持つと、市瀬の腕を掴んで立たせた。

「ほら、もう今日は帰るぞ」

　市瀬はうなずくと立ち上がる。宇佐美がコートを市瀬にかけると、市瀬はのろのろとコートを着た。

　店を出ると、一月の空気は冷えていたが、酔っているせいかそんなに寒くはない。飲んだ後に店から出た瞬間だけは、空気の冷たさが心地よい。

「家まで送ってよ、宇佐美」

　市瀬が甘えるように言って、宇佐美の肩に腕をかけて寄りかかってきた。

「分かったよ」

　宇佐美は、十時に帰宅は無理だと思いながら、市瀬の家に向かった。

　市瀬の家は駅から二十分。寄りかかられたまま帰るのは辛いので、タクシーで帰るか、自分で歩くかを条件に出した。

　市瀬は歩いて帰ると言ったので、一緒に歩いて市瀬のアパートまで向かう。歩きながら、つい二年ほど前までは、よくこの道を歩いていたことを思い出した。

　市瀬と体の関係を持つ前は、この道を通りながら、毎回わくわくした。馬鹿みたいだが、友人の家に行くのが、ただ嬉しかった。

　関係を持ってからは、それに少しの憂鬱がプラスされたが、それでも嬉しいのに変わりはなかった。友人に、市瀬に会うのが楽しみだった。

　だが、葛城と再会して、この道とは無縁になった。それは仕方ない。それでも、こうやって市瀬の家に行くことを、いつの日かできたらいいと思っている。そしてそんな自分が狡ずるい人間だということも、分かっていた。

　市瀬のアパートの前に着くと、宇佐美はじゃあな、と言って手を上げる。すると市瀬は、宇佐美の手を掴んで自分のほうにグイッと寄せた。

「お前、酔ってる」

　動揺する気持ちを抑えながら言うと、市瀬は低い声で、あぁ酔ってるよ、と答えた。

　市瀬の顔が下りてくる。キスをされると思い、咄嗟に市瀬から身を離した。市瀬の顔を見上げると、市瀬は笑っていた。しかし、笑ってはいるが、目が揺らいでいる。

「もう、こういうのはやめよう。もう、二人で会うのはなしだ」

　市瀬が言った。

「え？」

「ごめんな。俺、無理だ。やっぱり無理だ。お前を見守ってやりたいってそう思ってたけど、未だに俺、お前とセックスしたいと思う。たとえお前が俺を好きじゃなくても、俺だけのものになってほしいって、あの頃みたいに、俺だけを見てほしいって、そう思っちまうんだ」

　それに宇佐美は何も言えなかった。ただ、市瀬の感情や、苦しみよりも、無くなるということ、失ってしまうということだけが宇佐美の頭の中を占めており、自分は狡い人間だと、再度そう思った。

「え、俺、やだよ……」

　思わず本音が口から出る。それに市瀬は笑った。

「お前らしいな。感情が希薄に見えるけど、情に深くて、信頼している奴には素直に甘える。お前のそういうところ、好きだ」

　その言葉に、宇佐美は期待してしまった。市瀬の目を見て、先ほどの言葉が覆くつがえされるのを待つ。

「でも、それが憎いよ」

　だが、期待していた言葉は市瀬の口から出されることはなかった。

　市瀬は宇佐美に背を向けると、アパートの階段を上って、部屋の中に入っていく。宇佐美はそれをただ、見送った。

「十時、過ぎちゃったな」

　宇佐美は閉じられた市瀬の家のドアを見ながら、葛城に怒られると考え、次に、やっぱり一月は寒いな、と考えた。

　そして市瀬の言葉を思い出し、体が凍り付いたようにそこから動けなくなった。

　しばらくそうしていると、コートのポケットが震えていることに気がつき、スマートフォンを取りだして画面を見た。

　画面には葛城の名前が表示されており、昂は無意識にそれに出た。

　何を言われたのか、何を言ったのかは分からなかったが、電話はすぐに切れた。

　あぁ帰らないと。そう思ってゆっくりと歩き出すと、雪が降ってくる。今夜は雪の予報だったと思い出し、だからこそ今日は汚れてもいいように、葛城にプレゼントされた温かなウールのコートではなく、安い化繊のコートを着てきたのだということも思い出した。だからなのか、急に体が冷えてくる。

　明日休みでよかったと思いながら歩いたが、なんとなく家に帰る気にならずに、ただ歩いた。

　どのくらい時間が経ったのかは分からなかった。寒いと思ってホットコーヒーを買うためにコンビニに入り、電子マネーで支払いをしようとスマートフォンを取りだすと、着信が何件も入っているのに気がつく。

　外に出て缶コーヒーを飲むと、少し落ち着いた。葛城が心配していると思って電話をかけると、ワンコールもせずに葛城が電話に出た。

『今、どこだ』

「分からない」

『市瀬に話、聞いた。今、どこだ』

「分からない。どっかのコンビニ」

『そこ、動くなよ。絶対に動くな。コンビニに入って待ってろ』

　そう言うと葛城は電話を切った。

　葛城の言葉に、どうやって来るつもりだろうかと考えたが、そういえばこの間、位置情報共有アプリを入れたと思い出す。

　そんなことを考えながら、再度歩き始める。会社の最寄りの駅からは大分離れているため、方向音痴の宇佐美には、最早ここがどこだかは分からなかった。

　酔いが醒めてきたのか、更に寒さが体を襲ってきた。手袋は持っていなかったのでポケットに手を入れる。

　傘を買うほどの雪ではないと思ったが、だんだんと雪は大きくなっていき、さすがにまずいなと思う。しかし戻るのも面倒であった。

　歩きながら、市瀬の言葉を頭の中で反芻はんすうした。市瀬を傷つけていたことは分かっていた。自分が言葉を吐き出す度に、自分の感情を市瀬にぶつける度に、市瀬は何とも表現のしがたい表情を浮かべていたのに気がついてはいたのだ。自分の言葉が、感情が、市瀬を徐々に徐々に削り取っていたのだろう。

　初めは気がつかないくらいに薄く角質を削り取り、次には皮膚を削り、気がついたときには肉にまで深く傷がついている。そして最後には肉を削り骨まで達するのだろう。そういった言葉を、思いを、市瀬に投げていた。

　宇佐美は葛城が言っていた言葉を思い出す。宇佐美の父に対し、人の気持ちが分からない人間だと言っていた。自分も同じだ。いや、それよりも酷い。

　自分は人の感情に、嫌というほどに気がつきながらも、それを無視できるほどの図太さがある。狡ずるさがある。汚さがある。

　でも、それを分かっていながらも手放せなかった。市瀬を手放すことができなかった。

　次から次へと、とりとめのない考えが頭に浮かんでは消えていく。

　居酒屋で市瀬は、神谷が女でよかったと言っていた。ならば自分が女だったらどうだったのだろうか。そんなことは考えても仕方がない。しかし、考えてしまう。神谷のように女であれば、市瀬とはまた違った付き合いができたのだろうか。愛してはいなくとも、子どもでも作れば家族になれたのか。もしそうはならなくとも、女であればきっぱりと諦めることができたのか。

　宇佐美を一台の車が追い越した。レクサスだと思う間もなく車は路上駐車し、中から男が出てきた。

　男はガードレールをまたぐと、宇佐美の前に立ちふさがる。

　葛城だ。思ったよりも早い。ずっと探していたのかもしれないと思っていると、強く肩を掴まれた。

「なんで動いた」

　その言葉に「なんとなく」と答えたら、手首を掴まれ、車に連れて行かれると助手席に押し込まれた。

　車の中は温かかった。冷えた体が温まっていくのを感じ、酷くほっとした。

　葛城は無言だ。何一つ話さず、そのまま二人の住むマンションに着く。再び手首を強く掴まれ、痛いと文句を言うが、葛城は無視をして部屋に宇佐美を連れていく。

　靴を脱いで玄関から上がると、葛城が宇佐美の胸倉を掴んだ。

「こんな薄着で、酒飲んで雪の中歩いて。死ぬ気か」

　宇佐美は答えずに、葛城から目を逸らした。

「どこに行く気だった」

　宇佐美はようやく葛城の目を見ると、小さな声で呟いた。

「分からない」

　そう言った瞬間、葛城の黒い瞳が、暗く、深く沈んでいくのが分かった。

　それに宇佐美は背筋に悪寒が走り、体が震えるのを感じた。

　怒りだ。人の感情が怒りに変わる瞬間を初めて見た。そしてそれは、今までの人生の中で最も深い、悲しみや、憎悪を伴わない、純粋な怒りであった。

　葛城は宇佐美が逃げようと思う前に、宇佐美の襟を掴んで、引きずるように宇佐美の体を寝室のベッドに放り投げた。

　そしてその怒りそのままに、コートをまくり上げると宇佐美のベルトに手をかける。

「やだっ」

　宇佐美が抵抗すると、葛城は宇佐美の額を掴んで、枕に頭を押し付けた。

「黙れ」

　葛城は、宇佐美の目をじっと見ながら、低い声で言う。それに、宇佐美は体を強張らせた。

　葛城は強引で、乱暴な男ではあった。しかし、本当に宇佐美が嫌だということをやる男ではない。しかし今は違う。葛城はたやすく宇佐美の懇願を踏みつぶし蹂躙するのだろうと思った。

「分かった。コートとスーツ、汚れるから脱がせて」

　葛城が身体をどけると、コートを脱ぎ、上着を脱ぎ、スラックスを脱いだ。

　ネクタイを外そうとしたが、葛城が手を伸ばしてきて乱暴にネクタイを外すと、宇佐美の体を再度ベッドにたたきつけ、下着を剥いだ。

　葛城は宇佐美の尻にローションを垂らすと、アナルに指を入れてくる。それは慣らすという行為には程遠く、ましてや愛撫でもない。ただ内部を濡らすことが目的だと、宇佐美はすぐに気づいた。

　葛城は宇佐美の内部から乱暴に指を引き抜くと、宇佐美の足を広げた。

　宇佐美は襲ってくるだろう痛みに目を閉じる。

　だが、予想に反して、葛城はゆっくりと入ってきた。まるでそれは、宇佐美をゆっくりと食はんでいるようであった。

　それでも痛みはあった。葛城のペニスを、内部でまざまざと感じる。

　いつも葛城が入ってくるときには、宇佐美は快楽に沈んでいるので、今日ほど葛城を感じた日はなかったと漠然と思った。

　葛城の太く、大きなペニスが腹の中いっぱいに広がる。体全てを支配されていた。

　自分がこの男のものだと感じる。また、この男が自分の中に捕らえられていると感じる。それに、酷く安堵した。

　ゆっくり動く葛城のペニスに、やがて快楽が湧き起こってくる。葛城のペニスが腹の中で一際大きく膨らむと、宇佐美はゆっくりと絶頂を迎えた。それと同時に、腹の中に葛城の吐き出した精が広がるのを感じていた。

　葛城がゆっくりと宇佐美の中から自身を抜く。宇佐美が手を伸ばすと、葛城はその手を握り、キスをした。

「すまない。不安で、どうにかなりそうだった。お前がどれほど市瀬を必要としているか分かっている。だから、どこかに消えてしまうんじゃないかって、不安だった。もう二度と、俺の知らない場所に行くな。俺が知らない間に、どこにも行くな」

　部屋の中は、開けられたドアから差し込む、廊下の明かりしかない。その明かりでは葛城の瞳の色は分からなかった。

　もうあの深い闇は消えたのだろうかと思い、葛城の手をぎゅっと握る。

「もう二度と、誰にも、お前に触れさせたりしたくない」

　それを聞いて、葛城の怒りは今に始まったのではない。あの時、富山との事件を知ってから始まっていたのだと知った。いや、もしかしたら兄に犯されたときから始まっていたのかもしれない。だからこそ、今日、葛城の心はここまで揺れたのだ。

　葛城が、宇佐美の体を横向きに寝かせると、後ろから抱きしめてきた。

「俺は怖いんだよ、昂。お前がいなくなるのが怖い。俺は、お前をゆっくりと懐柔し伴侶にした。それが悪いとは思っていない。それでもずっと不安だった。何も知らなかったお前は、初めて俺から愛情を、市瀬からは救いを与えられた。だからこそ、俺と市瀬に執着する。それが分かっていたから不安だった。多分、市瀬もそれに気づいている。俺も市瀬も、お前が初めてだからこそ執着しているだけで、本能のままに求めた相手なわけではないんだ」

　葛城が宇佐美の耳元で、静かに言う。

「お前との出会いは、一目ですべてを奪われるような、そんな出会いだった。あまりにも強烈すぎて、もうそれ以外を求めようとは思えない。いや、求められないようになっていた。だからこそ、不安だった。そういう経験を、いつかお前がしたらどうなる。そういう出会いがあったとき、きっとお前は抗あらがうことができない。あんな体験をしたら、逆らうことなんてできない」

「大げさだよ」

　宇佐美が呟くと、葛城は宇佐美の耳元に唇を落とした。

「大げさじゃない。それほど、お前との出会いは強烈だった。どうしても手に入れたかった。無理矢理に、お前を懐柔し、洗脳して手に入れた。だから不安だ。お前の愛情が、不安だ。いつかその不安が爆発して、お前を壊しそうで怖い」

「何言ってんだよ。そんな馬鹿なこと……」

　言いながら、葛城と初めて会ったときのことを思い出す。印象的な男であったが、その目は虚ろで、何の希望も映っていなかった。だが、次に会ったときには強い意志をたたえた目をしていた。それを見て、強い男だと思ったのだ。

　それを思い出しながら、あぁそうか、葛城は再会するまでのその二年の間で、彼自身を閉じ込めたのだと思った。もともと身の内に持っていた怒りや凶暴な性質を、理性と知性の鎧で閉じ込めた。そして毎日毎日それを身に着けることで、それは葛城の一部となったのだろう。

　しかし、どんなに毎日鎧を身に着けても、結局それは彼自身にはならない。何かをきっかけに剥がれてしまう。そしてそれを剥がすことができるのは、恐らく宇佐美だけなのだ。

　宇佐美は悔やんだ。それを剥がしたのは、あの富山との一件だろう。そして今、市瀬とのことで、さらに剥がれていったのだ。

　あの時、何故泣いたのか。何故耐えることができなかったのか。宇佐美は葛城の腕の中で泣いたことを悔やんだ。富山のことを告白したことを悔やんだ。

　そして、どうやって葛城の怒りを再度身の内に沈められるのか。そもそも、それは必要なのかと自問した。

「俺は不安だ。お前のこと、全てが不安なんだ。だから逃げるな。俺の知らない場所に、行くな」

　宇佐美はそれに、返事をしなかった。

　ただの戯言だと笑い飛ばしたかったのか、それとも予感がしたのかは分からない。分からないが、宇佐美は返事をしなかった。

「体が冷えてるな。風呂、入れてくる。一緒に入ろう」

　返事をしない宇佐美に、葛城はそれ以上何も言わなかった。

　一緒に温かな風呂に入ると、先ほどまでのやり取りが嘘のようだと思った。市瀬のことも、葛城のことも、嘘のようだ。

　葛城は謝罪の言葉を口にはしなかったが、宇佐美の髪を洗い、体を洗ってくれた。丁寧に、優しく、壊れ物を扱うように洗ってくれた。

　風呂から出て居間に行くと、テーブルには、辰原の設計した家が載っている雑誌が置かれている。それを見て、辰原の設計した二人の家を思い出した。

　葛城と宇佐美の二人だけの家が完成したら、葛城の怒りも不安もなくなるのだろうか。光に溢れ、無機質で、静かな家に二人、ずっと一緒にいられるのだろうかと宇佐美は考え、本のページをそっとめくった。
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「ありがとうございます。葛城部長」

　聞こえて来たその声は、少し媚びを含んでいると思って無意識に顔を上げ、葛城を見た。

　部長席では葛城の横に神谷が立ち、何かの話をしている。

　神谷は笑うと、葛城の二の腕あたりをそっと触った。葛城はそれに、満更でもなさそうな顔をしている。

　葛城は元々女好きだ。自分から話すことはないが、話の端々に、多くの女性と関係を持ったのだろうということがうかがえた。

　宇佐美も過去、寂しくて堪らない夜は誰かに身を任せることがあった。しかし、宇佐美はあくまでも一晩だけの関係を望み、心のやり取りは望まなかった。

　葛城は違うのだろう。たとえ表面上だけであっても、相手を大事にし、優しく包み込んだのだろうと思う。葛城はそんな男だ。

　まだ神谷は葛城のところにいる。何か資料を見せながら話をしていたが、葛城が第一会議室を指さすと、神谷は嬉しそうに笑い、それに葛城も笑った。

　その顔を見て、自分も葛城と話すときはあんな顔をしているのだろうかと考え、いや、自分はあんな顔ができるような人間ではない。自分はあんなに華やかで、人に笑顔を与えることなどできない人間だと、少し卑屈な気持ちになった。

　二人が第一会議室に向かう。神谷の後ろ姿を見ながら、くびれた腰と、その下にあるスカートを膨らませる尻、形のいい足と、女性らしさを強調させるハイヒールに乗った華奢な足首を、美しいと思った。

　この歳になって、初めて女性というのは美しいのだと思い、その美しさは自分では決して持つことができないものだと知る。女になりたいという願望は今までなかったが、それでもこうやって女の美しさを見せつけられると、自分は男であるのだという事実を叩きつけられた。

　宇佐美は、自分の性癖に気づく前に葛城に出会ってしまった。そのため、未だに自分がゲイなのか、バイなのか、ヘテロなのかは分かっていない。男とも寝られるのだから純粋な異性愛者ではないのだろうが、では男でなければいけないかというと、そうでもない。ただ、どんな相手と寝ても、その相手に心から感じることもなければ、綺麗だと思うこともなかった。

　勿論、葛城はそうではない。葛城は誰よりも美しい。逆に、葛城以外の人間を美しいと感じることがなかっただけなのだ。

　神谷はしたたかな女であった。方々に愛嬌を振りまき、絶妙な駆け引きで男の気を引くのがうまい。話している最中に、必ず男の腕にすっと触れるのが彼女のやり方だ。

　だが、それを宇佐美に対して行うことはない。周りから見れば気がつかないくらいの些細な差だが、神谷は明らかに宇佐美を雄だと思っていないのだ。宇佐美はそれを不快に思うどころか、女の、捕食者の勘に感嘆していた。

「このプレゼンですが」

　聞こえてくる声に宇佐美は再度顔を上げた。市瀬が隣の席に座る木村にプレゼンの相談をしていた。

　その顔を見ると一瞬だけ目が合ったが、すぐに視線を逸らされる。

　先日のことは、酔ったうえでの戯言だったと済まされるかと思ったが、それは淡い期待に終わった。あれ以降、市瀬とは仕事以外の話をしていない。昼飯も別々に食べている。

　別になんていうことはない。市瀬に会う前に戻っただけだ。なんてことはない。宇佐美は自分にそう言い聞かせるしかなかった。

　第一会議室からは葛城と神谷が出てくる。神谷はお辞儀をすると、こちらに歩いてきた。それに気がついた市瀬が神谷のもとへ行き「どうだった」と声をかけた。

「これで大丈夫だそうです」

「よかった。じゃあ、明日の北海道、これでいこう」

　市瀬が言うと、神谷は嬉しそうに笑う。その顔は演技なのか、本心なのか。宇佐美には分からなかった。

「宇佐美さん、富山先生って知ってますか」

　宇佐美の隣に座っている甲野がふいに話しかけてきた。

「え、富山先生？」

　その名前にどきりとしながら、聞き返した。

「前にＳ大にいた先生。確か宇佐美さんの担当でしたよね？」

「あ、うん」

「あの先生、夜、襲われたらしいですよ」

　その言葉に、宇佐美は頭が真っ白になる。

「何それ。強盗？　通り魔？」

　隣に座る木村が、興味津々といったように話に入ってくる。

「怨恨じゃないかって噂ですよ。なんか利き手の指切られて、急所潰されたって」

「うわ、マジかよ」

　木村が顔を歪め、股間に手を当てて身をすくめた。

「富山先生、俺が今担当してる病院に勤めてるんですよ。でも、色々と素行が悪いらしくて、看護師もあの先生ならね、って言ってました」

「犯人は？」

「捕まってないらしいです。もう産婦人科医は廃業だって、皆言ってますよ」

「まぁ医者なら診断医だとか、いくらでも潰し効くだろうけどな、でも男を廃業はきついよな」

　木村が宇佐美の顔を見て言うのに、宇佐美は苦笑いで返すことしかできなかった。

「そろそろ、出ます」

　時計を見て宇佐美が言う。

「どこ行くの？」

「Ｏ大です」

「井筒先生によろしくな」

「はい」

　宇佐美はパソコンでの作業をやめると、ホワイトボードに行き先を書いて、コートを着た。

　会社から出る前に頭を切り替えようと思い、売店によってホットの缶コーヒーを買う。売店横の休憩所に行くと、そこには開発課の小野里がいた。宇佐美は小野里に軽く手を上げると、小野里から一人分あいだを空けて隣に座った。

「お疲れ様です。出張帰りですか」

　相変わらずおっとりと話す男の声に、少しだけ心が和らぐ。

「いや、これから」

「これから出るんですか。大変ですね」

　そう言ってぐいっとエナジードリンクを飲む男に、宇佐美は苦笑いをした。

「お前ほどじゃねぇよ、小野里。新製品、忙しそうだな。お前、かなり頑張ってるって聞いたよ」

　小野里は、そんなことないですよ、と言ってへらっと笑った。

　入社二年目の製品開発課所属の男は、いつもおっとりと話す。宇佐美はこの男に以前喧嘩を売られたことがあったが、それ以来その話し方が裏を含んでいるように感じられ、そのおっとりとした話し方に苛立つことが多かった。しかし、今は何故だかほっとした。

「三﨑君と、上手くいってるか」

　宇佐美がぽつりと呟くと、小野里はにっこりと笑った。

「えぇ、勿論。ラブラブですよ」

　そして小野里は宇佐美の顔を覗き込んでくると、やはりゆったりとした口調で続けた。

「宇佐美さんは、葛城さんと上手くいってないみたいですね」

　宇佐美は小野里の目をじっと見つめ返すと、ふっと視線をそらしてコーヒーを飲んだ。

「上手くいってるよ。ラブラブだ」

　らしくないことを話題にするから、余計な探りを入れられるのだと反省しながら抑揚のない声で答えた。

　そろそろ行くかな、と思っていると、カツカツという足音が聞こえ、顔を上げる。向こうから神谷が歩いてくるのが見えた。神谷は休憩室に来て、二人の向かいに座った。

「お疲れ様です。えーと、製品開発課の小野里さんですよね」

「あ、はい。営業技術に入った神谷さんですよね」

「そうです。よろしくお願いします」

　にっこりと笑った神谷の笑顔は、魅力的だった。入社二年目の下っ端の小野里の名前を憶えているのに感心するのと同時に、そんな神谷には、大抵の男は魅了されるだろうと納得した。

「宇佐美さん、これから外ですか」

「あぁ、そう」

「寒いから気を付けてくださいね。どちらに行かれるんですか」

「個人病院」

　あえてぶっきらぼうに答えるが、神谷はこたえていないらしく、相変わらず魅力的な笑顔を振りまきながら続けた。

「宇佐美さんとお話ししてみたかったんです。皆さん、宇佐美さんのこと、褒めるんですよね。市瀬さんがしきりに営業のことは宇佐美さんから聞けって言ってて、しつこいくらいでした。もう本当、ずっと言ってるんですから。今度、色々と勉強させてください」

　笑っているのと対照的に、目が挑発的であった。何を挑発することがあるのだと思いながら、宇佐美は缶コーヒーを飲み干した。

「市瀬、優しいだろ。市瀬にこそ色々教えてもらった方がいいよ。でも、あいつあぁ見えてポカミス多いから、神谷さんみたいなしっかりした人がフォローしてやったら、あいつも助かるんじゃないか」

　何も意識せずに言ったが、しかし神谷は何故か一瞬顔をひきつらせた。

　あぁ、女ってやっぱり面倒だな、と思っていると、神谷はまたすぐに元の表情に戻ってにっこりと笑った。

「宇佐美さん、凄い綺麗ですよね。私、宇佐美さんに似てるって言われるんです。でも、宇佐美さんって女の私よりも綺麗ですよね。やっぱり男の人に好かれちゃったりするんですか」

「いや……別にないよ」

「そうですよね。男に好かれても、結婚も、子どもも産めないですもんね。どんなに綺麗でも、男の人だと良い事なんてないですよね。私、女で良かった」

　何だこの女は、と思って宇佐美が神谷の顔をじっと見ていると、急に横で聞いていた小野里が笑った。

「俺、今まで周りにこんな綺麗で女子力高い女の人っていなかったから、初めてこういうの見ました」

　何言い出すんだと思って宇佐美が小野里の顔を見ると、小野里はニコニコと笑って続けた。

「これって、あれですよね。マウンティングってやつですか。女子力高いと、男の人にもマウンティングするんですね。さすが綺麗な人は違いますね」

「おい、小野里」

　宇佐美が何か言おうとしたが、小野里は邪気なくニコニコと笑っていた。

　神谷は一瞬表情をなくしたが、また作り笑いをして、首を振った。

「やだ、違いますよ。でも、男の人でこんなに綺麗だから、嫉妬しちゃったのは事実です。ごめんなさい」

　そう言ってお辞儀をすると、神谷は休憩室を後にした。

「お前、やめろよ。あぁいう女は敵にまわすと厄介だぞ」

「別にどうでもいいですよ。そん時はそん時です。あれ、本人は気付いてないけど俺にだって喧嘩売ってますからね。もし今ここに新あらたさんがいたら、滅茶苦茶気にして大変なことになってましたよ」

　それに宇佐美は笑う。神谷は案外馬鹿なのかもしれない。

「それよりも、らしくないですよね、宇佐美さん。俺の時は全力でやり返してきたのに」

「お前は分かりやすく喧嘩売ってきたじゃねぇか。でも、あんな喧嘩でもないやつ、どうやってやり返すんだよ。女って、怖いな」

　同感です、と言うと、小野里はエナジードリンクの空き缶をゴミ箱に入れて、お先にと言って休憩室から出ていった。

　宇佐美も空き缶をゴミ箱に入れると、大きく伸びを一つして鞄を掴み、守衛所に挨拶をして会社を出た。

　葛城か市瀬か。どちらかわからないが、余計な話を神谷にしたのだろう。そのせいで、神谷からされなくてもいい嫉妬をされている。面倒だ。

　駅まで歩きながら、頭の中では再度、襲われたという富山の話が頭を廻っていく。犯人は、宇佐美の中では確定されていた。直接か間接かは分からないが、それ以外はありえないとまで思っていた。

　電車に乗ると、スマートフォンを取りだし、検索ワードに「香山こうやま病院」と打った。香山病院は、宇佐美がまだ香山だったとき、継母の香山春香の父親が院長を務めていた病院だ。大病院とまではいかないが、総合病院として地域の医療を担っていた。

　病院は義理の兄の寛人が継ぐはずだった。しかし、寛人は葛城を刺したことにより、懲役三年、執行猶予五年が求刑され、大学は退学した。

　刑が軽かったのは、突発的な犯行であったこと、寛人の素行が良かったこと、そして被害者でもある宇佐美が、刑の軽減のための嘆願書を書いたからであった。

　寛人のことは憎かったが、それでも四年間同じ屋根の下で暮らしてきた兄弟であった。思春期の大切な時期を過ごし、最後はすれ違ってしまったが、寂しい者同士、お互いを必要としていた時期は確かにあったのだ。

　医師法には、罰金以上の刑に処せられた者には医師免許を与えないというものがある。そのため、寛人は医者の道を閉ざされたと考えるのが妥当だが、どこかの大学に再度入学すれば、卒業する六年後には執行猶予が解け、国家試験を受験することもできたのかもしれない。香山病院のことは、事件以来、一度も調べたことがないのでどうなっているのかは知らなかった。

　スマートフォンで開いた香山病院のホームページを見て、所属医師を見る。医院長は変わっていた。苗字は香山だが、恐らく親戚の誰かなのだろう。そこには寛人の名前も春香の名前もなかった。

　Ｏ大附属病院からの帰り道、気になって香山医院のある最寄り駅で下車した。駅から徒歩十五分の場所に香山病院はある。以前見たときよりも大分小さく感じた。

　何故だろうか。最後に見たときは十七歳の頃で、すでに今と背は変わらなかったはずなのに、酷く小さく感じた。

　薄汚れた白い壁と「香山病院」の看板を見ながら、変わったのは病院か自分かと考え、恐らくその両方なのだと思った。

　なんだか気分が塞ぎ込んできてしまう。今日はこのまま直帰しようと思って家に向かった。まだ時間は十七時半だ。たまには何か作ろうと思ったが、カレーライスぐらいしか思い浮かばなかったので、スーパーによってカレールーと、人参と、玉ねぎと、豚肉を買った。じゃがいもは自分も葛城もそんなに好きではないので入れない。

　家につくと、時間は十八時半だ。着替えをして手を洗い、食材を切っていく。

　ようやく切り終わり時間を見ると十九時。葛城ならば肉を炒めながらその一方で食材を切るので、もう煮込みに入っている時間だろうが、宇佐美には到底無理だ。手際が悪すぎるが、それでも宇佐美にとっては精いっぱいだった。

　肉を炒め、野菜を炒め、水を入れたらすでに時間は十九時半だ。ほっと一息つくと、ご飯を炊いていないことを思い出し、慌てて米を炊いた。早くとも、夕飯にありつけるのは二十時半だろう。腹が減ったと思って、冷凍庫にあったアイスクリームを出して食べた。

「ただいま」

　葛城の声がしたので、玄関に行くと葛城が靴を脱いでいる。お帰りと言って笑った。

「早かったね」

「お前が直帰だって聞いたから早く帰ってきた。良い匂いだな。何か作ったのか」

　そう言って台所に行き、カレールーの箱を見つけると、頑張ったなと言って頭を撫でてくれた。

「飯炊けるの、あとどれくらいだ」

　言いながら葛城は炊飯器を覗き込み、あと三十分で炊けるのを確認すると、コートと上着をソファーに脱ぎ捨てた。

　シャツの袖をめくると手を洗い、冷蔵庫から白菜とえのきだけと大根を取りだし洗うと、小さな鍋で炒め出す。

「まだルー入れてない？」

　宇佐美がうなずくと、葛城はカレー鍋から小さな鍋にカレーの汁を分け入れ、鶏ガラスープの素と塩で味付けをすると、香り付けでごま油を入れた。

「凄い手際」

　あっという間に一品出来上がったのを見て、感心する。それに葛城は笑うと、脱ぎ捨てたコートとスーツを持って寝室に着替えにいった。

「もうルー入れないと夕飯遅くなるぞ。水が足りなかったら足して」

　着替えた葛城が言うので、ルーを入れた。混ぜながら溶かしていると、炊飯器から炊きあがったことを知らせる音が鳴る。

　家政婦が作ってくれた漬物や惣菜を葛城が出してくれた。カレーライスとスープをよそってテーブルに置くと、手を合わせてからスープを口にする。

「おいしい。今日も寒かったから、汁物があると安心するよね」

　そう言いながら、こうして二人向かいあってたわいもない話をして、なんの変哲もない食事を口にすると、家族のようだと思った。しかし、自分と葛城は家族と言うのには、あまりも隔たりがある。

　食事が終わると、洗い物は葛城がしてくれた。昂は葛城にハイボールを作ると、居間のローテーブルに置いて、ソファに座った。

　片づけを終えた葛城が宇佐美の隣に座る。宇佐美は膝を抱えて座ると、葛城の顔を見ずに呟いた。

「富山が、誰かに襲われたって」

「そうか」

　しばらく沈黙が続いた。宇佐美は、このままにしてしまおうかと思ったが、それでも先を続けた。

「葛城さんがやったの？」

　それに葛城は答えなかった。

「兄さん、今どこにいるの」

　今度は違う質問をした。

　葛城はハイボールを口にすると、宇佐美の顔を見ないまま、静かに呟いた。

「安心しろ。お前のところには、絶対に来ない」

「どういうこと？」

　また葛城は返事をしない。

「兄さんに、何かしたの。彼を、傷つけた？」

「いや、傷つけてはない。外国で、ちゃんと生活をしてる」

　取りあえず宇佐美は、葛城の言葉を信じた。寛人は一時期であれ、葛城の友人だった。

　いや、友人だったのだろうか。今まで考えたこともない疑問が頭に浮かんだ。葛城が寛人の友人であったことは、偶然だったのだろうか。

　執念という、葛城の言葉が宇佐美の頭を駆け抜けた。

　葛城は、恐らく宇佐美のためならなんだってするだろう。それは宇佐美のためでもあるが、何よりも、葛城自身の矜恃や信念、そして怒りがさせるのだ。

　宇佐美はそれを恐ろしいと思った。葛城が恐ろしいのではない。葛城が、そうしてしまうことが恐ろしい。

「明日は、何時の便？」

　これ以上、考えても仕方がないと思って、宇佐美は考えるのをやめると、話題を変えた。

「八時三十分ごろの便」

　明日、葛城は北海道に出張だ。北海道にあるタメカの代理店に向けて、新製品のプレゼンテーションがあるのだ。北海道の地区はこの代理店がすべて取り仕切っているため、タメカにとっては大事な客でもある。そのため、葛城も同行をする。

「誰と同行？」

「市瀬と、篠田さん」

　プレゼンテーションを行う市瀬と、北海道地区担当の篠田が同行するのだろう。

「あと神谷」

「彼女もプレゼンするの？」

「あぁ、ＭＲだったときの経験をいかした、販売ノウハウのプレゼン。うちは製品についてのプレゼンは得意だけど、マーケティングには弱いからな。たまには面白い」

　葛城が笑うのに、昼間の挑発的な神谷の顔と、葛城の腕に手を置いた姿を思い出す。葛城は彼女をどう思っているのだろうか。

「ねぇ、葛城さん。俺を初めて見たとき、衝撃だったって言ったよね」

　葛城は、小さくあぁ、と答えた。

「一目惚れって、俺の顔が好きだった？」

「そうだな」

「俺が女だったら、もっとよかった？」

　神谷は宇佐美によく似ている。市瀬が言っていた。他の人間も言う。葛城も口にこそ出さぬが、そう思っているはずだ。もし、葛城と出会った将棋会館にいたのが神谷だったら、葛城はどうしたのだろうか。

　葛城は宇佐美の顔を見て、そして掌で宇佐美の頬を包み込んできた。嫉妬と言い切るには、あまりにも希薄な宇佐美の感情を読み取ったのだろうか。

　宇佐美は苦笑いをすると、葛城の手を取って口づけた後に立ち上がる。

「お風呂、先に入る」

　葛城は宇佐美から何かを感じ取ったのか、背中を向けた昂を抱きしめてきた。

「好きだ、昂」

　耳元で囁かれる言葉に、何故だか酷く苦しくなり、この男の愛情の正体とは一体何なのだろうかと、ふと、そう思った。
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　家に帰ると、葛城が寝室でスーツケースを開けて洗濯物を取りだしていた。

　葛城は、二つのサイズのスーツケースを常に用意していて、いつでもすぐに、出張に行けるようにしている。

　今回は二泊三日だったので、小さなスーツケースを使用したのだろう。使い込んだシルバーのスーツケースは、葛城によく似合っていた。

「北海道、寒かった？」

「寒いけど、札幌は地下道があるから、まぁそんなに気にならない」

「雪、凄かった？」

「うん、綺麗だったぞ」

「いいな。北海道、行ってみたいな」

　宇佐美が葛城の後ろに張りついていると、葛城は振り返ってキスをしてくる。

　ゆっくりと唇を重ね、入ってくる舌に自分も舌を絡めていった。

　こんなキスをするのは久しぶりだと思いながら、宇佐美は葛城のネクタイに手をかけて外した。

　葛城も宇佐美のコートを脱がすと、服を脱がしていく。葛城の匂いと温もりに心が和らいだ。

「お腹、すいた」

　宇佐美が言うと、葛城は笑った。

「俺もだ。お前を食いたい」

「オヤジかよ」

　宇佐美が笑うと、ベッドに押し倒された。

　後ろを十分にほぐされると、葛城が入ってくる。愛撫は少なかった。

　この後夕飯を食べて、またやるつもりなのだろう。セックスのウォーミングアップだと思うと、おかしくて笑った。

「なに笑ってるんだよ」

　葛城が言うのと同時に、宇佐美を深く穿った。

「あ、それ、気持ちいい」

　まだ頭は冷静であったが、葛城の動きが激しくなるにつれて、だんだんと快楽に沈んでいく。知らず腰を葛城に擦こすり付け、もっと欲しいとねだっていた。

　葛城が射精をし、宇佐美からペニスを抜いたが、まだ物足りないと思って葛城の顔を見た。いつものセックスと比べると、あまりにも淡白であった。

「これで、今日は終わり？」

「我慢できなかったから一回やりたかっただけ。飯食ったら、続きやろうぜ」

「そうだね、腹、減った」

　言いながらも、もう少し葛城の匂いを嗅いでいたいと思って、起き上がることはしなかった。

「なんかおいしい物、食べた？」

「魚、旨かったぞ。今度、二人で行こうな」

「うん。すすきのは行った？」

　葛城はそれにうなずいた。

「前に北海道担当の先輩が、接待でソープ連れていったって言ってた。そういうの、あった？」

　宇佐美の言葉に、葛城は宇佐美の頭を軽く叩いた。

「あほ、今どきそんな接待あるか」

「でもさ、地方に出張行くと、みんな、結構風俗行くんだよね」

「お前行くの？」

「俺は地方担当したことないから、出張ないし。でも、葛城さんはしょっちゅう出張に行くよね。夜とか、何してるの」

　葛城はそれに笑った。

「嫉妬か。珍しいな、お前がそういうこと言うの」

「違うよ。店は浮気じゃないし、別に好きにすればいいよ。たまには女の人の裸だって見たいだろ」

　半ば本気で言った。だが、葛城の言うとおり、嫉妬もしているのだろう。こんな話を突然し始めた自分に、宇佐美自身驚いていた。神谷と一緒に出張に行ったことが、思っている以上に嫌だったのかもしれない。仕事なのに、そんなことを思う自分が情けなかった。だが、神谷のことを考えると、どうしても自分が男であることを考えてしまう。

　案の定、葛城は怒る。

「ふざけんな。行かねぇよ」

「女の人の体、見たいとか触りたいとか思わないの」

「思わないって言ってんだろ。お前がそんなに言うなら、たまには行ってもいいかもしれないけどな」

　葛城が挑発するように言ってくる。嫉妬を楽しんでいる感もあった。それに、ますます苛ついてくる。

「パソコンに、お気に入りの動画入れてたくせに。綺麗事、やめてよ」

「お前、何言ってんの。それは前に入れたやつだろ。お前と再会してから見てもねぇよ」

「悪いなんて言ってない」

　話が堂々巡りになりそうだと思いながら、少しむきになっていた。内容は本当に下らないし、葛城は何も悪くないと思ったが、こうなると人間、引くことができないものだ。

「じゃあ、俺は何見て抜けばよかったんだ？　ゲイポルノでも見ればいいのか。ふざけんな。男の体で抜けるか」

　その言葉に、神谷の勝ち誇った顔が浮かんでくる。慌ててそれを追い払った。

「俺は一人でするとき、葛城さん以外でしたことない。いつも、葛城さんを思い出してたよ」

「そうかよ」

　葛城の声は少し詰まっていたが、しかし葛城も引かなかった。

「そうだよ。シャワー浴びてくる」

　宇佐美はそう言って立ち上がると、浴室に向かった。

　男の体で抜けないと言われたから、だから自分の体は駄目なのかなどと思うほど馬鹿ではない。だが、今の自分にはきつい言葉だ。

　建築家の辰原は、葛城のことを性別を乗り越えたと言っていたが、乗り越えたのではない。乗り越えざるを得なかっただけだと思い知る。神谷に言われた、結婚も子どもできないという言葉を思い出し、頭をブルブルと振ったが、神谷は葛城と結婚もできるし、子どもも作れるというのは事実だ。

　シャワーを浴びて浴室から出ると、葛城がダイニングテーブルでパソコンを広げていた。

「動画、全部削除した。これでいいだろ」

　葛城のうんざりしたような顔に、そういうことじゃないと思ったが、宇佐美の言葉からは伝わらないのも分かっている。どうやってこの気持ちを伝えればいいのか、分からなかった。

「別にいいって言ってんだろ。なんで俺のためみたいな顔してんだよ。女の裸でもなんでも、みりゃいいじゃん」

　そしてまた、余計なことを言ってしまう。葛城は怒っているかと思ったが、冷静な顔をしていた。

「お前、いい加減にしろ。なんだ、さっきからつっかかって、下らないことをダラダラと。女みたいだな、お前」

　葛城は、わざと挑発するように言ってくる。宇佐美の感情を引き出すためだろう。挑発に乗るなと己に言い聞かせたが、できなかった。

「うん。そうだね。女みたいだ。でも女じゃない。俺が女だったら、男の裸抱かなくてすんだのにね。可愛そうだね、葛城さん」

「だからお前、いい加減にしろ！」

　葛城は、テーブルをばんと叩き、ようやく、怒りをあらわにした。

「気に入らなければ殴れば。そう考えれば、俺、男でよかったよな。殴っても文句言わないし、簡単に壊れない」

「昂、お前、自分がおかしいって分かってんだろ。いい加減、収めろ」

「神谷さん、葛城さんのこと狙ってるみたいだけどいいんじゃない。明るいし、仕事もできるみたいだし、何よりもチンコ付いてないだろ」

「ふざけんな、市瀬じゃあるまいし」

　言った瞬間、葛城はまずったという顔をした。あまり見たことのない顔だ。それは失言をあまりしない葛城が、余計なことを言ったということだ。

「なに、市瀬って。今なんで市瀬出てくるんだよ」

　葛城は宇佐美の顔をじっと見ると、大きくため息をついた。

「別に隠すことじゃねぇし、お前も諦めがつくだろうからな」

　葛城が小さい声で呟く。

「市瀬、出張中、神谷と寝たよ、多分」

「は？　なんで市瀬なんだよ。ふざけたこと言うなよ。あの女、市瀬みたいな男に足開くような女じゃないよ」

「確かに俺は粉かけられてたけど、きっぱりと断ってる。市瀬は優秀で、出世していくのは確実だから、保険かけての青田買いだろ。もしくは単にやりたかっただけか」

　宇佐美は、酷く腹が立った。わざわざ言う葛城にも腹が立ったし、女という武器を平気で使う神谷にも腹が立つ。簡単に騙される市瀬にも腹が立つ。だが、一番腹が立つのは、何も悪くない葛城を責めている自分だ。それでも、女に嫉妬していること、神谷に言われたことに惑わされていることを、どうしても言いたくなかった。

　葛城は下を向いて唇を噛みしめる宇佐美を、そっと抱きしめてきた。

「どうした？　何があった。言いたいことがあれば言ってくれ」

　先ほどと違い、優しい声音だ。怒った後に優しくするこの手管は、意識してやっているのか、それとも心から宇佐美を心配しているのか、どちらだろうか。

「俺はまた来週出張でいなくなる。喧嘩したままは、お互い後悔するぞ」

「分かってる、だけど、おかしいのは俺だけじゃない。葛城さんも、最近ちょっと変だ。お互い、なんか変だ。あの事件が……」

「いや、違う。お前は気にするな」

　葛城が言葉を被せるように言う。嘘をつくなと思いながらうなずいた。

「ごめん。別に、なんでもないから。ちょっと感情的になっただけ」

　宇佐美は小さな声で答えた。
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　備品倉庫で、病院に貸し出しする機械を準備していると、社員証をスキャンする音がした。入り口を見ると、市瀬が入ってくるのが見える。宇佐美は何となく気まずくて、顔を逸らした。

「貸し出し？」

　市瀬が聞いてきたので、宇佐美はうなずいた。

「そっちは？」

「クレーム対応」

　うんざりしたように言う市瀬に、宇佐美は「大変だな」と答えた。

「北海道、どうだった？」

　市瀬の目を見て聞くと、市瀬は宇佐美から目を逸らして、まぁ普通、と答えた。

　宇佐美は金曜日の夜に聞いた、葛城の言葉を思い出していた。市瀬は神谷と寝たのだろうか。一度考え始めるとそのことで頭がいっぱいになり、それ以外のことを考えられなくなっていた。

「神谷さんと、寝たの？」

　探りを入れるのは苦手だった。宇佐美は目的の機械を台車に降ろした市瀬に、直球で聞いた。

「何言ってんの、お前」

　宇佐美が市瀬の目をじっと見ると、市瀬は目を逸らした。

「あぁ寝たよ」

「お前、出張中に何やってんの。おかしいんじゃねぇの」

「あぁ分かってる。誰にも言うなよ」

「言わねぇよ」

　自分に背を向けて、倉庫を出ていこうとする市瀬の腕を宇佐美は掴んだ。

「あの女はやめとけ」

「は？」

　市瀬は振り返ると、宇佐美の顔を見てきた。

「あの女は、お前の手には負えない。やめとけ」

　市瀬はそれに眉を寄せた。

「お前に関係ないだろ。なんで宇佐美にそんなこと言われないといけないんだよ」

　市瀬が明らかに不機嫌そうな顔で言う。もっともだと思いながらも、宇佐美は言うのを止められなかった。

「お前が泣きを見るのが分かってるからだよ。あちこちに媚び売ってる女なんて、お前には合わないし、俺を嘲あざけるためにお前と寝たんだと思う。お前にはもっと、こう、優しい女がいいよ」

　市瀬の顔が怒りに満ちていくのが分かった。いつもは優しく穏やかな顔が怒りの形相に変わるのを、珍しい物でも見るような気持ちで眺めながら、人の顔が怒る瞬間を見るのは二度目だと思った。

「別にあっちも俺も、一度だけのつもりだ」

「それにしたって、あんな女……」

　全部言い終わる前に、市瀬の手が宇佐美の両の二の腕を掴んだ。

「お前が言うな。毎日葛城さんとやってるお前が言うなよ」

　市瀬は、言ってしまった自分に憤っているように言葉を詰まらせながらも、しかし言葉を留めておくことはできないのか、続きを吐き出した。

「俺はお前と別れてから誰ともやってない。俺だって男だ。無性に人恋しくなることだってある」

　その言葉に、自分が無神経なことを言っていると改めて思った。しかし、それでも神谷と寝たと言う市瀬が許せなかった。よりによってあの女と寝たというのが許せなかった。

「女だもんな。俺みたいなのとやるより、よっぽどよかったよな」

　市瀬の顔が真っ赤に染まった。これ以上、どうやっても怒ることができないだろうと思えるくらいに、憤怒しているのが分かる。

「お前と似てたから寝たんだよ。ふざけんな、ふざけんな！」

　そう言って腕を掴む力を強めた市瀬に、宇佐美は殴られると思い一瞬目を瞑った。

　だが、衝撃が来ることはなく、その代わりに市瀬の唇が落ちてきた。宇佐美は逃げようと思ったが、すでにお互いの唇は重なっている。

　強引なのに、市瀬のキスは優しかった。優しく、柔らかに唇を食んでくる。

　市瀬とキスをするのは初めてだった。その体を押し返すことはできず、ただされるがままに、その行為に身を預けたが、すぐに我に返った宇佐美は体を離した。

「駄目だ、こんなの。これ以上したら、俺はもう、自分を許せない」

　市瀬はそれに、泣きそうな顔をした。しかし、ぐっと抑えるように顔をしかめると、宇佐美から顔を逸らす。

「ごめんな、宇佐美。俺、お前が望んでいるもの、分かってた。それを、お前にあげたかった。そのためならいくらでも我慢できるって、俺なんてどうでもいいって、そう思ってた。だけど俺は、そんな善人でもないし、懐の広い人間でもなかったみたいだ」

　宇佐美はそれに、小さい声で答えた。

「謝るな。謝られると、自分が惨めで、卑怯な人間だって、思い知らされる。お前は、誰よりも……」

　それ以上、何を言っていいか分からなかった。この男を表現する言葉が見つからなかったのだ。

　市瀬が備品倉庫を出て行った。その背中を見ながら、以前は自分がいつも市瀬の視線に見送られていたが、今はその逆だと思った。

　そしてこの期に及んでもまだ、市瀬を失いたくないと思っている自分を心から嫌悪した。

「機械、送んなきゃな」

　宇佐美は、何故ここに来たのかの目的をようやく思い出し、貸出機を降ろすと、倉庫に持っていく。

　時計を見ると十六時だ。これから病院に行かなければならない。今日はこれ以上働きたくないと思いながらも、体は自然とパソコンを切りコートを着ていた。

　仕事をしよう。働くのは嫌だが、仕事は嫌いではない。今日は機械が売れそうだ。今日一日をいい気持ちで終わらせることができるだろうと、そう気持ちを切り替えて、宇佐美は建物の外に出た。

　電車で乗り換えを二回して、目的の「清水医院」に着いたときは十七時半だった。宇佐美はコートを脱いで軽くたたむと手に持ち、診療所のドアを開けて、受付の女性に挨拶をする。

「座って待っていてください」

「はい」

　働いている女性のことを考えて、清水医院の診療時間は二十時までだ。待合室は、診療時間終了間際でも、いつも人であふれている。しかし水曜日の今日は診療時間が十七時までなので、待合室にはもう患者はいなかった。

　しばらく待っていると、医師が診察室から出てくる。清水医師の息子の竜彦たつひこだ。宇佐美は立ち上がると、鞄を床に置いてお辞儀をした。

「待たせたね」

　竜彦はそう言うと、受付の女性に、もう上がっていいよ、と言った。

「大先生はいらっしゃいますか？」

　宇佐美が聞くと、竜彦は首を振った。

「別の病院にヘルプに行ってるよ」

　それを聞いて宇佐美は少しがっかりした。

　清水医師は、Ｏ大学付属病院の井筒と交流がある医師だった。井筒と同じように穏やかで、優しい男だ。

　井筒は宇佐美の父親の親友で、宇佐美も幼い頃から交遊がある。タメカに入社して再会した当初、宇佐美は自分の正体を隠していたが、今では自分の正体を明かしており、井筒はそんな宇佐美を何かと支援してくれていた。

　清水医師は、そんな井筒が紹介してくれた医師だった。自分で診療所を持っており、不妊治療を主に行っている。なかなか子どもを授かれない夫婦に対し、真摯に向き合っている清水を、一人の人間として宇佐美は尊敬していた。そのため、仕事でなくても清水と会うのは楽しみであったのだ。

　しかし今日は、清水の息子である竜彦しかいない。竜彦は、大金を払ってランクの低い私立の医学部を卒業した男だ。二年留年をしたと聞いている。

　宇佐美自身は、相手の出身大学など気にしない人間ではあった。そもそも医師になった時点で、凡人とは到底違うのだから、あれこれ言う資格などないと思っている。それでも竜彦のことは、優秀だとは思っておらず、また、あまり好きではなかった。

　竜彦は茶色く染めた髪をツーブロックに刈り上げ、いつも洒落た服装で決めている。産婦人科医のくせに香水をたっぷりとつけ、耳にはピアスを複数個つけていた。

　そしてその容姿から期待される印象そのままに、話の端々に軽薄さを感じるような男で、気難しい医師と多く接してきたが、ここまで軽薄に仕事をしている医師を、宇佐美は知らなかった。

「大先生はいつお戻りですか」

　宇佐美が聞くと、竜彦は少し不愉快そうな顔をした。自分が話の中心にいないと嫌なタイプなのだろう。

「あと一時間かな。親父には、それまでに話を進めておけって言われてるから。前に貰った見積もりでお願いしようかな」

　それに宇佐美はほっとした。

　売れる瞬間は、営業マンにとっては至福の一瞬だ。その後の納品は、面倒が伴うために正直嬉しくないと皆が口をそろえて言うが、宇佐美は納品して、自社の製品が動く瞬間も好きだった。それでも他の営業マンと同じように、この瞬間はいつも心の中でガッツポーズを取る。

「ありがとうございます」

　宇佐美が頭を下げると、竜彦は笑った。

「そういえば、宇佐美君はインフルの予防接種した？」

「はい」

「一回だけ？　いつ打ったの」

「十一月に一回です」

「大人もできれば二回打った方がいいんだよね。三カ月くらいで効果が無くなるかもしれないから。二回目、打とうか」

　宇佐美はもう二月なので、今更という気がして愛想笑いをした。

「ありがとうございます。でも、もう二月ですから大丈夫です」

「今年はまだまだ流行ってるからね。それに、打ってもらえると助かる。沢山仕入れすぎてあまっちゃいそうなんだ。千円でいいよ」

　それに宇佐美は、それならばと言ってうなずいた。

「じゃあ、中にどうぞ」

　診察室に入ると、まずソファが目に入る。

　清水は患者が話しやすいようにと、リラックスしやすいソファを診察室に置いていた。クリーム色の壁紙のこの部屋は、清水の優しさがにじみ出ている部屋でもあり、宇佐美はこの部屋が好きだった。

「利き手右手だよね。左手めくって」

　宇佐美は竜彦の言葉に、スーツのジャケットをぬぐと、ワイシャツをめくった。

　医療機器の販売をしていると、得をすることもある。それはこうやって、診療を待たずに予防接種を打ってもらえたり、頭痛やアレルギーの薬は勿論、目薬や塗り薬や湿布でもすぐに処方してもらえたりすることだった。

　竜彦が宇佐美の左手を消毒し、注射針の先端から空気を抜いた。宇佐美は、注射針が皮下に入っていくのを見ながら、ふと不安になった。これに近い状況が、以前にもあったと思い出したのだ。

　その時も、診療時間後の診療室で二人になった時だった。

　そう思った瞬間、テーブルに置かれているアンプルに視線をやろうとしたが、竜彦の体に阻まれ見えなかった。宇佐美はそれに、更に不安になっていくのを感じた。

「終わったよ。しばらく座って待ってて。副作用がある人もいるから」

「はい。では、この間に納入日などを決めさせていただければと思います」

　宇佐美は自身の不安を取り払うように言うと、鞄から黒い革の手帳を取り出し、スケジュールを見た。

「納品まで一カ月ほどだと思います」

　言いながら、何だかふわふわしたような感覚になるのを感じた。

「どうしたの？　副作用かな。横になるかい」

　笑っている竜彦の顔が見えた。

　まずい。宇佐美はそう思って立ち上がろうとしたが、それはかなわずに、その場に崩れ落ちてしまった。

「大丈夫？　やっぱり副作用かな」

　宇佐美はネクタイに手をかけるてくる竜彦の手を、弱々しく払う。竜彦はそれに笑うだけであった。

「やめ……ろ」

　竜彦はスマートフォンを取りだすと、誰かに電話をし始めた。宇佐美は電話の内容を聞こうとしたが、うまく集中ができずに、意識が保てなくなっていくのを感じた。

　ドアが開き、何人かの人間が中に入ってくる。人数は分からない。

「男はちょっと無理だ」

　そう言って帰っていく足音が聞こえた。

「やべぇ。興奮する」

　そう言って宇佐美に触れてくる男もいた。

　宇佐美は心の中で罵詈雑言を並べた。それは男達にではなく、自分自身にだ。

　最近は本当についていない。嫌なことばかりだと思いながら、完全に意識を手放した。







　宇佐美は目を覚ますと、周りを見回した。男たちの気配はない。やることを済ませたので、自分にはもう用はないのだろう。

　宇佐美は起き上がったが、すぐに体中が痛むのを感じた。

「いたっ……」

　鎮静剤が切れてからすぐに起き上がったためか、酷い頭痛が起こった。しまったと思ったが、再び横になったら起き上がれなくなりそうで、なんとか立ち上がった。

　薄暗い室内は、どこかの部屋の一室だった。もう一度周りを見渡して、恐らくどこかのホテルだろうと結論付けると、少し安堵した。診療所でなくてよかった。

　竜彦は、診療所ではさすがにまずいと思ったのか、ここに宇佐美を運び込んだのだ。よく入り口で止められなかったと思ったが、金で解決したのだろう。

　宇佐美は清水医師の顔を思い出しながら、あの場所ではなくてよかったと再び思った。

　あの場所は、清水医師の全てだ。彼の真摯な熱意が込められた場所を、汚さなくてよかった。

　取りあえず、シャワーを浴びようと浴室に行き鏡を見ると、体中赤くなっており、顔も体も精液だらけだった。

　一体何人いたのだと思いながらシャワーで体を流していると、精液と赤い血が流れていくのが見えた。どうりで痛むはずだと納得する。

　無理矢理押し込まれたのか、それとも血が出るほど犯されたのかと思いながら、舌打ちをした。

「くそっ……」

　男との性行為は慣れているはずだ。意識を失っていたのなら、体の力も抜けていただろうに、ここまで痛むということは、相当無茶苦茶にされたのだと予想できた。

　宇佐美は、何故かゲイには好かれずにノンケの男に性的な対象として見られることが多かった。

　学生時代、一人が寂しくなりゲイバーに行ったときも、誰も声をかけてこなかった。自分から声をかける勇気もなく、結局すぐにゲイバー通いは終わりになった。

　その代わりに、ノンケの男に誘われることが複数回あった。その誘いには何度か乗ったが、その度にいつも後悔をするはめになった。ノンケの男たちは男同士の行為を知らなかったため、苦痛を感じることが多くあったのだ。それなのに男と寝たことによる不道徳感からか、すぐに男たちは宇佐美に夢中になった。男と遊ぶことができない人間が多かったのだ。

　恐らく竜彦もノンケだろう。興味本位で宇佐美に手を出したのがありありと分かった。救いなのはゲーム感覚で宇佐美を犯しただけで、他の男のように自分に執着はしないであろうことだった。

　宇佐美は体を隅々まで洗ってから風呂から上ると、服を集める。それは誰の物とも知れない精液で汚れていた。

　宇佐美は仕方なくその汚れた服を着ると、遠くに放り投げられているコートを手に取る。コートは汚れていなかった。

　葛城に貰った大切なコートだ。汚れていなくてよかったが、汚れた服を隠すために、上からコートを着る行為が辛い。冬でよかったと思うのと同時に、葛城からの思いも汚された気がして、脱いでしまいたいという思いも湧いてくる。

　葛城は一昨日から泊まりの出張に出ている。このことを隠せるのは、不幸中の幸いだ。このまま家に帰って、レイプの痕跡を消せばいい。

　時間は朝の六時だった。鎮静剤だけにしては、寝ている時間が長い。他に薬でも飲まされたのだろう。痛む頭を手で押さえながら、エレベーターで一階に下りた。

　フロアにある呼び出しボタンを押したが、返答はなかった。何度も何度も押すと、ようやく眠そうな顔を隠さないまま、面倒だといった様子で男が出てくる。

「タクシー呼んで」

　宇佐美の言葉に、男は顔をしかめた。

「それはお客さんでどうぞ。そういったサービスはしてません」

　宇佐美は男の胸倉を掴むと、平坦な声で言う。

「いいからさっさと呼べよ。テメェがちゃんと仕事しねぇから、こっちは散々レイプされたんだよ。警察呼ばれたくなければ、さっさと呼べ」

　男は宇佐美に何を思ったか分からないが、小刻みにうなずくと、控え室に行った後すぐに戻ってきた。

「今、呼びました」

　宇佐美はそれに返事はせずに、外に出てタクシーを待った。

　二月の早朝は寒い。身を震わせながら待っていると、十分ほどでタクシーが来た。

　葛城のマンションに帰る気にはならなかったが、自分の契約しているアパートは、ガスを解約している。シャワーが浴びられないと思って、仕方なく葛城のマンションに帰った。

　家に入ると、服を脱ぎ捨て、ごみ袋に服を投げ入れた。コートは畳んで、クリーニングに出すために別の袋に入れる。

　シャワーを浴びて服を着ると、廊下でじっと時間が過ぎるのを待ち、八時半になったので会社に休む旨を電話した。

　その後、開店時間の十時になるのと同時にドラッグストアに入り、一番大きなサイズの五百ミリリットルの消毒用エタノールを手に取り、一本、二本と籠に入れていった。五本で足りるかと思ったが、結局十本を籠に入れ、その次に台所用の塩素系漂白剤も一本籠に入れると、会計をした。

　家に帰ると、再び服を脱ぎ、脱いだ服をごみ袋に投げ入れる。消毒をしていない体で着た服も、もういらなかった。

　浴室に入ると、ドアを開け放ち換気扇を回してからエタノールを体にぶっかけた。顔にも体にもこすりつけていく。

　傷に染みて痛む。臭いにも酔いそうだったが構わず体中にぶっかけた。

　尻の中も洗浄したかったが、急性アルコール中毒になるだろうと思いやめた。

　頭がくらくらとしたが、それでも続ける。アルコールが蒸発する際に体の熱を奪うため、体中が冷えていくのを感じるが、エタノールの臭いが体中から臭うのに安心した。

　体を消毒し終えると、今度は購入した漂白剤を浴室にまいて掃除をし、余ったエタノールで自分の歩いたところ全てを消毒した。

　宇佐美は全て終えてようやく落ち着くと、廊下に座り込む。消毒をしたとしても、汚い体で居間に入る気にはならなかった。

　泣きたくなった。しかし、それはぐっと堪えた。泣いても何にもならない。泣けば、負ける気がしたのだ。

　次に宇佐美は、スマートフォンを取りだし、検索を始めた。

　性病に感染していないかを調べるために、病院に行かなければいけない。自分の診療所に来る営業マンに、コンドームなしで集団暴行するような連中だ。イカれているし、どんな病気を持っているかわからない。尻の中は傷だらけなので、感染している可能性も高いだろう。どんな病気になる可能性があるのか、検査の結果はいつ頃出るのかを確認した。

　検索結果を見て、宇佐美は大きくため息を吐く。大抵の性病は性交後三日ほどで検査できるが、ＨＩＶや肝炎は三カ月後でなければいけないとある。

　三カ月、葛城とセックスはできない。葛城になんと言ってごまかせばいいのか、宇佐美には分からなかった。

　以前のときのように、会社に言う気はなかった。一度ならいいが、二度目はさすがに迂闊すぎて呆れられるだろう。何より、葛城にばれるわけにはいかない。

　葛城は、その強い意志と執念で、人ができないようなことを行い、そして今の地位を獲得した。宇佐美はそんな葛城の強さが好きだった。

　しかし今では、その意思や執念は、普通の人間なら越えられない一線を、やすやすと超えさせてしまうものなのだろうと分かっている。

　それは、方向を間違えれば人として許されない場所に行きついてしまうということだ。今の葛城なら容易にその場所に行きつくだろうことが、簡単に予想できた。きっと、竜彦は殺されるだろう。

　それは駄目だ。それだけはさせてはいけない。宇佐美はそう思いながら、叫びそうになるのを我慢するために、親指の付け根をぐっと噛んだ。

　何故だか、痛みは感じられなかった。
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「昂、Ａ会議室に来て」

　葛城が宇佐美の後ろで、ぼそりと呟いた。

「何の件ですか」

　パソコンから目を逸らさないままに、宇佐美は答えた。

「井筒先生との共同開発の件」

「今、手が離せません」

「あとどれくらいだ」

「……三十分です」

　逃げることができないと思って、宇佐美は多めに見積もった時間を言った。意味がないとは分かっていたが、葛城と二人きりになる時間を少しでも伸ばしたかったのだ。

「じゃあ、六時に」

　そう言って葛城は自分の席に戻った。

　宇佐美は見積書を作成しながら、行くのをやめようかと考えたが、さすがに仕事の話を無視するわけにはいかない。何度もパソコンの時計を見ながら、時が止まればいいと思った。

　十七時五十五分になると、宇佐美はＡ会議室に向かった。ゆっくりと歩くが、五分もかからずについてしまう。深呼吸をしてからノックをすると、静かにドアを開けた。

　Ａ会議室は、二人掛けの長机が四角形に並べられている。長辺三ケ、短辺に二ケだ。葛城は長辺の端に座っているが、宇佐美はあえてその向かいに座った。

「おい、それ、遠すぎるだろ」

　葛城が苦笑して、自分の隣にある短辺の机の端を人差し指で二回叩いた。

　仕方なく宇佐美はそこに移動をした。葛城は座った宇佐美の斜め前からじっと見てくる。

「井筒先生の件とは、なんでしょうか」

　黒革の手帳を広げると、宇佐美は葛城の顔を見ないままに聞いた。

　この黒革の手帳は、誕生日に葛城から貰ったものだ。いつも葛城が使っている年季の入った黒革の手帳を、格好良いと言ったのを覚えていたようで、似たような手帳を買ってくれたのだった。

　手に持っているボールペンはクリスマスの時に葛城に貰ったものだ。ブランドよりも実用性を重視する宇佐美のために、日本製の書きやすいボールペンを選んでくれた。

　宇佐美の名前が入っているそれが、いくらするかは分からない。自分が使うには分不相応だなと思う程には高級感があり、貰った時は、安価な使い捨てのボールペンの方がしっくりくるのにと内心で思っていた。

　しかし、そのボールペンを使い続けた結果、今では宇佐美の指に合うようになり、これ以外は使えないと思うほどになっている。

　手帳やボールペンだけではない。考えてみれば、今着ているワイシャツも、ネクタイも葛城が買い与えたものだ。特別な日以外にも、葛城は様々な物を宇佐美に買い与えたのだ。

　宇佐美はそれが嫌で最初は拒絶していたが、葛城が、離れていた年月を埋めるためには、これ以外の方法が見つからないと言うので、結局は葛城の言うとおりに、葛城の買い与えた物を身に着けていた。

　葛城はそれを喜んだ。そして宇佐美が自分で購入したワイシャツ、ネクタイ、下着、靴下、洋服、靴、その他の多くの身に着ける物は葛城が与えた物に変わった。スーツは三分の二が葛城の選んだものに変わり、全てが変わるのはもう時間の問題だろう。

　そしてその全てが、宇佐美の体に馴染んでいく。上品なシルクのワイシャツや、腰はあるのに柔らかなネクタイは着心地が良く、下着は温かくて、肌触りが優しい。そのどれもに、宇佐美は慣れていった。

　決して葛城は宇佐美に強要をしなかった。しかし真綿で締めるようにじわじわと、葛城に支配されていたのだと今更ながらに気がつく。葛城はそうやって宇佐美を支配し、宇佐美を葛城という男だけで構成しようとしていたのだ。

　器用で、何でも持っていると思っていた男は、その実、何も持ってはおらず、だからこそ必死に支配しようとしているのかもしれない。

「いつ帰ってくる気だ」

　葛城がボソリと呟いた。宇佐美はそれに、手帳を静かに閉じる。

「仕事中にプライベートの話はやめてください。仕事の話じゃないんでしたら、戻ります」

　竜彦に暴行された後、宇佐美が葛城から離れるために取った手段は、葛城のマンションに戻らないという単純なものだった。

　以前行った喧嘩を蒸し返し、頭がまだ冷めない、二人の関係を冷静に考えたいともっともらしいことを言って、葛城が出張から戻ってきてからもう二週間、自分のアパートに逃げていた。

　何度連絡が来ても、話し合いの場は持たず、まともに顔を合わせなくなってから既に三週間が経っていた。

　さすがにしびれを切らした葛城が、強硬手段に出たのも仕方がない。それでも、話す気にはならなかった。今、何かを話すことはとてもじゃないができない。

「定時後の十分間、休憩がてらプライベートの話をして、何が悪い」

「片方の同意がなければ、悪いに決まっています」

　沈黙が下りてくる。葛城が何も言わないので、宇佐美は席を立とうと机に手を置いたが、その手を葛城が掴んできた。

「先々週の水曜日の夜、どこにいた」

　宇佐美はそれに、思わず葛城の顔を見た。

　やばい。宇佐美はその顔を見て、心の中で無意識に呟いた。

　葛城の目が、深く沈んでいる。それは先日見た時よりも、更に深い。

　この男には底がない。何度も思ったことを、今も思う。この男には底がない。全てにおいて底がない。その意思にも、愛情にも、そして怒りにも底がないのだ。

　宇佐美は体の芯から冷えていくのを感じた。

「位置情報共有アプリ、入れたの、忘れたか」

　それでも、葛城の口調はいつもと変わらない。怒りを含んでいないその声が、かえって宇佐美には恐ろしかった。

　どこまで沈むのだろうか。この男は、どこまで沈むことができるのか。宇佐美はそう思いながらも、それでも真実は言えなかった。

「ホテルにいたな。相手は、市瀬か」

　宇佐美はそれに首を振る。

「わ、わからない。酔ってたから、相手の顔も覚えてない」

「やったのか」

　宇佐美はそれにうなずく。葛城は宇佐美の手を握ったままだが、その手が震えているのに気がつき、あぁ、このまま殺されるのかもしれないと思った。

　それもいいかもしれない。葛城が誰か他の人間を殺して闇に沈むくらいであれば、自分を殺して、一生這い上がることのできない闇に沈めばいいのだ。

「取りあえず、家に帰ってこい」

　葛城の言葉に、宇佐美は首を振る。

「ゴム、つけないでやったみたい。相手、かなり遊んでそうだったから病気が怖い。検査ができるまでの三カ月、離れたい」

「そうか」

　葛城は何もしてこなかった。噴き出した怒りを抑える術を身に着けたのか、それとも、自制するためにあえて会社でこの話をしたのかは分からないが、宇佐美に怒りをぶつけることもなく、宇佐美から静かに手を離す。

「仕事、戻ります」

「あぁ」

　葛城は宇佐美の顔を見てこなかった。ただ、深く沈んだ目で葛城自身の手をじっと見た後、両肘をテーブルに着いて、両手でその目を覆っただけだった。

　その動作に酷く胸が痛んだが、それでも何をどうすればいいのかは分からず、宇佐美は会議室を後にした。





＊






　宇佐美は、二十二時を回っているのに気がつき、パソコンを閉じて、戸締まりの確認をしてから電気を消した。

　葛城と話し合いをしてから一カ月がたつ。葛城はその後、宇佐美に接触をしてくることはなかった。

　宇佐美も、ただひたすらに仕事をこなしていた。何も考えず、仕事に没頭することで、葛城のことも、市瀬のことも頭から追い出すことにした。

　たまに神谷が、葛城に何かの相談をしているのを目の端で捉えることがあった。そうすると決まって葛城は、神谷を第一会議室に呼び、二人で長い間そこに篭もる。

　神谷が葛城を狙っている。葛城もまんざらではない。いや、もうできている。葛城の紹介で入ってきた神谷は、もともと葛城の恋人だったのではないか。様々な噂が営業部内で飛び交ってはいたが、呑み会での話題の一つにしか過ぎなかった。

　そのどれも真実ではないことを宇佐美は分かっていたが、その話を耳にするのはうんざりだった。

　そして宇佐美はその話を聞くたびに　神谷が発した家族や子どもという言葉を思い出し、何とも言えない気持ちにある。

　宇佐美は結婚をしたいと思ったことも、子どもを欲しいと思ったこともないが、葛城は家族を欲するような男だ。

　家族というものを知らずに育った男にとっては、それは神聖で、何よりも手に入れたいものだろう。だが、宇佐美に出会ってしまいそれを諦めざるを得なかった。

　電車や街中で、赤子や幼い子どもを連れている母親を助ける葛城を見るたびに、宇佐美は自分に対して罪の意識を感じていた。

　それを言うと葛城が怒るので言わなかったが、言わないからこそ、ますます宇佐美の身の内に罪の意識は重なっていき、痛みとなって蓄積されていく。そしてそれは、神谷の存在と共に露見していった。

　いや、家族や子どもなどは本当のところ、どうでもいいのだ。宇佐美が女であれば、恐らく葛城はもっと呑気に、ただ宇佐美を愛せたはずだ。ごく自然に、何も疑うことなく、お互いを愛せた。結婚をしようがしまいが、子どもがいようがいまいが、ただお互いの存在を疑うことなく受け入れられたはずなのだ。

　宇佐美はフロア入り口の警備システムを作動させると、駅までの道をゆっくりと歩いていく。まだまだ冷え込んでいる空気は、肺に入り込み宇佐美の体を冷ましていくが、それが今の宇佐美には心地良い。

　アパートに帰ると時間は二十三時を過ぎていた。何もないアパートでは、何もすることがなく、取り留めのないことばかり考えてしまう。それを避けるために、宇佐美はわざと遅くまで仕事をし、風呂に入って寝るだけの生活をしているというのもある。

　夕飯はもうずっと食べていない。疲れて食べる気にはなれなかった。会社の食堂で一日一回、昼飯を食べるだけの生活が続いているが、腹は減っているようで減っていなかった。

　布団に入ると、狭いアパートがやけに広く感じる。

　寂しい。心からそう思う。

　葛城と再会するまでは、この部屋でそう感じることはあっても、眠り、朝になれば心は新たな一日を迎えることができた。

　しかし今は、朝になっても凝こごりが体の奥深くに溜まっていくだけで、日に日に体が重くなるのを感じるだけだ。

　寂しい。

　宇佐美は身を丸めた。

　一度知ってしまったものを、体から、頭から排除することは困難だ。温もりを忘れることは、酷く難しい。

　宇佐美は、涙が流れるのを我慢することができなかった。

　嗚咽を漏らしながら、宇佐美はただ、泣いた。







　朝は嫌でも来る。

　明けない夜はないと言うが、そんなはずはない。永遠などこの世には存在せず、いずれ朝が来ることもなくなるのだろう。しかし、それは今日ではなかったと、宇佐美は思った。

　顔を洗って歯を磨き髪の毛をセットすると、着替えをした。着る物は新たに買った。葛城の買ってくれたものを着るほどの図々しさは、さすがの宇佐美にもない。それでも、葛城の与えてくれたものに身を包む誘惑に、毎朝負けそうになる。

　葛城のマンションよりも三十分通勤時間が増えたが、朝飯も食べなければ、葛城との朝の会話もない。そのため、起きる時間はいつもと変わらなかった。

　会社に着くと、始業のベルが鳴る前に今日一日のスケジュールを確認する。今日は珍しく出張が一件もない。連日遅くまで残っているため事務仕事はたまってはいなかったが、それでもやるべき仕事は沢山あったので、今日はゆったりと落ち着いて仕事ができると安堵した。

　しかし、そんな日に限って電話での問い合わせが多い。営業フロアは宇佐美以外の人員が出払ってしまったため、多くの電話が宇佐美に転送され、やりたい仕事は三分の一も終わらなかった。

　今もようやく電話対応が終わり、一息ついたところだった。時計を見るともう食堂は終わっている時間であり、昼食を食べ逃している。

　サポート部門である営業技術課は何をしているのかと後ろを振り返ると、市瀬はどこかに出張に行っているのか姿が見えない。神谷もひっついているのだろう。神谷の姿も見えなかった。

　結局市瀬と神谷は一度だけだったのだろうかと考えたが、慌てて頭からそれを追い払うと、昼食をとるために売店に向かった。

　残っているパンは少なく、好きではない甘い菓子パンを二つ買うと、休憩所に行ってそれを口にする。一つ目を食べ終え、もう一つに手を付けようとした時、向こうから葛城が歩いてくるのが見えた。その顔や動作からは、一カ月前にあった出来事を想像することは全くできない。

　いつもと変わらない堂々とした佇まいはやはり美しく、大抵の者なら目を奪われるものだろう。その姿をそれ以上見ていることはできずに目を逸らすと、宇佐美は二つ目のパンに噛り付いた。

「お疲れさん。今昼飯か」

　葛城は休憩所に入ってくると、宇佐美の向かいに座った。

「はい。今日は人が少なかったので」

　葛城は休憩所から一度出ると、ホットコーヒーを買ってきて、それを宇佐美に差し出した。

　いつも宇佐美が飲むメーカーの物だ。少し笑みを浮かべてそれを受け取ると、葛城の手が宇佐美の手首を握った。

「今日は七時にうちに来い」

「……仕事がたまってて」

「嘘つくな。話をしよう」

「でも……」

「お前に断る権利はないだろ」

　宇佐美はそれもそうだと思いうなずくと、葛城は休憩所から去っていった。

　今更何の話があるのだろうか。葛城から貰った缶コーヒーを飲みながら考える。

　別れる話か、それともこの惰性を続けるという話か。いや、そのどちらの道も答えではないと思った。ならば、先には何があるのだろうか。

　宇佐美は十八時半に仕事を終わらせると、葛城のマンションに向かった。ここに来るのはおよそ二カ月ぶりだ。

　それ以上に時間が経っているように感じながら、部屋のチャイムを鳴らすと、鍵が開く音がした後、中から葛城が出てくる。

「鍵、持ってるだろ」

　葛城の言いたいことが分かったが答えなかった。葛城も昂が何故そうしたのか分かっていただろうが、それに対しては何も言ってこない。

　家の中に入ると、良い匂いが充満していた。夕食の匂いだ。ダイニングに入ると、テーブルには所狭しとおかずが並べられている。

「コート、どうした」

「クリーニングに出して、取りに行ってない」

「そうか」

　葛城は、宇佐美が葛城から贈られたコートではなく、宇佐美が購入したコートを着ていたのが気に入らなかったのだろう。

　宇佐美がコートを脱ぐと、それを奪うように受け取り、コートのポケットを探って何も入っていないのを確認すると、ごみ箱に捨てた。そして脱いだジャケットと外したネクタイもごみ箱に捨てる。宇佐美はそれに、何も言わなかった。

　テーブルの上には、宇佐美の好物ばかりが並んでいる。鳥の唐揚げ、チンジャオロース、牛モツの味噌煮込み、刺身の盛り合わせに、出し巻き卵、茶わん蒸し、ボロネーゼのドリアにアボカドのサラダ。

　和洋折衷のメニューがおかしくて、宇佐美は笑った。

「凄いね、時間かかった？」

「あぁ、昨日から仕込んだ」

「こんなに食べられないよ」

「最近、ろくに飯食ってないだろ。それ以上痩せるな。体がなくなっちまいそうだ」

「そうだね」

　食卓に着くと、葛城が水を出してくれた。葛城も今日は酒を飲まないのか、同じように水を用意する。

「いただきます」

　食が細くなっているのか、そんなに量は入らなかったが、葛城が作ってくれた食事は旨かった。こうやって向かい合って食事をしていると、二人の間には何もなかったように思えてくる。

「旨いか」

「うん、旨いよ。凄く、旨い」

　葛城が笑った。その目はいつもと同じで、それに安堵する。

　食事が終わると、残りものにラップをかけて冷蔵庫にしまった。片づけが終わると葛城はソファに座って、隣をポンポンと叩く。

　宇佐美がその隣に座ろうとすると、葛城は宇佐美の手をぐいっと引っ張り、自分の足の間に宇佐美を座らせた。

　葛城が後ろから手を回し、宇佐美の体を抱きしめてくる。宇佐美の頭に唇をつけると、しばらくそうしていた。

　テーブルに置かれている建築雑誌が見える。このまま、何もなかったことにして以前のように戻れるのだろうか。あの家で、二人一緒に過ごせるのだろうか。

「神谷と寝た」

「え？」

　しかし、そううまくいくわけはない。葛城の言葉に、宇佐美は身を固めた。

　宇佐美は葛城の方を振り返って、その顔を見る。

「これであいこだ。何もなかったことにできる」

　宇佐美は葛城の手をほどいて立ち上がると、葛城の顔を見下ろした。

「葛城さん、それは悪手だ。最悪の、指しちゃいけない手だ」

　宇佐美の言葉に、葛城は微かに笑った。それは復讐や勝利を意味するものとは、また違った笑顔だった。

「分かってる。だけど、これ以外の一手が見つからなかった」

　嘘だ。宇佐美はそう思った。それは嘘だ。葛城には他の手はいくらでもあったはずだ。この男が、こんな手を最善だと思うはずはない。

　それでも葛城は指してはいけない手を指した。神谷と言う最悪の駒を使い、決して使ってはいけない手を使ったのだ。

　それは、負けると分かっていても指さざるを得ないと思ったからなのか。何を思って、葛城はその手を指したのか。

　葛城は正面に立つ宇佐美の両手を握った。

「なぁ、セックスしようぜ」

　宇佐美はそれに答えることができない。

「久しぶりだ。凄く、久しぶりだろ」

　葛城の目が、深く沈んでいる。それを見て宇佐美は、葛城は負けるための一手を指したのではない。勝つことも負けることもなく、ずっと終わることのないゲームを続けるための一手を指したのだと、そう気がついた。

　葛城は何の反応も示さない宇佐美の体を抱えると、そのまま寝室に運ぶ。

　ベッドに宇佐美の体を横たえた葛城は、ゆっくりと宇佐美にキスをした。長いキスを何度も何度もした。

　そのキスを受け止めながら、竜彦のことを正直に告白すればよいのだろうか、そうすれば少しは救われるだろうかと思ったが、やはりその選択をすることはできなかった。それに葛城のしたことを考えれば、今言うことには、もはや何の意味もないのだ。

「もう葛城さん……やめて」

　どのくらいキスをしていたのか分からないが、今までにないくらいに長く、長く、唇を貪られた。葛城はゆっくりと宇佐美を食らおうとしているのだ。

「あの女ともキスをした？」

「あぁ」

「胸を触って、体中を舐めたの？」

「あぁそうだ」

　宇佐美は震える手で、葛城の頬に触れる。

「柔らかくて、気持ちが良かった？」

「気持ち良かった」

「俺よりも？」

　葛城はそれには答えなかった。答えずに、宇佐美の服を脱がし、愛撫を始めた。

「やだ、やだ……触るな……」

　女を触った手で自分に触れるな。女を舐めたその舌で、自分を舐めるな。そう呟くが、葛城はやめなかった。やめずに、体中を余すことなく愛撫していく。それに、嫌悪感と快楽が同時に湧き出てきた。

　離れている間、何度も望んだものだ。この手に、全てを与えてほしかった。

　体の奥から湧き出てくる快楽は、やがて嫌悪を塗りつぶし、宇佐美を支配していく。

「駄目だ。まだ検査してない。リスクがあるから、したくない」

「うるせぇよ。ゴムするから平気だ」

「平気じゃない。駄目だ」

　宇佐美はわずかに残る理性で体を動かし、葛城の体から抜け出そうとするが、葛城はそれを許さなかった。

「殴り合いでもするか。俺が勝ったら、ゴムつけずに、無理矢理にでも突っ込んでやるよ」

　その言葉に宇佐美は観念した。

「ゴム、絶対につけて。お願いだから……」

　葛城はうなずくと、再度宇佐美の体を支配していく。

「あ……あぁ……」

　声が宇佐美の口から洩れていく。久しぶりの感触は、宇佐美の頭の中をかき乱し、ぐちゃぐちゃにした。

　宇佐美のペニスはすでに先走りで濡れそぼっている。そこに触ってほしかったが、自分が汚れている気がしてそれは言えなかった。仕方なく自分で触ると、それに気がついた葛城が、宇佐美の手首を掴んで顔を近づけてくる。それを宇佐美は、慌てて制した。

「駄目だ。万が一があるから」

　葛城は舌打ちをすると、クローゼットから何かを持ってきた。

「やだ、それ」

　葛城の手にあるコックリングを見て、宇佐美は言う。葛城は気にせずに、宇佐美のペニスにそれを装着した。

「前やったとき、漏らしながら何回もいったよな。すげぇ良かっただろ」

　葛城は自分のペニスにもそれを装着する。葛城の大きく起立したペニスが装飾されたようになり、一層卑猥になったそれに宇佐美はごくりと喉を鳴らした。

「これなら一気に射精しないから、ずっと入れていられる」

　葛城は笑うと、宇佐美の尻にローションを垂らして指を入れてくる。頭が吹っ飛ぶような快楽が訪れると思うと、恐怖と喜びに体中が震えた。

「久しぶりの割には緩んでる。誰か引きずり込んだのか」

　葛城が前立腺を叩くように刺激をした。

「ちがっ……ひっ、ぁ……」

　宇佐美は堪らず体を硬直させて、小さく絶頂を迎えた。

「自分で……」

「自分でやった？　どうやって」

　それに宇佐美が首を振ると、葛城が指を引き抜いて、宇佐美のペニスを緩く擦こすった。

　そこではなく後ろに刺激がほしい。もっと掻き混ぜてほしいと思って、葛城を誘うように、知らず足を広げてアナルをヒクヒクと動かした。

「そんなに欲しいのか。すげぇ誘ってる」

　それでも、葛城は宇佐美の欲しいものをくれなかった。宇佐美は必死に葛城の腕を掴んで、息を荒くする。

「葛城さん、もっと……ほしいよ……」

「自分ではどうやってやったんだ。嘘はつくなよ。お前の嘘はすぐに分かる」

　焦らされると、余計に我慢ができなくなる。葛城の指が欲しくて、思わず自分の指を伸ばすが、それは葛城の手に制された。

「ほんとに好きなんだな、お前。そんなに入れてほしいのかよ」

「欲しい、欲しいよ……入れて……」

　必死にうなずくが、葛城はやはりそれ以上はくれなかった。

「指でやったのか？　それとも何か使った？」

　宇佐美はそれにうなずいた。

「バイブ？　ディルド？」

「ディルド……」

「自分で出し入れしたのか？　それとも跨またがって腰を振った？」

　宇佐美はうなずきながら、腰を葛城に擦こすりつける。

「何を想像した」

「葛城さんだよ、俺には、葛城さんしかない」

　それに葛城は、宇佐美の首をぐっと掴んできた。

「嘘つくな。知らない男と寝た淫乱が」

　そう言って、葛城は指を再度宇佐美の中に入れた。二本に増やされた指が前立腺を刺激する度に宇佐美は絶頂を迎えたが、葛城は許すことなく、何度も何度も刺激してくる。

　そして宇佐美のペニスを口に含むと、先端をぺちゃぺちゃと舐め上げ、喉の奥まで咥えると強く吸い上げた。

「駄目だ。ゴムつけっ……出るっ……！」

「出ねぇだろ」

　葛城の言葉通り、射精感が身体を突き抜けるが、出すことはできずに、わずかに先端を濡らしながら、絶頂を迎えることしかできなかった。

　だが、後ろの刺激と前の刺激を与えられて得た快楽はすさまじい。一気にいくことができず、だらだらと絶頂を迎える体は、すでに絶頂以外の時間を与えられることもなく、宇佐美は涙と涎を流しながら、ただ嬌声を上げることしかできない。

　自分が出す精液は汚れている。それを口に含んでは駄目だと葛城の頭を掴むが、葛城はそんな抵抗を軽くあしらい、何度も何度も口淫を続けた。

「俺も限界だ」

　掠かすれた声を出した葛城は、宇佐美の後ろに自身を当てる。宇佐美は快楽の波に溺れていたため、葛城が何を行うのか分かっていなかった。

「ひっ……！　あぁ……っ！」

　訪れた衝撃に、葛城が自分の中に入ってきたことに気がつき、あまりの快楽にビクビクと下半身を痙攣させて、喘ぎ声を上げた。

「もうダメ……おかしくなる……頭が……」

　ドライオーガズムを何度も迎えていた。同時に、前を嬲なぶられていたが、射精することはできない。快楽と苦痛に、もう何がなんだか分からず、ただ嬌声を上げ続けていた。

　頭が爆ぜるような快楽と、絞め殺されるような苦痛とを同時に感じながら、頭が真っ白になっていく。どのくらい葛城が自分を穿うがっていたのかは分からないが、一時間以上はそうしていたはずだ。

　涙とヨダレと、ペニスからダラダラと流れ出る液体で、シーツはぐしゃぐしゃに濡れている。ペニスから流れているのが精液なのか、潮なのか、それとも失禁をしたのか、分からないくらいに感覚がなくなっていた。

　長く緩慢に続く射精に、葛城自身も酷い快楽を感じているのだろう。何度も何度も宇佐美に口づけながら、うわ言のように宇佐美の名前を呼んでいた。

「かつらぎさ……も……おねが……しんじゃう……」

　宇佐美が何度も何度も懇願すると、ようやく葛城は自身を縛っていたリングを外し、宇佐美を深く穿うがって射精をする。長く続く射精に身を強張こわばらせると、宇佐美のリングも外し、宇佐美のペニスを一際強く擦こすってきた。

「あぁっ、イク、イク、イク……ん——っ！」

　抑えきれない声を出しながら、宇佐美はようやく射精をした。

　ダラリとベッドに体を投げ出し、少しずつ快楽が去っていくのを待つ。沸騰した頭は段々に冷えていった。

「え？」

　尻が濡れている感触に気がつき、宇佐美はそこに指をあてた。指を見ると精液が付いていて、それに愕然とする。

「ゴム、つけるって言っただろ！　何やってんだよ、アンタ！」

　葛城は宇佐美の口を片手で押さえると、低い声で唸るように言った。

「うるせぇ。その足りない頭で、少しは考えろ」

　宇佐美は葛城の手を払って叫んだ。

「何をだよ！」

「お前が病気にかかってたからって、俺にどうしろって言うんだ。ふざけんな、ふざけんな！」

　宇佐美は何も言えなかった。言えずにただ、葛城の深い情念を受け止めるしかない。

「まだ、終わりじゃない」

　葛城が宇佐美の体にのしかかってきて、足を押し広げてきた。宇佐美は目を瞑り、葛城の体を抱きしめる。

　情交は朝まで続いた。休むことなく宇佐美を苛む葛城の手は優しくはあった。優しく残酷に、宇佐美をかき抱いた。

　しかしその目は、暗く、深く、沈んだままであった。
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　今日からまた十日間、葛城は出張だ。宇佐美は葛城の空の席を見つめながら、ぼうっとしていた。

　アジア圏での母子健康センターの設立に向けて動いているようで、現地の関連機関との提携のために忙しいらしい。そのため、長期での出張が増えていた。

　噂では来年の株式総会で承認されれば、取締役に昇進するらしい。

　別に驚くことではない。初めからそう請われて入社したという話であり、そうでなくとも、就任二年目で対昨年度売り上げの百三十パーセントを達成させたのだ。否はないだろう。

　それだけではない、葛城は売れる製品ができるまでのつなぎとして、ニッチだが話題性のある製品を販売するとともに、アジアへの進出を行い、より株価を上げることに成功した。

　関係会社や社員が株を保有していたためか、今まで株価に関して関心が薄かったタメカだが、葛城は投資家の関心が向くようにさまざまに尽力をしていた。株価が上がったお陰で入社希望の学生が増え、その質も上がったという。葛城は将来を見据えて動いているのだ。

　一方で、宇佐美には葛城との将来が見えなくなっていた。再び葛城と住むようになってから三週間が経つ。宇佐美のアパートは解約させられ、宇佐美が購入した衣類は全て捨てられた。二人の家は建築が始まり、あと三カ月ほどで完成するだろう。

　当初は完成して一緒に住むことになっても、宇佐美の住所はアパートのままにしておくつもりであった。会社に届け出た住所が葛城と一緒であるとまずいためだが、今となっては、葛城にはそれさえも許せないのか、宇佐美の帰る場所をなくしたのだ。

「宇佐美君」

　ぼうっとしていたところを事務員の中村に話しかけられ、宇佐美はビクリと体を揺らした。

「あ、はい」

「これ、見積もり間違ってる」

　中村が見積書を宇佐美に見せてくる。

「あ……」

　見ると、一ケタ数字が間違っていて、体中の血が引くのが分かった。

　こんな単純なミスをするなんてと思いながら、どうするべきか次にやることが思い浮かばなくて呆然とした。次は何をするべきか。いつもはどうしていた。当たり前に出てくる答えが、今日は出てこない。

　中村は見積書を出したまま、固まっていた。宇佐美の反応に困っているようだった。中村にも何か言わないといけないと思っていると、横から後輩の甲野がすっと手を伸ばしてきた。

「中村さん、貸してください」

「はい」

　甲野は見積書を受け取ると、病院に電話をかけ、平謝りをした後、再度見積書を送ると言ったが、病院は見積書で予算をたてる。ミスでしたでは済まない場合も多い。

「申し訳ございません。今後はこのようなことがないように……はい。改めて謝罪には伺います」

　そう言って電話を切った甲野は、宇佐美の方を見て首を振った。

「契約、なしになりました。うまくフォローできなくてスイマセン」

「いや、ありがとう。悪かった」

　甲野が謝ることではない。宇佐美は深く頭を下げた。

　甲野はじっと見てきた後、見積書を宇佐美の机に置いて立ち上がる。

「宇佐美さん、ちょっと相談があるんですがいいですか」

　甲野はフロアにある休憩所に視線を投げた。

「あぁ」

　宇佐美は了承して立ち上がると、一緒に休憩所に行く。甲野は自動販売機で買った缶コーヒーを宇佐美に渡してきた。

「これ」

「いいよ。お金……」

「いいです。いつもお世話になってますから」

　入社して三年目の甲野は、芯のしっかりした子で、可愛い顔とは裏腹に、意外に頑固だ。後輩に奢って貰うのも格好悪いと思ったが、立場を弁えられる甲野がわざわざこんなことをしてきたのは意味があるのだろうと思い、素直に受け取った。

「宇佐美さん、体調大丈夫ですか。凄く顔色悪いし、ここ最近、ミス、多くないですか」

「あぁ、そうだな。迷惑かけて悪い」

　甲野の言うとおり、ここ連日ミスばかりしていた。それは分かっていたが、一度ミスをし始めると、どうやって立て直せばいいのか分からず、ずるずるとここまで来てしまっていた。

「いえ、俺は別に……。でも、宇佐美さんらしくないです。ちゃんと食べて、眠ってますか。凄く心配です」

　眠れていない。宇佐美は心の中で答えた。

　あれから三週間、以前と同じ生活に戻っているように思えたが、宇佐美は眠れていなかった。葛城を傷つけていること、そして神谷とのことが耐えられないのだ。

　葛城は全てなかったように接してくる。優しく、包み込んでくれるのは以前と変わらないが、以前と違うことは毎晩宇佐美を求めてくることだ。連日のセックスに体力が消耗しているというのもあったし、何よりも、触れられる度に神谷の顔が浮かび、精神的にも限界だった。今はとにかく、何も考えずに眠りたい。

「大丈夫だ。今日は、眠れるだろうし」

「今日はって……」

　甲野は言葉をなくすと、じっと宇佐美を見てくる。

　真面目で、まっすぐな甲野を、宇佐美は入社時から可愛がっていた。初めてできた後輩というのもあるが、何より、裏表がなく一所懸命で、誰に対しても真摯だ。それでいて無神経ではないところが好きだった。

　甲野も宇佐美によく懐き、慕ってくれているのが分かる。そんな甲野に心配をかけているのが心苦しかった。

「ちょっと待っててください」

　甲野は休憩室を出ていった。何を待つのだろうかと思いながら座っていると、眠気が襲ってくる。少しだけ眠りたいと目を瞑るが、喫煙室のドアが開いた音に気がついて慌てて目を開けた。そこには市瀬が立っていた。

「休憩？」

　宇佐美がぼんやりとした頭で聞くと、市瀬が首を振った。

「いや」

　そう言って、市瀬は宇佐美の隣に座った。

「甲野が心配してた。俺に話聞いてやってほしいって」

「そっか。あいつ、優しいからな。悪いな。大丈夫だよ」

　宇佐美はそう言って笑った。

「大丈夫じゃねぇだろ。体重、今何キロだ」

「測ってないから知らない」

「食ってないだろ」

　確かに食っていない。疲れると食欲がなくなる性た質ちなため、葛城が作った宇佐美の好物も、ほとんど口にはできていなかった。

「俺のせいか？」

「いや、違うよ」

「そうだよな……」

　市瀬はそう言って、微かに笑った。

「俺にはもう、お前の話を聞く権利はない」

「権利なんて……」

「でも、今のお前は見てられない」

　宇佐美は、市瀬の優しさという名の優柔不断さに、少し苛ついた。突き放すなら突き放したままでいてくれた方がいい。

　だが、今までそれにすがっていたのは自分だ。今ですら市瀬の心配そうに見てくるその顔に安堵している自分が情けなかった。

「ありがとう。本当に大丈夫だよ」

　宇佐美は立ち上がろうとしたが、うまく立ち上がれずに、倒れるように椅子に座った。

「大丈夫じゃないだろ」

「いや大丈夫」

　そう言って再度立ち上がったが、今度はその場に崩れ落ちてしまった。

　四肢に力が入らない。自分の体がうまく扱えなかった。

　この男のせいだ。ギリギリのところで張られた糸が、市瀬の声で、その表情で、切れてしまったのだろう。

「待ってろ」

　市瀬は宇佐美を椅子に座らせると、休憩室を出ていった。

　再度宇佐美は目を瞑る。目を瞑れば眠れるかと思ったが、先ほどとは違い眠気は襲ってこなかった。ただ、体がだるい。

　市瀬がしばらくして戻ってきた。宇佐美の鞄と、市瀬の鞄とを手に持っている。

「第一営業の社用車、借りた。取りあえず病院行こう」

　宇佐美が何か言おうとする前に、市瀬は宇佐美の腕を掴んで立ち上がらせると、その体を抱えるようにして歩き出した。

　市瀬は社用車の助手席に宇佐美を乗せると、鞄を後部座席に置いて、スマートフォンで何かを調べ始めた。それに宇佐美がぽつりと呟く。

「病院は行かない」

「駄目だ。お前、凄い顔色だ」

「でも、何科に行くんだ。内科か？　疲労だって言われるだけだ。だったら、寝てた方がマシだ」

　市瀬は、宇佐美の言葉に小さな声で答えた。

「心療内科」

　あぁ、そうか。宇佐美は市瀬の言葉に驚きながらも、自分は今、そんな風に見えているのかと納得もした。

「どっちにしろ、どこもいっぱいで、飛び込みは無理だろ。それよりも、寝たい」

「分かった。家、どこだ？」

「三鷹の方」

　市瀬が助手席の椅子をリクライニングさせると、車のエンジンをかけた。

　市瀬の、清廉な匂いに安心する。車が会社から出た瞬間に、眠りに落ちた。







　目を覚ますと、まだ車の中であった。市瀬は隣でスマートフォンをいじっている。

「あ、ごめん。今、何時？」

　あたりが暗いのに驚いて聞くと、市瀬が七時と答えた。会社を出たのが十四時だったので、五時間ほど寝ていたのだ。

「悪い。住所言う前に寝ちゃった」

「いいよ。顔色が少し良くなったみたいだ。安心した」

　市瀬はそう言って笑った。

　車はどこかのパーキングに停められていた。眠ってしまった宇佐美を起こさないように、適当な場所に停めてくれていたのだろう。

「病院、予約した」

「え？」

「悪いけど、勝手に井筒先生に連絡した。井筒先生の知り合いの診療所紹介してくれたから、明日行ってこい」

　市瀬の言葉に、心療内科など必要ないと思ったが、それでも市瀬が宇佐美のためにやってくれたことを断ることはできなかった。

「分かった」

「家の住所は？　送るよ」

　市瀬が車のエンジンをかけて聞いてくるのに答えようと思ったが、言葉が出されたのは東京都までだった。

「何、自分の住んでいる住所忘れたの？」

　からかうように言ってくる市瀬の顔を見ながら、どうしてもその先を言葉にすることができなかった。

　呆然と市瀬の顔を見ている宇佐美に、市瀬は崩した顔を戻すと、真面目な顔で聞いてくる。

「どうした」

「いや、今、住所出す」

　そう言ってスマートフォンに登録されている住所を出そうとするが、手が震えてうまくボタンが押せなかった。

　市瀬がスマートフォンごと、宇佐美の手を掴んだ。

「帰りたくないのか」

　あえて考えないようにしていた言葉を、市瀬が口にした。

　宇佐美はその言葉を聞いたことで、今度は強烈に帰りたくないと思ってしまう。

　帰らなければいけない。でも、帰りたくない。

　市瀬は何も言わなかった。何も言わずに、パーキングの支払いを済ませると、車を出庫し走らせた。

　着いたのは会社の近くにある市瀬のアパートだ。宇佐美は市瀬の顔を見た。

「今日だけ、うちに泊まれ」

　宇佐美は無意識にうなずいた。正直、助かったと思ったのだ。

「一度会社まで行ってもらっていいか」

「何で？」

「葛城さんに、位置追跡されてるんだ。ここで電源切ったら怪しまれるから」

　市瀬はそれに顔を歪めると、うなずいて車を会社まで走らせた。

　宇佐美は会社の前でスマートフォンの電源を切る。怪しまれるだろうが、ベトナムからすぐに帰ってくることはできない。宇佐美の頭には、先のことよりも今のことしかなかった。

　市瀬の部屋の中に入ると、懐かしさに心が震えた。少し変わってはいるが、相変わらず物に溢れている部屋は、宇佐美が訪れていた頃の空気そのままで、そこにある。

　市瀬は寝室のドアを開けると、洗濯されたスウェットの上下を宇佐美に渡してきた。

　それは宇佐美が市瀬の家に訪れていた頃に、自分用に置いていたものだ。じっとそれを見ていると、市瀬は困ったように笑ったが、何も言わなかった。宇佐美も何も言わなかった。

「車、会社に置いてくるから、ベッドで寝てろよ」

　宇佐美はうなずくと、市瀬が出ていくのを見送ってから、着替えをしてベッドに入った。

　次に目を覚ましたのは、夜中であった。深く眠っていたせいか、今自分がどこにいるか分からなかったが、すぐにここは市瀬の家だと思い出して起き上がると、あたりを見回す。

　市瀬はベッドの下に布団を敷いて眠っていた。市瀬を起こさないように静かにベッドから出ると、トイレに行って小便をする。

　目が冴えてしまい、寝室とは別の、もう一つの部屋に行くと、電気を一番暗い明かりでつけた。

　ローテーブルには、ラップがかけられた食事が置かれていた。その前に座ると、メモが置かれているのに気がつく。

「鍋に味噌汁がある。起きたら食べて、また寝ろよ。洗い物はしなくていい」

　そのメモを見て宇佐美は泣きたくなったが、ぐっと涙をこらえると、鍋に火をつけて、テーブルに置かれている生姜焼きをレンジで温めた。

「いただきます」

　両手を合わせて、市瀬の作ってくれた飯を口にする。

「旨いよ、市瀬」

　もうずっと食べていなかったようだと思った。久しぶりに、食事を口にしたのだと思った。

　宇佐美は涙があふれてくるのを感じた。心が弱っていると思ったが、涙が止められない。

「最近、泣いてばかりだな」

　宇佐美は独り言を呟きながら、涙が口に流れ込んでくるのも構わずに、飯を口にした。

　どちらが悪いのか。葛城か、自分か。

　いや、どちらも悪くはない。だからこそ、どうにもならないのだ。

　宇佐美は食事を終えると、食器を片付けて、市瀬が書いたメモ紙に「ありがとう。おいしかった」と書いた。

　再度ベッドに入ると、これ以上眠れないと思っていたのに、また眠気が下りてくる。

　宇佐美はゆっくりと目を瞑ると、また深い眠りに落ちていった。







「おはよう」

　宇佐美は朝の支度をしている市瀬に声をかけた。

「おはよう。朝飯、適当に食べて。納豆とか冷蔵庫にあるし、昨日の残りの味噌汁も鍋にあるから」

「ありがと。俺も用意しないと」

「お前は今日休め。俺から立木課長に言っておく」

「でも、今日二件病院が……」

「そんなのどうとでもなる。いいから休めよ。それから病院は絶対に行けよ。診断書も忘れずにとってこいよ」

　診断書という言葉に、宇佐美は顔をしかめた。

「診断書なんて必要ない」

　市瀬はネクタイを締めながら、宇佐美の目をじっと見てきた。

「必要あるかないかは後で決めればいい。取りあえず、取ってこい。いいな、絶対に忘れるな」

　宇佐美は市瀬の迫力に、思わずうなずいた。

「病院の地図、プリントアウトしておいた。スマホは立ち上げるなよ。合い鍵はこれな」

「ありがと」

　宇佐美は合い鍵を受け取って市瀬を見送ると、部屋の中を見渡す。

　泊めてもらったお礼に、掃除や食事を作った方がいいのかと思ったが、何もする気が起きずに、再度ベッドに横になった。

　市瀬の予約してくれた時間が近づくと、昨日来ていたスーツに着替えて部屋を出る。地図を見ながら何とかたどり着いた診療所は小さかった。宇佐美が仕事で出入りしている診療所と同じような待合室があったが、診療室に入ると診察するための機械はいっさいなく、ソファと、医師の机と、椅子があるだけだ。

「眠れてますか」

「いいえ」

「食事はとれていますか」

「いいえ」

　いくつかの質問に答えながらも、こんなのは、ほとんどの人間に言えることだと思った。

　何を質問され、何を答えたのか分からぬまま、短い診察は終わった。

「鬱病ですね。診断書はいりますか」

「はい」

「三カ月、出しましょう」

「長いですね。いいのでしょうか」

「宇佐美さん、あなたはとても疲れている。しっかり休まないと、心の風邪は治りませんよ」

　心の風邪。医師が何度も言った言葉だ。こういう言い方をすることで、鬱を認める患者が増えたと、新聞で読んだことがあった。何となく分かる気がしたが、それでも鬱病であることに変わりはない。言葉で誤魔化しているだけだ。

　処方薬を受け取り、診断書を手に市瀬の家に帰ると、着替えをして再度ベッドに潜り込んだ。

　あたりが暗くなり、しばらくすると市瀬が帰ってきた。時計を見ると十八時だ。残業はしなかったのだろう。

「電気、つけなよ」

　市瀬は電気をつけると、スーツから部屋着に着替えた。

「どうだった」

「うん。診断書、出た」

「そうか。どれくらい？」

「三カ月」

「長いな。よかったよ」

　市瀬はそう言うと、ベッドの縁に座った。

「どうする？」

「どうするって？」

　宇佐美が横になったまま聞き返すと、市瀬は真剣な顔で聞いてくる。

「明日、一度会社に顔出して、それで休みに入れよ」

　宇佐美はゆっくりと起き上がると、首を振った。

「そんなことできねぇよ。明日から会社行くから」

「駄目だ」

　市瀬はきっぱりとした口調で言った。

「鬱なんて珍しくない。休職しても、復帰して管理職になった人間だって沢山いる。最近のお前の様子見て、立木課長も休んだ方がいいって言ってくれた」

「俺は大丈夫だ。昨日しっかり眠れたし、もう元気だよ」

「お前個人の問題じゃない。お前がこのまま働いても、会社に損害出すだけなんだよ」

　市瀬は、わざと厳しい言い方をしたのだろうが、そのとおりだと思い宇佐美は口を噤んだ。

「有休、沢山残ってるんだろ。何日だ」

「多分五十日は残ってる」

「じゃあ、取りあえず休日出勤の代休と有休とで三カ月近くは休めるだろ。一先ず、欠勤じゃなくて、有休とれよ」

　宇佐美は、市瀬の言っていることが正論だと思いながらも、それでも踏み切れなかった。

「昔、葛城さんに言われたことがある」

「何を？」

「人間、働くために生きてるんじゃないって言う奴がいるけど、それは違うって言ってた。人間は、生き物は、生まれた瞬間から生きるために働くんだって。生きるということは、働くっていうことで、生きがいのために働くなんて、馬鹿が言うことだって言ってた。金を稼ぐために働くのもいいし、家族を守り、子どもを育てるという仕事でもいい。とにかく人は、働いているから生きるという価値があるんだって、そう言ったんだ」

　それに市瀬は笑った。

「葛城さんらしいな。まぁ、俺は、賛成できないけどな。生きがいのために働きたい」

「市瀬はそうだよな。でも、俺は葛城さんの言うことが理解できるんだ。俺は働くのが嫌いだけど、でも、仕事がなくなったら、どうすればいいのか分からない。働いて、叱られて、時には評価される。それがなくなったらどうしていいか分からない。働くから飯も食えるし、寝ることもできるし、セックスして、たまに好きなことをして、そんな風に生きていられる。でも、働かないっていうのは、死んでるってことじゃないかって、そう思うんだ。お前みたいに器用じゃないから、俺にはそれしかない」

　市瀬はそれに首を振った。

「働くなんて、いつだってできる。でも、このままいけばそれさえもできなくなるぞ。今はただ休めばいい。長い人生、休暇があってもいいだろ」

　宇佐美はそれでも答えが出ずに、うなずくことも、首を振ることもできなかった。

「どっちにしろ、葛城さんの家は出ろ」

　宇佐美はゆっくりと起き上がると、微かに笑う。

「どうだろ。そんなこと、できないよ」

「できるさ。原因は葛城さんなんだろ。葛城さん、うまく仕事をこなしてるけど、それでもたまに目つきがやばい。多分誰も気づいてないけど、でも確かに目つきが以前と変わってる」

「さすがだな」

　宇佐美は呟くが、それでも葛城と今離れることはしてはならないと思った。しかしその一方で、あの家に帰りたいかと言われれば、帰りたくないと答えるだろう自分がいる。

「どこに行きたい？」

「え？」

「少しの間、離れるだけだ。どこに行きたい？」

　どこに行きたいか。行けるわけはないと思いながら、宇佐美は少しの間考えた。

「北海道」

「北海道か。遠いな」

「まだ雪、あるかな」

「さすがに、もうないだろうな」

「そっか」

　いつか一緒に行こうと葛城が言った。まだ行ったことのない雪の国。自分が育った北陸の雪景色とは、また違った景色があるのだろうか。

「市瀬、何回か行ってるよな。どんなところだ」

　市瀬は少し考えた後、答えた。

「観光はしたことないから街の様子はよく知らないけど、いい所だよ」

「そうか」

「代理店の人や、病院の人としか話したことないけど、凄く人がいいんだ。俺が思うだけだけど、札幌の人は凄くクールで、東京の人間に似ている」

「そうなんだ」

「でも、東京の人よりも温かいし、優しいんだ。距離感が絶妙で、クールで、でも優しい。俺は北海道の人、好きだよ」

　宇佐美はまだ見ぬ地に思いをはせたが、葛城と離れることなどできない。

「行けばいいよ。三カ月だけ行けばいい。有休なら給料も出るし、ウィークリーマンションでも借りて、ゆったり休めよ」

「いや、でも……」

「葛城さんも、少し頭を冷やせばいい。お前をこんなにして」

　市瀬は口ごもりながらも、小さな声で、殺してやりたいくらいだ、と呟いた。

「葛城さん、まだ帰ってこないだろ。明日、会社に診断書と有休の申請出して、荷物取りにいこう。俺も休み取るから」

「いや、でも、できないよ。そんなことしたら葛城さんが壊れる」

「そんなこと俺はどうでもいい。お前がその前に壊れちまう」

「いいよ、別に……」

　市瀬は宇佐美の手をぎゅっと握ると、宇佐美の目を真っすぐに見てきた。

「よくない。俺がよくない。お前の我が儘、散々聞いてきただろ。だったら、今度は俺の我が儘、聞いてくれ」

「でも……だったら葛城さんと話をしてから……」

「あの人が、話し合いで折れるとでも？」

　そのとおりだ。だが、それでも、と迷っていると、お願いだから、と市瀬が懇願してくる。宇佐美は、それにうなずいた。

　卑怯だ。市瀬の言葉に後押しされるのを待ち、逃げるときでさえ人のせいにしようとしている。

　そして逃げて、葛城を壊して、それでどうしようというのだ。それでも、逃げる口実があることに安堵しているのは事実だ。

　翌日、市瀬の言うとおりに会社に行き有休申請をした。立木課長は何も言わずに受け取ると、体を大事にしろとだけ言った。

　その後、葛城の家に荷物を取りにいった。最低限の荷物だけを持ち、市瀬の家に帰り、市瀬が見つけてくれた札幌のウィークリーマンションの契約をする。

　翌日の飛行機を予約して、しばらく東京とはサヨナラだ。葛城とも離れ離れになる。

　心を決めてしまえば、なんてことないように感じる。離れた方が、宇佐美にとっても葛城にとっても、幸せなのではないかとさえ思った。

「プリペイド携帯からでいいから、一週間に一回は必ず連絡しろ」

「分かった」

「一人で空港、行けるか」

「大丈夫だよ。子どもじゃない」

　宇佐美が笑うと、市瀬は宇佐美の体を強く抱きしめてきた。

「市瀬、俺はお前からいっぱい貰ってるからな……」

　それに、市瀬はますます強い力で、宇佐美を抱きしめてきた。

　宇佐美は、また救われた、この男にまた救われたのだと、そう思って同じだけの力で抱き返した。


三．決意







「いらっしゃいませ。宮部様」

　宇佐美が言うと、宮部は笑った。

「オーナー、良い子見つけましたね。一回会っただけで俺の名前覚えてる」

　そう言って宮部は、宇佐美の目の前のカウンターに座った。

「そうだろ。顔も良し、頭も良し。愛想はいまいちだけどね」

　オーナーの本郷の言葉に、宇佐美は苦笑した。

「名前は？」

「宇佐美と申します」

「地元の子？」

「いえ、関東から来ました」

　宮部はビールを頼むと、宇佐美の顔をじろじろと見てきた。

「こっちに来てどれくらい？」

「四カ月になります」

　宮部との会話を聞いていた本郷は、こう見えてもこの子、三十一歳だよ、と言った。それに宮部は驚く顔をする。

「二十代半ばくらいかと思いました。俺よりも年上なんですね。言われてみれば落ち着いているけど、これだけ綺麗な顔だと、年齢不詳なんですね」

　宮部はビールを口にしながら、宇佐美の顔をじっと見てきた。

「日本人ですね。年齢が分かったとたんに丁寧語になる。私は従業員です。普通でいいですよ」

　口説かれているのだろうかと思いながら宇佐美は答えた。珍しい。ゲイに口説かれるのは、久しぶりだ。

　ここ「キューブ」はゲイが集まるバーだ。宇佐美は一カ月前から、不定期にここで働いている。

　タメカは二カ月前に辞職した。この地で生活をすることを選んだからだ。

　元々は有料老人ホームで介護職をしていたが、そこで知り合った入居者の息子が、この店のオーナーの本郷だった。

　バイトでもいいからキューブで働かないかと誘われたのがきっかけだ。そんな体力はないと断っていたが、それでも給料が良く、また、本職のシフトに合わせて出勤をしていいとのことだったので、引き受けたのだった。

「関東ってどこ？」

「東京です」

　宮部は会話を続けた。

　宮部は、メガネをかけた背の高い、優しそうな顔をした男だ。話していると、コミュニケーション能力が高いというのが分かる。

「東京からなら、こっちの夏は楽でしょ」

「えぇ、暑い日はありますが、湿気もなくて快適です」

「梅雨もなくて住みやすい」

　梅雨もなくて住みやすい。その言葉を聞いて、宇佐美は市瀬を思い出していた。

　札幌に来た当初、宇佐美は何もできなかった。鬱病患者を一人にしてはいけないというのは宇佐美も知っており、恐らく市瀬も知っていただろうが、当時はそんなことは言っていられない状態で、一刻も早く東京を脱出したかった。

　しかし、いざ一人で知らぬ地に来ると、不安と疲労に苛まれた。鬱状態で新しい地に一人で住むなど、無謀の極みであり、宇佐美はともすれば自身の命さえ投げ出したくなっていた。

　そんな宇佐美を繋ぎ止めていたのは、一週間に一度だけの、市瀬との電話であった。それだけが宇佐美にとって唯一の、現世との連絡手段であった。

　そして食って、寝て、食って、寝る。それだけの生活を一カ月以上行うと、不思議と心が楽になっていくのを感じた。それでも、外に出ようとは思えなかった。

『こっちは雨ばっかり。そっちは、梅雨がなくて住みやすい？』

　東京を出て六回目の電話の時に、市瀬がそう言った。

「そうだっけ？」

　宇佐美はその言葉に、札幌に来てから初めて窓を開けた。

　青い空が目に飛び込んできた。そして街の喧騒が聴覚を揺さぶり、風が頬を撫でた。

「本当だ。湿気がない。凄く、気持ちいいよ」

　宇佐美は呟いた。

　なんだか、久しぶりに目を覚ました気分だった。

　ここで暮らしたい。宇佐美はそう思った。もう東京には戻りたくない。葛城の元へは戻りたくない。戻るべきではないと、そう思ったのだ。

「市瀬、ごめん」

『なに、どうした？』

　市瀬が穏やかに、しかしどこか焦りの含んだ声で言った。

「俺、会社、辞めるよ」

　市瀬はしばらく返事をしなかったが、やがてゆっくりと、そうか、と答えた。

『辞めてどうする？』

「分からない。でも、何とかなるよ」

『分かった。お前が、変なこと考えていないなら、それでいい』

「大丈夫だよ。俺、ちゃんと生きてるから」

『そうか』

「葛城さんが出張に行ったときに、退職届を出しに行く。いつ行くか、教えて」

　それに、市瀬が電話の向こうで笑った。

「何？」

『いや、お前らしいなって。お前、大人しそうに見えて、こうと決めたら突き進むよな。変なところで頑固だ』

「そんなの、誰だってそうだろ」

『いや、お前は特にひどい。良く言えば頑固、悪く言えば我が儘だ』

「全然、良く言ってねぇよ」

　また、市瀬が笑った。それに宇佐美は安堵する。

　そして宇佐美は、葛城の出張日に退職届を出しに行き、静かに会社からいなくなった。

　今まで世話になった先輩や、その他大勢に挨拶もせずにいなくなった自分を恩知らずだと思ったが、仕方がなかった。

　宇佐美はタメカという会社が好きであった。入社してから六年間、タメカしか知らなかった。人間関係も良く、初めは嫌であった営業という仕事も好きだった。会社が潰れない限り働き続けるのだと、そう思っていた。

　それでも辞めてしまえば、別の人生はすぐに見つけることができた。生きがいになるかは分からないが、働こうと思えば、どこででも働けるのだ。

　働き、飯を食い、眠り、そして暮らしていた。狭いアパートには何もない。テレビもタブレットもスマートフォンもない。なので、働く以外はできなかった。

　宇佐美は元来、金を使う生活は送っていない。それでも、葛城と住むようになってからは、家事は家政婦がしてくれ、高品質の服を買い与えられ、大きなテレビと、柔らかな布団と、その他全て贅沢な物を与えられていた。

　知らぬ間に上げられた生活の質を戻すのは、宇佐美でも苦労をした。それでも、葛城が与えた物を一つずつその身から剥がしていくしかなかった。

「宇佐美君？」

　宮部が意識を他に持っていった宇佐美の名前を呼んだ。宇佐美はそれに、表情を変えずに答える。

「はい、梅雨がなくて、凄く快適でした。でも、その分冬は厳しいのでしょうね」

「寒いよー、こっちの冬は。実は俺、埼玉出身なんだ。こっち来て、良いところと悪いところ、両方感じてる」

　宮部はそう言って、ビールを口にした。

　宮部は、どことなく市瀬に似ていると思った。雰囲気も、口調も、市瀬に似ている。何となく親しみが湧いてきた。

「人の名前、覚えるのが得意？　それとも特定の人だけ覚えるの？」

　宇佐美はそれに、笑った。

「初めて笑った。無表情な顔も綺麗だけど、笑うと可愛い」

「記憶力は良い方です。前職は営業でしたし、人の顔と名前は、覚えようと思えば、一回で覚えます」

「そっか」

　宮部は残念だと言ったように、苦笑した。

「人が好きなんだね」

「え？」

「人は好きなことに関しては記憶できるんだよ。人の名前を覚えることができる人間って、コミュ力高くて、人が好きな人が多い気がする」

「コミュ力は低いですが、人は好きですよ」

　宇佐美は答えた。

　宇佐美は人と接するのが苦手であった。仕事のせいか、大分ましにはなったが、それでもうまいとは言えなかった。

　しかし、人が好きかと聞かれれば好きと答える以外ない。裏切られ、欲望や好奇の目で見られても、それでも人が好きだった。それは葛城や市瀬のように、かけがえのない出会いがあるからかもしれない。

　そしてそれを自分に与えたのは、葛城だ。葛城が人との接し方を教えてくれた。そして葛城の「色んな人に会ってみたい」という言葉に触発され、人から目を逸らすのをやめて、人との出会いを大事にするようになった。

　葛城から与えられたものを一つ、また一つと剥がしていっても、芯に残ったものは捨てられない。それを捨てるということは、自分を捨てるということに他ならないからだ。

　そして、自分を構成しているのは、葛城という男で、その事実はどうやったって消すことができなかった。

「へー、人になんて興味ありませんっていう感じなのにね」

　宇佐美は宮部の言葉には答えず、宮部の空になったグラスを見た。

「おかわりはいかがですか？」

「宇佐美君に作ってもらいたいな。何が作れる？」

「あまりないんです。今練習中で……定番ですがマティーニなら」

「じゃあ、それで」

　宮部はそう言うと、頬杖をついて宇佐美をじっと見てきた。

　作ったマティーニを宮部の前に出すと、宮部はそれを口に含み、おいしいと言って笑う。

「ありがとうございます」

　宮部の目を見て言うと、宮部はじっとその目を見返してきたが、少し照れくさそうに笑って目を逸らした。

「とんでもない目、してるなぁ」

「え？」

「いや、何でもないよ。一応聞くけど、彼氏いるの？」

「いません」

　宇佐美が答えると、宮部はパッとした顔をして、宇佐美の顔を見てきた。

「ネコ？」

「そうですね」

「俺、タチだから」

　宮部はそう言ったが「俺なんかが何言ってるんだろうな」と言って頭をかいた。

「好みはやっぱり格好いい感じの人？」

「好みはないです」

「ないわけないでしょ」

「ないですよ。誰かと付き合う気がないんです」

　宇佐美は、牽制するつもりでそう言うとじっと宮部の目を見た。宮部はそれにまた目を逸らす。

　宮部は何か言おうと口を開けたが、言葉が発せられることはなかった。

「いらっしゃいませ。田村様」

　ドアが開き、他の客が入ってきたので宇佐美はそちらに顔を向ける。時間が二十時になり客も増えてくると、狭い店はいっぱいになり、宮部だけを相手にはしていられなくなった。

　いっぺんに複数のことができない宇佐美には、客の注文を一気にさばくことが難しく、また作れるカクテルも少なかったため、オーナーの本郷がカウンターに入ってくれた。

　店内の客は、一晩だけの出会いを求める者、長く付き合えるようなパートナーを求める者、ただ会話を楽しみたい者、酒を飲みたい者、様々だ。

　宇佐美はその様子を見るとほっとする。恐らくここにいる男達は、普段は自分を偽り暮らしている。しかし、ここにいるときは偽る必要はない。皆リラックスして、楽しそうだ。

　勿論緊張した顔の人間もいる。つまらなそうな人間もいる。それでも、大抵の人間は今を楽しんでいる。その様子を見ると、宇佐美はほっとし、この仕事ができてよかったと思うのだ。

　客が引けて、閉店の準備をする頃には夜中の二時を過ぎていた。宇佐美はグラスをしまい、掃除を終えると、私服に着替える。

「お腹空いたんじゃない。何か、食べにいこうか」

　本郷が宇佐美に声をかけてきた。宇佐美はそれに首を振る。

「こんな時間に食べたら、太りますから」

「宇佐美君は十分細いよ。大丈夫」

　それに宇佐美は苦笑した。

「じゃあ、せめて一杯付き合って」

　本郷は棚からグラスを二つ取り出し、そこにブランデーを入れてカウンターに座ると、一つを隣に置き、もう一つを口にした。

　折角綺麗に磨き上げたグラスがまた汚れていくのを見て、宇佐美はため息をつく。

「ご自分で洗って、磨いてくださいよ。私の仕事はもう終わりです」

「残業代は弾むよ」

　そう言って、本郷は宇佐美を手招きする。宇佐美は仕方なくそこに座った。

「宮部さんと、随分話が弾んでたね。宇佐美君があんなに話すなんて珍しい。妬けちゃうよ」

「私に話しかけるなんて、宮部さんが珍しいんです」

　そう言ってブランデーをひとくち口にする。宇佐美は酒に詳しくはない。せいぜい、葛城が好きなウィスキーの銘柄を知っているくらいだ。

　しかし、この仕事を始めてから酒について勉強を始めた。元来、興味のある物について調べるというのは好きで、調べればすぐに吸収した。

　今飲んでいるのはレミーマルタンＸＯエクセレンスで、そこそこの値段がするものだ。口当たりが良いと言われればそんな気がするが、宇佐美には大して味の違いが分からなかった。

「宮部さん、勇気がある。皆指をくわえて見てるだけなのにね」

「何がです」

「こんな綺麗な子、普通なら話しかけられない」

　それに宇佐美は笑った。

「まさか。私は昔からゲイには好かれないんですよ」

　今度は本郷が笑う。

「ゲイは繊細な人が多いからね。君を誘って、傷つきたくないんだろう。君は凄く冷たい感じもするから」

　宇佐美は本郷の言うことがよく分からなかったが、冷たい感じがするというのは昔から言われてきたことだ。自分にそんなつもりがなくても、そう見るのだろう。

「そんなもんですかね」

「そんなもんだよ」

　本郷はブランデーを口に含むと、宇佐美の方に体を向けた。

「一人だと空しくならない？」

　宇佐美はそれに首を振った。

「別に空しくないです」

「空しいよ。だからさ、宇佐美君。俺の恋人になってよ」

　いつも言う戯言ざれごとが、今日も始まったと思って宇佐美は苦笑した。

「忙しいから無理です」

「だからこそ、俺の恋人になってよ。毎日こんなに手が荒れるまで働く必要もないし、贅沢も沢山させてあげる。大事に大事にするよ」

　宇佐美の手を握りながら言う本郷に、宇佐美はすっと手を引いた。

　本郷はこの店だけではなく、複数の飲食店を経営し、成功した男だ。むしろこの店は趣味の延長のようなもので、普段から売り上げはマイナスにならなければいいと言っている。

　年齢は分からないが、恐らく四十歳になるかならないかだ。商売で成功したということは、ただ優しいだけではないのだろうが、人から自然と好かれるような穏やかな雰囲気があり、同じ成功者でも葛城とはまるで違った。

　葛城はいるだけで周りが緊張するような男だった。その目でぐっと見つめられると、身が引き締まる。

　葛城が言う言葉には説得力があり、安心感もあった。この男の言うことに従っていれば問題がない。一緒に付いていけば何かが得られるのではないかと感じさせる男であった。人たらしというのとはまた違った、男としてのカリスマ性を持っていたのだ。

　本郷はそれとは違う。まさしく人たらしという言葉がぴったりの男で、話していると引き付けられて、気がつくと余計な話をしてしまいそうになる。そんな男であった。

「三十過ぎの男を飼ってどうするんですか。もっと若くてかわいい子がいいですよ」

「飼うなんて、酷いなぁ。本気だよ」

　本郷は笑うのをやめて、じっと宇佐美の目を見てきた。宇佐美がそれを見つめ返すと、本郷はすっと目を逸らす。

「本当にその目、まいるよ。誘ってるわけじゃないっていうのが分かるのに、惹きこまれるんだよね」

　宇佐美は何度も聞いたことのあるその言葉に苦笑する。勝手に人を決めつけて、勝手に文句を言うのだ。

「俺は対等な関係で、愛のあるセックスしかしないよ」

「情熱的なんですね」

「そうだよ。情熱的だ。愛のあるセックスは最高だからね。宇佐美君は、愛のあるセックスをしたことがなさそうだ」

　それに宇佐美は内心でムッとした。何故本郷にそんなことを決めつけられないといけないのだ。侮辱をされた気がした。

「ありますよ。これ以上ないくらいに愛あるセックスを、何度も何度もしました」

　それに本郷は一瞬目を見開いて驚いた顔をした後、笑った。

「何故別れたの？」

　何故別れたのか。そんなことは宇佐美にも分からない。ただ、離れたいと思った。それなのに、何故別れたのか答えられない。

　毎晩毎晩一人で眠るたび、ここにいることを後悔した。何故葛城と一緒にいないのかと、後悔ばかりしている。

「相性が最悪だったとしか言えません」

　自分で言いながら、そうだ、相性が悪いのだと思った。自分と葛城は相性が悪い。

　一緒にいれば壊し合うしかない。お互いを求めすぎて、心を壊してしまう。それが自分と葛城だ。

　離れてしまえば生きていけないとまで思っていた。しかし離れてしまった今では、毎日後悔しながらも生きることはできている。

　葛城も同じだろう。初めは怒り、苦しむだろうが、やがてそれも薄れていく。そしてどう足掻こうと、結局は生きていくしかないのだ。

　心は削れるだろうが、それでも一緒にいるよりもまだマシだ。自分では、葛城を癒やすことなど到底無理で、壊し続ける未来しか見えない。

「じゃあ、せめてこの仕事一本に絞ったらどうだい。もっと大きな店で働くといい。給料は弾むよ」

「私はこの仕事向いてませんから、これ以上大きな店では無理ですよ。不器用で、一つのことしかできない」

「いや、優秀だよ。客の顔と名前を覚えて、カクテルの作り方も一度で覚える。記憶力が抜群に良くて、何よりも魅力的だ。きっと、宇佐美君に会いたくて男も女も店に来るよ」

　何言ってるんだ、この男は。

　宇佐美は本郷の顔をじっと見る。本郷はまた困ったような顔をする。

「介護の仕事、気に入っていますから」

「でも、きつい割には給料が安い。人の糞くその処理なんて、うんざりじゃないの」

　宇佐美はその言葉に立ち上がった。

「ここは人の欲望を処理する場所です。人の欲望も形がないだけで糞と変わらないでしょう。ごちそうさまです」

　そう言って宇佐美は店を出た。

　介護の仕事はきついが嫌いではなかった。人の役に立ちたいと思いタメカに入社したが、働いていくうちに、それはたまに思い出される程度になっていた。

　しかし介護の仕事は違う。きつく、うんざりすることも多いが、それでも人の役に立てているという矜持が常にあった。だが、給料が安いのは事実だ。一人で暮らしていくには何の問題もないが、葛城に送金をするには足りない。それが問題であった

　宇佐美には父方の祖父母の遺産が一千万円ほどあったが、その金が入っている通帳は、葛城の家を出るときに判子とキャッシュカードと共に置いてきた。

　贈与税など細かいことは分からないが、好きにすればいい。どうせ葛城は使わないだろうが、それでも宇佐美自身のけじめとしてそうした。

　それは葛城と住むはずであった家の建築費に当ててもらうためだった。葛城が宇佐美のために作った家を放棄したことへの、せめてもの罪滅ぼしだ。

　勿論それだけでは足りない。そのため毎月、置いてきた自分の通帳に入金をしている。そんな金さえも、あの家の建築費としてはとても足りる物ではないだろうが、死ぬまで送金すれば半分とまでいかずとも少しは足しになるだろう。それに葛城が気付いているかは分からないが、それでもよかった。

　もっともそれは、葛城への義理だけではない。そうすることで、葛城とわずかでも繋がっていたいと思う、自分の卑しい未練がさせるものであった。

　本郷には感謝はしている。バイトにしては破格の時給で雇ってもらえているのだ。そのため、葛城に毎月まとまった金を送金することができる。それでもこれとそれとは別問題で、本郷と深い関係になるのは考えられなかった。

　終電はもうないため、一時間歩いて帰らなければいけない。八月なのでいいが、冬になればそれもできなくなるのだろう。

　冬はいつ来るのだろうか。雪が降り始めるのは何月なのだろうか。

　雪に覆われたこの地は美しいのだろう。寒く、清廉で、全てを凍りつくす。

　まだ見ぬ、雪に覆われたこの地の美しさに心をはせながら、自分の心も同じように凍らせることができるのだろうかと考え、誰も待たぬアパートへの道をゆっくりと歩いた。
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「今日は当たりだね」

　宮部はそう言って、いつもの席に座った。

　宮部は宇佐美を見ると必ずそう言った。不定期に店に入る自分と会えたことを、当たりとそう表現するのだ。

　宇佐美はその言い方が嫌いではなかった。言う人間によっては嫌な言い方になるが、宮部の冗談めいた口調は柔らかく、本当に当たりだと思っているのが分かるからだ。

「まずはビールですか」

「そうだね」

　ビールを出すと、宮部は旨そうにそれを口にした。

「宮部さんは、なんのお仕事をされているのですか」

「お、ようやく俺のこと、聞いてくれたね」

　嬉しそうに宮部は笑った。それを見て、市瀬と似ていると思ったのはその雰囲気で、何度も話してみると、当たり前だがまるで違う人間なのだと思う。

　それでも、市瀬のような優しい雰囲気は宇佐美に安心感を与えた。

「食品会社で冷凍食品開発してる」

「へー凄いですね。おいしい物一杯食べられますね」

「いやぁ、うんざりだよ。忍耐っていう問題じゃない。人間ってことを忘れないと無理」

　そう言って宮部は笑った。

「宇佐美君は前職営業でしょ？　何売ってたの」

「医療機器です」

「何かカッコいいね」

「どこがですか」

　今度は宇佐美が笑う。

「映画、好きだったよね。今度さ、大脱走がリバイバル上映されるんだ。見に行かない」

　それに宇佐美は苦笑いをする。

「そんな古い映画……」

「でも好きでしょ」

「勿論、好きですよ。でも、暇がありません」

「また振られちゃったな」

　宮部がため息をつくのを気にもせず、宇佐美は空になったグラスに手を伸ばす。

「おかわりはいかがですか」

「じゃあジン・リッキー」

　ビールのグラスを片付けると、注文されたジン・リッキーを作り始める。ドライ・ジンとソーダとライムだけの、甘くないカクテルだ。宮部が良く頼む酒であり、甘い酒が好きではないらしい宮部のお気に入りの酒だった。

「また振られたね、宮部君」

「オーナーもでしょ」

　本郷がそれに笑った。

　本郷はよほど暇なのか、宇佐美が店に入っている日は必ず来た。

　他の店員が来るのは、週末の忙しい時だけで、大抵は宇佐美と本郷の二人で店を回している。

　そして閉店後必ず口説いてくる本郷に、この店で働くのは気に入っているがそろそろ潮時かな、と思っていた。

「もういい加減諦めなって。この子は、心に決めている人がいるんだって」

　本郷はどこか楽しそうに進言する。

「え、そうなの？」

「実らない恋なんて、諦めればいいのにね」

　勝手なこと言ってると思いながら、宇佐美は無表情のまま、ジンリッキーを宮部に出した。

「もう十月だ。こっちは寒くなってきたでしょ」

　宮部の言葉に、宇佐美はうなずく。

「帰りはコートが欲しいくらいに寒いです。東京じゃあ半袖の人もいるくらいなのに」

「そうだね」

　笑った宮部の目尻に皺が寄った。市瀬も同じように、笑うと目尻に皺ができたと思い出し、もう一度市瀬に会いたいと思った。

「でさ、やっぱり映画いこ。俺の周りは行ってくれる人いなくてさ。前売りチケット、捨てるの勿体ないだろ」

「忙しいですから」

「三日はキューブに入る日だよね。仕事入るまでどう？」

「よく知ってますね」

「この間聞いたら」

　宇佐美は呆れたようにため息をつき、もう一度断ろうとしたが、宮部にとっての援軍が思わぬところからやって来た。

「行ってきなよ。宇佐美君、札幌来てから職場と家との往復しかしてないだろ。まだ若いんだから、たまには羽を伸ばさないと。三日は二十一時に出勤してくれればいいよ」

「いや、でも、そしたら給料減りますから」

「銭ゲバだねぇ。いいよ。有休にしてあげるから」

「それは……」

「宇佐美君、いいじゃん。オーナーもあぁ言ってくれてるし。じゃあ朝九時にキューブの前でね」

「九時って……」

「じゃあまた、三日にね」

　そう言って、宮部は上機嫌に帰っていった。

「本郷さん、勘弁してください。ほんと、誰かと付き合う気はないんです」

「別に付き合わなくても遊びには行けるだろ。遊びのない子なんて、バーテンダーとしておもしろくないよ。ゆっくりと観光しておいで」

　本郷の言葉に、確かに自分は考え過ぎだと思って、はいと小さな声で答えた。
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　宮部の車はトヨタのラウンドクルーザーだ。黒い車体はよく磨かれ、綺麗に光っている。

「凄い車乗ってますね。羨ましい」

　宇佐美は車を持っていなかったが、車を欲しいとはずっと思っていた。そのため、たまに自動車メーカーのサイトを覗いては、どんな車があるのかを見ていたのだ。

　もっとも、買うとなると話は違う。大金を出してまで欲しくはないという程度のものであった。

「金食い虫だよ。燃費は悪いし。でも、美人は得てしてそんなもんだからね」

　宇佐美は開けられた助手席のドアに苦笑しながらも、ありがとうございますと言って助手席に座った。

「宇佐美君も、やっぱりそうなの？　金食い虫？」

「私ですか？　どうでしょうね」

「宇佐美君のためなら、いくらでも貢いじゃいそう」

　宮部は冗談めかしに言うと、エンジンをかけた。

「どこか行きたい場所はある？」

「いえ。よく分かっていなくて」

「じゃあ、適当でいいかな」

「そうですね。人が多い所以外なら」

「了解」

　そう言って、宮部は車を走らせた。

「映画は何時からですか」

「十五時」

「大脱走、見たことありますか」

　宇佐美が聞くと、宮部は正直にない、と答えた。

「映画好きなのに珍しいですね。名作ですよ」

「映画は別に好きじゃないよ。映画が好きな宇佐美君が好きなだけ」

「何それ」

　宇佐美が呆れたように言うと、宮部が笑った。

「やっと地が出た。仕事じゃないんだから、素でいてほしい」

「それは……どうでしょう」

　しばらく車を走らせると、車は公園の駐車場に入っていく。

「ここは？」

「モエレ沼公園」

「舌噛みそう」

　宇佐美が言うと、宮部が笑った。

「男二人で不毛な感じがします」

「まぁそう言わないで。ここは北海道らしい公園だよ」

「何が北海道らしいんですか」

「彫刻家イサム・ノグチがデザインしたアートパークってサイトには書いてある」

　宮部がスマートフォンを見ながら答える。

「来たことない？」

「いや、あるよ。一応調べただけ。凄く広くて、東京とかにはない感じの公園。なんか雰囲気が北海道って感じなんだ」

「箱根の彫刻の森美術館みたいな？」

「全然違うよ。そっちは行ったことある？」

「ありません。私はインドアであまり外には出ないので、関東もあまり知らないんです」

「じゃあ、今日は珍しいんだ」

　宮部は嬉しそうに笑う。目尻に皺が寄ったのを、宇佐美はまじまじと眺めた。

　公園の中に入ると、目の前に広がる緑の風景に、宇佐美は足を止めて呟いた。

「あぁ、確かに宮部さんの言うとおりですね。北海道って感じだ」

「今日は平日だから人が少ない。観光客はいるけど」

「札幌はいつも中国人多いですよね。地元民は大変そうです」

「宇佐美君も今は地元民でしょ」

　宮部はそう言って、苦笑した。

「中国人は嫌い？」

「嫌いというか。何度か旅行者が店に来たことがあったのですが、私のことを商品と勘違いしているのかいくらか聞かれたことが何回かあったんです。本郷さんが追い出そうとしたら喚くわ暴れるわで。そんな事が三度ほど」

　それに宮部は声を出して笑った。

「それは大変だったね。でも、皆が皆じゃないよ。昔に比べれば、凄く礼儀正しくなってるよ。日本人も昔は海外で酷かったらしいけど、今では世界一礼儀正しい旅行者って言われてるんでしょ。多分、中国の人もそうなるよ」

　宇佐美は宮部の話に、自分が思っていたことが恥ずかしくて、少し顔を伏せた。

「そうですよね。中国人だとか、そうやって決めつけてしまって恥ずかしいです。宮部さんは凄い」

　それに宮部は、いや、そんなことないよ、と言って顔を少し赤らめた。宇佐美はそれに、宮部はやはり優しい男なのだと思った。

「手、繋いでもいい？」

　宇佐美は一瞬考えたが、お好きにどうぞ、と答えた。すると、宮部は驚いた顔をして宇佐美の顔を見てきた。

「意外。こういうの嫌いそうなのに」

「誰も、私のことなど見ませんから」

「本気で言ってる？」

「えぇ」

　何だか会話が茶番劇のようだと思いながらも、何故か宇佐美は宮部との会話を楽しんでいた。

　こんなに自然に誰かと、意味のない会話をするのは久しぶりだった。週に一度の市瀬との電話はまだ続いていたが、しかし離れてしまった今では、もともと宇佐美が無口なことと、共通の話題が少なくなったために話す内容はなくなっていった。

　宮部と話していて、市瀬から自分の存在が、そして自分から市瀬の存在が消えていくことが寂しかったのだと、そう気がつく。

「何で宇佐美君は、北海道に来たの」

　宮部は市瀬ほどではないが、宇佐美よりも少しだけ背が高い。手も大きく、握られたその手は温かかった。

「なんででしょうね。多分、雪が見たかったんです」

　それに宮部は笑う。

「もう少ししたら、うんざりするほど見られるよ。多分来年の今頃は、そんなことを思っていた自分に後悔してるかもよ」

「そうかもしれませんね。宮部さんはなんで？」

「俺は北大に合格したから」

「何で北大？」

「酪農に憧れてた。で、やっぱり本場だって思ってこっちの大学受験して。でも、大学で牛の面倒見て、すぐに諦めた。俺には無理だって。結局甘っちょろい都会っ子だったんだ。で、食品会社に就職。でもここは嫌いじゃない。北海道の人って冷静で、論理的に考える人が多い。それでいて凄く優しい。こっちの人、大好きだよ」

　宇佐美はどこかで聞いた話だなと思い、それに笑った。

「こんな話、退屈？」

「いえ、俺の話の方がよっぽど退屈ですよ。それに人の人生の話を聞くのは楽しい。他の人生を疑似体験できる。だから聞くのは大好きです。それに、宮部さんは話がお上手です。だから余計に好きですよ」

　宮部の目を見ながら言うと、宮部は宇佐美の手をぎゅっと強く握った。

「北海道の人の話、私の友人も同じこと言ってました。その話を聞いて、ここに来ようと思いました。ここに来て、私もそう思います」

「宇佐美君が好きな人？」

「え？」

「俺がその人に似てる？」

　宇佐美は驚いて宮部の顔を見ると、宮部が近くのベンチを指さした。

「ちょっと疲れた、座らない」

「はい」

　まだ疲れてはいなかったが、宮部に言われたとおりにベンチに座った。

　ベンチに座っても宮部は宇佐美の手を離さない。こんな風にデートらしいデートをしたことはなかった。男二人、こんな場所はやけに照れくさい。

「宇佐美君さ、他の客よりも俺と話してくれてたし、笑ってくれてたから、俺って特別なんだなって思ってた。だけどそれでもなんかしっくり来なくて。で、この間、オーナーが忘れられない人がいるって言ってたから、あぁそうなのかなって」

「いえ、違いますよ。さっき話した人は友人です。好きな人とはまた違う」

「そっか。でも、その好きな人と何かあったからここに来たんでしょ」

　勘が良いと思って、宇佐美は笑う。

「何故そう思うんですか」

「宇佐美君みたいな頭も良くて、育ちも良さそうな人が、仕事失ってまでこんな北の地に来る意味がわからないから」

「正解です。逃げてきた」

　宇佐美は正直に言った。

「まだ忘れられない？」

「えぇ、一生忘れられない。だから、宮部さんとお付き合いはできません」

「別にいいよ」

「え？」

「別に一番じゃなくてもいいよ。妥協は大事でしょ。一番好きな相手同士が付き合う可能性なんて現実にはほとんどない。ゲイであれば、特に相手は限られちゃう。妥協して、付き合って、それで大事にしあえればいい」

　宇佐美は宮部らしいなと思って笑った。

「それでも駄目」

「ダメかぁ」

　そう言って宮部は笑うが、握った手は相変わらず離さなかった。

「じゃあ、一晩だけっていうのは？」

「それも駄目です。宮部さんは一晩だけの相手にするには、勿体なさすぎる」

　宮部は拗ねた顔をすると、はぁと大きなため気をついた。

「体から落とそうと思ったのに」

「そんなに自信がある？」

「こう見えて、相手をいつも満足させているよ。試してみる？」

「ご遠慮いたします」

　宮部はまた、ため息をついた。

「歩きましょうか。この公園は凄く綺麗だ」

「そうだね」

　公園を一時間ほど、目的もなく歩いた後、昼食を食べるために公園を出た。

　昼食を食べると、映画の時間まで宮部の買い物に付き合う。宮部の趣味はスキーだと言う。そのためのランドクルーザーだと宇佐美は納得をした。

「宇佐美君は何か見たいものはないの？」

「はい」

「デートの記念に、欲しい物は」

「ありませんよ」

「昼飯もラーメンで喜んでくれて、欲しい物もない。スマホも持ってないんだよね。金がかかるどころか、まるで仙人みたいだ」

　宮部はそう言って、袋を差し出した。

「なんですか、これ」

「今、買ってきた。開けてみて」

　開けるとそこには暖かそうな手袋が入っている。

「まだ持ってないでしょ。貰って」

「いえ、貰えません」

　宇佐美はそれを宮部に返した。

「やっぱり駄目？」

　宇佐美は頷いた。

「男が服を贈るのは、それを脱がせるためですよね」

　宮部は力なく笑う。

「いや、でも、手袋だから」

「初めは外側から、そして徐々に全てを支配していく。それで、全てを自分に塗り替える。そういうものでしょ」

　宮部はムッとした顔をすると、宇佐美の手から手袋を奪うように受け取る。

「俺はそんなことしないよ。ただの好意だ。昔の男と一緒にしないでほしい」

　宇佐美はそれに、あっ、と小さな声を出した。

「ごめんなさい」

　小さな声で謝ると、宮部は無言のまま手袋を自分の鞄にしまった。

「映画、もうすぐ始まる。行こうか」

「はい」

　映画館に行くまで、無言であった。ここでも自分は余計な一言を言ってしまったのだと反省をする。

「ごめん、空気悪くして。何飲む？」

　映画館に着くと、宮部がそう言って宇佐美の顔を覗き込む。宇佐美はいりません、と答えた。

「怒った？　子供みたいだったよね」

「いえ、私が悪かったですから。ごめんなさい」

　それに宮部は首を振る。

「お互い悪かったってことで」

　宮部の言葉に、宇佐美はコクリとうなずいた。

「やっぱり、お茶が飲みたいです」

　そう言うと、宮部は嬉しそうに笑った。

　映画が終わると、早めの夕飯を取るために近くの店に入った。魚が旨い店だという。

「なに食べる？」

「お勧めがあればそれを」

「ししゃもとか旬みたいだよ。あとはサンマかな。ちょっと時期が遅いけど」

「サンマってこれからじゃないんですか」

「北海道では九月くらいだよ。こっちのは本当に旨い」

　言いながら、宮部は店員にお勧めを聞き、適当に注文をしてくれた。

「スティーブ・マックイーン、カッコよかったね。昔の映画ってだけで見る気しなかったけど、今でも十分カッコいいから驚いた。食わず嫌いはよくないね」

「えぇ、カッコいいですよね。私も前は見る気しなかったけど、友人に誘われて一緒に見たら凄い面白かった。コメディなのに残酷なシーンもあったりして、話としても面白い」

「でもあれ、マックイーンを見るための映画だよね。もしかして、あぁいうのがタイプ？」

「違います。タイプはありません」

　下らない話をしながら食事をすると、昼間の妙な空気は消えた。

　宮部は良い男だ。恋人としても、友人としても良い付き合いができるだろう。それなのに何故自分なのだろうかと思う。たとえゲイだとしても、他にこの男に似合う相手はいくらでもいるだろう。

「あれ、誠？」

　後ろから聞こえた声に、宮部が手を止めて視線を宇佐美の後ろにやった。

「おぉ、美咲、久しぶり。元気してるか」

　宇佐美が振り返ると、そこには二十代後半くらいの女性が男と立っていた。

「元気だよ、そっちは？」

「元気元気。彼氏？」

「そう」

　宮部は男に頭を下げると、その男も軽くお辞儀をしてきた。

「じゃあね」

　そう言って女は手を振って、これから食事をするのか、店員に案内された席に着いた。

「友達？」

　宇佐美が聞くと、宮部はなんてことはないといった様子で「マエカノ」と答えた。

「え？」

「あ、俺、かなりゲイよりのバイだから」

　宇佐美はそれに、何故だか動揺した。

「そう……」

　宇佐美はそれだけ言うと、後は無言で食事を口にした。

　宮部も話しかけてはこない。宇佐美が食べ終わるのを待つと、出よっかと言って、宇佐美を連れて店を出た。

　車に乗ると、宮部が時計を見た。

「九時から出勤だったよね。あと一時間ある。どうする？　送ろうか」

　宇佐美はそれにうなずいた。

「さっきの話、嫌だった？」

「え？」

「バイを嫌がる奴多いから。宇佐美君もそうだった？　不快にさせちゃったかな」

「いえ、気にしませんよ」

「そう？　気にしないって感じじゃないけど」

　宇佐美はしばらく考えた。別に自分だって完全にゲイな訳ではない。第一、宮部が過去に誰と付き合っていようが、今現在誰と付き合っていようが、関係ないではないかと思った。

「女と寝れるのに、何で男と寝るの？」

　しかし、口から出てきたのは思ってもみない言葉であった。

「何でって、好きだから付き合って、その結果寝るだけだから。たまたま好きになるのが男か女かってだけ」

「でも、男より女の方がいいだろ。なのになんでわざわざ男と寝るんだよ。未来もないし、生産性もない。馬鹿みたいだ」

　宮部は宇佐美の言葉に驚いた顔をすると、入れていたエンジンを切った。

「宇佐美君は女とは寝たことない？」

「ある」

「じゃあ、一緒だ」

「一緒じゃない。俺は入れられる側だから」

　それに宮部は困ったように笑った。

「そうだね」

　宇佐美はその笑顔に、なんだか腹が立った。結局は女の代替えだったのか。そんなはずはないと思いながらも、何故だか腹が立った。

　宇佐美はシートベルトを外すと、宮部の方に体を寄せてキスをした。

　じっくりと唇を奪い、舌を入れる。それに宮部は驚いた顔をしたが、宇佐美が顔を離すと、今度は宮部が宇佐美の後頭部を掴んで、その唇を奪った。

　ようやく唇を離すと、宮部は欲情した目で宇佐美を見てくる。それに、溜飲が下がった。馬鹿みたいだが、女に対抗するような気持ちになったのだ。

「いいよ、さっきの話、受けるよ。ただし一晩だけだ。一晩だけ、相手をする。今日二時に迎えにきて」

　そう言うと、宇佐美は車を降りた。







　宮部の部屋は、片付いていて物が少ない。市瀬の部屋はもっと物が多かったので、まるで違うと思った。

　久しぶりの情交は、宇佐美を酷く興奮させていた。たとえ心が満たされないとしても、体だけでも満たされたい。人肌がただ恋しかった。

　宮部が胸元に舌を這わせるのに、中心が硬くなっていくのが分かる。

「宇佐美君、凄い綺麗だ」

「いくら触っても、胸は小さいままだよ」

　それに宮部は苦笑した。

「なんでそんなこと言うの。凄く綺麗なのに」

　宮部はそう言うと、宇佐美の腹に舌を這わせた。

「もういいよ……早く入れろ」

「急かさないで」

　宮部は宇佐美の勃起したペニスを手に取ると、そこに舌を這わせた。

「舐めさせて。ここも凄く綺麗だ」

「好きにすればいい」

　生暖かい感触が宇佐美を包み込んだ。

　宮部の言うことは嘘ではなかったらしい、宮部の口淫は上手く、すぐに宇佐美を絶頂に運んでいく。

「あ、だめ。出る。離して……」

　構わず宮部は強く吸い上げながら裏筋に舌を這わせ、根元を手でかき上げていく。

「イクっ……！　……ん」

　口内で吐き出された精液を、宮部は飲み込んだ。

「やめなよ、そういうの。俺が病気持ってたらどうすんだよ」

「持ってるの？」

「持ってない」

　運が良かったのか、宇佐美は集団レイプされた後も、病気の感染はしていなかった。

　しかし、だからといって、相手がそれを知っているわけでもなく、また、宮部がそうでないとも限らない。フェラチオだって、出来ればコンドームを付けてやった方がいいと思うのだ。

「生では絶対にやらない」

「さすがにそれは分かってるよ」

　そう言って、宮部はコンドームを指にはめると、ローションを垂らして宇佐美の後孔に入れてきた。

「あっ……」

　何度も何度も内部を探られて、宇佐美は頭がぼうっとしてくるのを感じる。体の奥からジンとしたものが湧き出てきて、早くこの男が欲しいと思った。

「もういいから入れて」

　宮部はうなずくと、宇佐美の後孔に自分を当てた。ゆっくりと入ってくる宮部は優しいがもどかしい。

「もっと奥まで……ねぇ、もっと」

「マジか……宇佐美君、やらしすぎる」

　宮部はそう言うと、一気に己を奥まで突き入れた。

「あ……っ、イク！　イク！」

　体を震わせていった宇佐美に、宮部は動きを止めて体を固めた。

「ちょっと、やば……中、凄すぎる」

「ねぇ、女とどっちがいい？」

「え？」

「女よりも俺の方がいい？」

　宮部はそれにうなずく。

「気持ちいいよ。宇佐美君は誰よりもいい」

「言って。女なんかよりいいって、言って」

　そう言って、宇佐美は腰を揺すって先をねだった。

「女なんかよりいいよ」

　宮部はそう言うと、再度腰を動かし始めた。宇佐美はそれに、また絶頂を迎える。

「気持ちいい、気持ちいいよ……宇佐美君。最高だ」

　宮部が繰り返し言うのに、宇佐美は安堵する。

「俺もいいよ、宮部さん」

　宇佐美はそう言うと、絶頂を迎えた。







　宮部は結局三回射精した。見かけによらずに絶倫だと思いながら、宇佐美は宮部の隣に横になった。

「宇佐美君凄いね。後ろだけでイケるんだ」

「普通だろ」

「そんなことない。前触らないといけない子も沢山いる。中々ドライまでは行きつけないみたい。だからタチとしては、後ろだけでイカせられると凄い嬉しいわけ」

　そういうものかと思って、宇佐美は宮部の話を聞いていた。

「経験豊富そうだけど、言われたことないの」

「ゲイと寝たのは、初めてだから」

「え？」

「俺、ノンケに好かれるんだ」

　それに、今度は宮部が不思議そうな顔で宇佐美の話を聞いていた。

「好きな人に、女の方がいいって言われた？」

　宮部の言葉に、そりゃセックスの間に何度もあんなことを聞かれればそう思うだろうと思い、馬鹿なことを言ったと苦笑した。

「いや、そういうわけじゃない。ごめん、変なこと言って」

「いや、いいよ」

「このまま寝てもいい？　さすがに眠い」

「うん。ゆっくり眠って」

「仕事行くとき、一緒に出て行くから」

「今日は日曜日だよ」

「そっか」

　宇佐美は宮部の言葉に安堵して、目を瞑る。久しぶりのセックスで、体の芯から疲れており、すぐに眠りについた。







　目を覚ますと、十時を回っていた。

「おはよう。朝飯、食べる？」

　宇佐美はそれにうなずく。

「シャワー借りていい？」

「勿論」

　宇佐美はシャワーを浴びながら、今日は遅番だから家に帰ったらもう一眠りして、掃除をしてと考えた。

「良い匂い」

　風呂場から出ると、朝食が用意されていた。

「パンでもいい？」

「はい」

　目玉焼きと、ベーコンと、焼かれたパンと、サラダとヨーグルトがテーブルに置かれている。マメだと思って感心した。

「簡単でごめんね」

「いえ、贅沢だ。ありがとうございます」

「また来てくれる？」

　宇佐美はその質問にノーと言うつもりだったが、無意識にうなずいていた。

「よかった」

　嬉しそうに笑う宮部の目尻の皺に市瀬を思い出し、自分はまた繰り返すのかと思って、慌てて先ほどの言葉を撤回しようとした。

「あ、ごめん。やっぱり俺……」

　言いかけた宇佐美の口を、宮部はキスで塞いだ。

「難しく考えないで、ね」

　その笑顔に、結局宇佐美はうなずくしかなかった。

「もう帰る」

「じゃあ車で送るよ」

「いや、いいよ。歩いて帰りたいから」

　それに宮部は寂しそうに笑った。

「じゃあ、また店に行くね」

　宮部の家から出ようとする時に、もう一度キスをされた。

　昨日から、自分らしくないことをよくされると思った。いや、恋人とは普通こうなのかもしれない。

　もしかしたら、宮部の言うとおり、一番ではなくとも、穏やかに、お互いが歩みよりながら関係を築けるのかもしれない。それに歳も歳だ。もう、過去を見るのは辛すぎる。

　宇佐美はそんなことを思いながら、宮部に手を振った。

　宮部のマンションから出ると、空は澄んでいた。気持ちが良い。ここに来た時に初めて見た空の色に似ていた。

　次のキューブのシフトはいつだったかと思いながら、宇佐美は軽い足取りで駅まで歩いていった。

　葛城に再会するまでは、愛情や人の温もりなどいらないと思っていた。しかし今は、とにかく隙間を埋めたかった。歳を取ったせいだろうか。それとも宮部の雰囲気がそうさせるのか。珍しく宇佐美は、宮部ともう少し一緒の時間を過ごしてもいいと思い始めていた。

「上機嫌だな」

　後ろから声が聞こえた。低い声だ。忘れるはずのないその声に、宇佐美は全身が凍り付いて歩みを止める。

「何かいいことがあったか、昂」

　ゆっくりと振り返ると、一人の男が立っていた。

「あ……」

「朝までたっぷり楽しんだみたいだな。何回やった？」

　男は抑揚なく言うと、暗く沈んだ目を宇佐美に向け、ゆっくりと近づいてきた。

「かつらぎ……さん？」

「行くぞ」

　葛城が手を伸ばしてくる。宇佐美は状況をすぐには判断できずに首を振ったが、葛城は宇佐美の手首を掴んでくる。

　振り払えと思ったが、葛城の目に体が縮こまってしまい、うまく体が動かせない。近くに停めてあった車まで引きずるように連れていかれてしまった。

　助手席に放り込まれると、どう対処するべきか頭が働かない宇佐美に葛城が覆い被さってきて、突然キスをされた。

「ん……」

　口移しで何かを流し込んでくる。咄嗟に飲み込んでしまい、宇佐美は驚いて葛城の体を押した。

「なに？　なんか飲ませた？」

「強力な眠剤」

　葛城はそれだけ言うと、運転席に座って、エンジンをかけた。

「どこに連れていく気？」

「東京」

「どうやって……」

「プライベートジェットを用意してるから、心配するな」

　この人、何を言っているんだ。こんなことのためにプライベートジェットだなんて、頭がおかしいんじゃないか。

　それを口に出そうとしたが、急に眠気が襲ってきて、意識を失った。







　どこだ、ここ。

　宇佐美は目を覚ますと、起き上がることはせずに、辺りをゆっくり見回した。

　それほど広い部屋ではなく、小さなドアが二つ見える。天井に目を向けると、白い布のような柔らかい素材で覆われていた。

　宇佐美はゆっくりと起き上がったが、右足に違和感を抱いてそこを見る。足首には太い足枷がかけられており、鎖が繋がっていた。

　眠っている場所はマットレスの上だ。マットレスを降りると、柔らかい、ふかふかの絨毯に触れた。

　絨毯には一か所穴が開いており、そこを見ると床に溶接されている金属輪があり、宇佐美の足につながれた鎖はそこに固定されている。

　周りをもう一度見ると、壁も白い布で覆われていた。宇佐美はその壁に触れてみる。柔らかい。

　それがすぐに吸音材だと気がつき、工事が間に合わなかったのか何なのか、それを隠すために白い布で覆っているのだと考えた。

　部屋は十畳ほどの広さか。マットレスの他にはサイドテーブルと、テレビとブルーレイプレーヤーらしきものがある。

　鎖の長さはちょうど、部屋の中を歩き回れる程度の長さがあり、葛城に監禁されていると理解した。

　テレビが置かれている方向とは逆側の壁にあるドアを開けると、そこはユニットバスで、トイレつきの浴室があった。

「本格的だ。あの人らしい……」

　札幌に行ったのは四月中旬だ。今は十月だから、離れていたのは半年足らずか。短い逃亡生活であった。

　急に仕事を休んで、皆迷惑しているだろう。荷物も置きっぱなしだ。部屋の契約もどうなるのだろうか。何より、宮部に悪いことをした。宮部となら関係が築けると思った矢先だったのだが、うまくはいかないものだ。

　そんなことを考えていると、がちゃりとドアが開く音がする。ユニットバスとは別のドアだ。そこに視線をやると、葛城がドアを閉めて宇佐美の方にゆっくりと歩いてきた。

「これ外せよ」

　葛城は何も答えずに宇佐美の前に立つ。

「勝手に拉致して、こんなことして、いくらなんでもやり過ぎだ」

　やはり葛城は何も言わない。

　言葉だけではない。葛城は表情一つ変えずに、笑うことも怒ることもないまま宇佐美を見下ろしてきた。

「足の鍵は外にあるから、俺を殺しても意味ないぞ」

「殺すって……そんなことするわけない。こんなことやめてくれ。話をしよう」

「話もしないで出ていったのはお前の方だ」

　葛城の掠かすれた低い声が響く。薄暗い明かりの中、葛城の深い目が見据えてきた。暗く、沈んだ瞳だ。そこには、何もかもはぎ取った後の、男の本性が浮かんでいた。

「俺をどうする気？」

「当初の計画どおりだ」

「計画？」

「一緒に住む約束だったろ」

　宇佐美は不安に顔を歪めて、首を振った。

「もう終わったんだよ、葛城さん。俺は新しい生活を送っていたし、ここには戻らない」

　葛城が口の端をあげて笑うが、目は笑っていない。離れたことを怒っているのだ。当たり前だろう。葛城は離れるなと宇佐美に懇願した。葛城の心からの願いを宇佐美は裏切ったのだ。

　離れても、初めは怒り、苦しむだろうが、やがてそれも薄れていくと思っていた。だが、それは甘かった。葛城はそんな男ではない。宇佐美はそれを知っていて目を逸らし、苦しいのは今だけだと思い込んだ。思いたかったのだ。

「新しい生活？　あんな男と暮らしていくつもりだったのか」

「俺の勝手だ」

　強がって見せたが、内心では葛城の嫉妬を恐れていた。

「少し目を離すと、すぐ他の男にケツを振る。いい加減、俺の気持ちを考えろ。相手の男も、お前も、いっそうのこと、殺してやりたいくらいだ」

　葛城が低い声で呟く。それに宇佐美はビクリと体を揺らし、体を強ばらせた。

「やめろ」

「まぁでも、今更どうでもいい。終わったことだ。未来を見るさ。もうお前が、誰ともやれないようにすればいい」

　宇佐美は葛城の投げやりな言葉に、少しだけ体の力を抜く。自分はまだしも、何も知らない宮部に危険が及ばないのならそれでいい。

「それにしてもお前、昔と何も変わってないな。話もせずに勝手に逃げる。だけどな、俺はもう同じミスは犯さない。今度は逃がさない」

　それだけ言うと、葛城は部屋から出ていってしまった。

　言葉を間違えたと思ったが、どんな言葉を選んだとしても、葛城は行動を変えることはないだろう。一体、どうすればいいのか、宇佐美に分かるはずはなかった。

　宇佐美はしばらくマットレスに横たわっていたが何もやることがなくて、どうしていいか分からなくなる。ここに来てからどれくらい時間が経っているのかは、時計がないために分からない。腹が減ったし喉も渇いていた。

「喉が渇いた」

　どこからか見ているのは分かっていたので、少し大きな声で言う。しばらくすると葛城がやってきて、サイドテーブルにおにぎりを一つと、水のペットボトルを置いた。

「ここから出してよ。どこにも行かないから」

　葛城は何も答えずに、部屋から出ていった。

　葛城の態度に腹が立ってくる。こんなことをする権利などないはずだ。宇佐美はマットレスに座ると、水を飲んだがおにぎりには手を付けなかった。

　やることはなにもない。テレビの前に行って適当なＤＶＤを手に取る。再生時間を確認すると二時間十五分。ＤＶＤを流しておけば時間の経過はわかると思い、デッキにソフトを入れると再生ボタンを押した。

　ＤＶＤを五本流したが、葛城は来なかった。いい加減に飽きてきて、部屋の中を歩き回る。シャワーを浴びようかと思ったが、タオルがないので諦めてマットレスに横になった。

　しばらくすると、眠気が襲ってくる。眠る以外にやることがないのだから仕方ないと思って、目を瞑った。
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　葛城はサイドテーブルに置かれているおにぎりを見ると、それを新しい物に換え、宇佐美の寝ているマットレスに座った。

　ここに来てから三日が経った。いや、正確には分からないが、寝ている時間を六時間と想定し、流しているＤＶＤの時間を足すと、大体そんなものだ。

　葛城は、初日から一切話さない。一日一回、おにぎりを運んでくるだけだ。宇佐美がそれに手を付けないことについても何も言わない。それが不気味だった。

　葛城が宇佐美の頭に触れてきた。何も話さないくせに、来る度に宇佐美の頭を撫でるのに腹が立つ。

「触るな。出ていけ」

　宇佐美が静かな声で言うと、葛城は何も言わずに出ていった。

　腹が減った。ここでセックスでもして過ごすのかと思ったがそれもない。食事をしていなくても心配をしてくれないのだ。宇佐美が死んでもどうでもいいのかもしれない。葛城にあるのは、もう怒りだけなのか。宇佐美を罰することしか考えていないのか。ならば、もう意地をはっても意味はないと思っておにぎりを手に取ると、フィルムを剥がし、口にした。久しぶりの食事だ。一気に食らいつきたいのを我慢し、何度も何度も咀嚼してから飲み込んだ。

「これだけで足りるかよ」

　宇佐美は食べる前よりも腹が減ってきている気がして、再びマットレスに横になる。それでも、一度腹が減ったと思うと気になって仕方がない。

　意識を逸らすために、起き上がってＤＶＤをつける。テレビの前で膝を抱えて見た。もうここにあるＤＶＤは全て見たので、二回目の上映だ。

　いつまでこんなことを続ける気なのか。宇佐美が死ぬまでこんな生活を続けるのかと不安になり、膝に頭を埋めた。

　気が狂いそうだった。本当に三日しか経っていないのだろうか。もっと経っているのではないか。囚人が独房を嫌がる気持ちが初めて分かった。一人なのは気楽でいいと思ったが、やることもなく、日の光に当たることもできないことがこんなに辛いとは思わなかった。

　体を動かしていないので眠気は来ない。筋トレでもしようかと思ったが、それもする気にならずに、ぼうっと起きていた。

　翌日になったのか、葛城がまた来て、おにぎりを差し出してきた。それを奪い取るとすぐに口に入れる。

「足りない」

　葛城はマットレスに腰掛けると、宇佐美の手を握ってきた。宇佐美がそれを払うと、葛城はまた無言で部屋を出ていった。

「足りないって言ってんだろ！」

　宇佐美が怒鳴るが返事はない。静まり返った部屋に、くそっと呟いた声だけが響いていた。

　壁が吸音材のせいか、この部屋は静かで、音が響かない。この静寂さには覚えがあった。大学にあった無響室に近く、とても住宅に設置するようなレベルの防音室ではない。

　音が反射しない空間は、外の音を遮音する上に、中の音は響かずにすぐ消えてしまう。音の反射がない環境というのは、人間に強いストレスを与えるものだ。葛城はこの部屋に、どれだけ金をかけているのか。考えるだけでゾッとする。この部屋は、宇佐美を苦しめるために作った部屋なのだと思うと、泣きたくなってきた。

　いつでも葛城は宇佐美を大切にしてくれたし、宇佐美のためにはなんでもしてくれた。慈しみ、愛してくれた。その葛城から受けている仕打ちに心がはり裂けそうになるのと同時に、そこまで葛城が苦しんでいるのだと思うとやるせない気持ちになった。

　翌日と言っていいのか分からなかったが、寝て、起きて、ＤＶＤを見ていると、葛城が部屋に来る。無言でおにぎりを差し出してきたので、それを受け取るとマットレスに座って食べた。

　葛城がマットレスに座る。握られた手を、今度は払わなかった。

　葛城は無表情のまま宇佐美をマットレスに横たわらせると、後ろから抱きついてくる。

「シャワー浴びたい」

　風呂に入っていないので臭うのではないかと思ったが、葛城は何も言わずに宇佐美を離さなかった。

　葛城はこうやって眠るのが好きだった。後ろから抱きついて眠ると安心するのか、そのまま深い眠りに落ちるのだ。

　宇佐美は身動きできなくなるので、この体勢があまり好きではなかったが、それでもそんな葛城が可愛くて愛しくて、いつもさせたいようにさせていた。今はそんな気持ちも萎しぼんでいるというのに、逆らう気が起きなかった。

　葛城の匂いがしてくる。いつもの香水の匂いだ。このままセックスをするのだろうかと思ったが、葛城は何もしてこなかった。何もせずに宇佐美の体を抱きしめ、そのうち眠ったようだった。

　風呂に入りたい。腹いっぱいに食べたい。風呂にも入れず、腹一杯に食べられないこの状況は、奴隷かペットのようだ。

　宇佐美は体を丸め、呪文のように、大丈夫、大丈夫、俺はまだ大丈夫だと、繰り返した。







　翌朝目が覚めると葛城はいなかった。宇佐美は電気をつけると、何のＤＶＤを見ようかとテレビの前に座る。すると、ドアが開き葛城が入ってきた。

　葛城は無言でこちらに来ると、手に持っているお盆をサイドテーブルに置いた。今日はバスタオルも持っている。

　そこには葛城が作ったであろうおにぎりが二つと、その他には豆腐と油揚げの味噌汁、きゅうりとキャベツのお新香、卵焼きと錠剤が置かれていた。

　宇佐美は立ったまま味噌汁を口にした。

　温かくて旨い。宇佐美は夢中でそれらを平らげたが、錠剤は怪しいと思い手を付けなかった。

「ビタミンＤだ」

　久しぶりに葛城の声を聞いた。しかしそれ以上話すことはなく、再度無言になった。

　ここでは太陽の光が届かないので、ビタミンＤが生成できない。宇佐美は大人しくそれも飲み込んだ。

　宇佐美が食事を終えると、葛城は食器を下げたまま戻らなかった。

　宇佐美は久しぶりに風呂に入ると、葛城が持ってきたバスタオルで体を拭き、テレビの前に座って適当なＤＶＤを再生させた。しっかりと食事をしたのに、まだ腹が減っている。

　仕事をしていたときは、一日一回、栄養補助食で過ごしたこともあった。それでも問題なかったのに、大して動いてもいない今の方が酷く腹が減った。やることがなくて、食事くらいしか楽しみがないからだろう。

　見たくもないＤＶＤの六本目を流している途中に、また葛城が部屋に入って来た。今度もお盆を手に持ち、食事を持ってきている。宇佐美はそれを受け取るとお盆の上を見た。

　野菜が沢山入った豚汁と、茶わんには温かい白米。銀鱈の西京漬けとお新香が食欲をくすぐる。宇佐美はそれを口にした。

　食べ終わると葛城は食器を下げたが、今度はノートパソコンを持って、再度部屋に現れた。葛城はマットレスに座ると、膝の上でパソコンを広げる。覗き込むとメールのチェックをしていた。

「まだタメカで働いてるんだ」

　聞くが、葛城は答えなかった。わざわざこんな所で仕事をしているくせに、宇佐美のことはいないかのように無視をしている。どういうつもりなのだと思いながらまたパソコンを覗くと、メールの送り元が知っている名前ばかりであり、こんな状況でもぬくぬくと働いているのかと怒りが湧いてきた。

　同時にタメカという会社を思い出し、戻りたいと思った。勝手な辞め方をしておきながら虫のいいことだが、それでも会社が懐かしい。

　いや、タメカでなくてもいい。どこでもいいからここから出て働きたい。人として生きたい。

「無理だ。もう限界だ。ここから、出してよ」

　呟いた言葉は、すぐに空気の中に消えていく。葛城は相変わらず宇佐美を無視していた。

　仕事が終わったのか、葛城は部屋の外に出て行き、また戻ってきた。ノートパソコンを置いてきたのだろう。慎重な男だ。

　そして葛城はまた宇佐美をマットレスに横にすると、後ろから抱きついてきて眠った。

　起きたら食事を持ってきて、またいなくなり、恐らくだが、十二時間後に戻ってくる。仕事に行っているからだろう。

　風呂に入れるようになり、食事も最低限しか与えられないがまともだ。人間らしい生活を送れていると錯覚してしまいそうになる。そんな生活を一週間ほど送ると、脳はこの生活に慣れてきたようで、以前のような焦燥は少し減っていた。

　それでも、無表情のまま何も話さない葛城に不安は増していく。葛城の意図が全く見えなくて、宇佐美はいつもどおり宇佐美と一緒に寝ようとする葛城の手を、久しぶりに払った。

「触るな」

　葛城は特に驚いた様子もなく、宇佐美の顔を見てきた。

「触るな。もう限界だ。毎日毎日映画だけを見て過ごして、外の空気も吸えないし、やることもない。何よりアンタの顔を見るのがうんざりだ。出ていけよ」

　葛城は相変わらず無表情のまま、何の声もかけずに部屋から出ていった。

　宇佐美はせいせいしたと思って、マットレスに顔を埋めた。狭いマットレスであの男と一緒に寝るの自体、苦痛だったのだ。

　それなのに、結局眠れなかった。一人でいると部屋の静かさを痛いくらいに感じる。自身の血流の音や耳鳴りが響き、気になって仕方がない。ここに来たばかりのときよりも、更に静寂が突き刺さってきた。

　葛城にそばにいてほしい。こんなことをされて、心は悲しみと怒りに満ちているというのに、それでも葛城の体温が欲しい。葛城に抱きしめてほしかった。

　仕方なく宇佐美はＤＶＤを再生すると、音を流しっぱなしにして静寂をかき消した。

　朝になっても、葛城は来なかった。飯も来ない。怒っているのだと思って、葛城の狭小さに、宇佐美は落胆をした。

　いや、恐らく計算してやっているのだ。だが、そんなことはどうでもいい。葛城が来ない。食事もない。それだけが真実だった。

　夜になり葛城はやって来た。手には買ったおにぎりが一個あるだけだ。また最初に逆戻りかと思って、それを受け取る。しかし、葛城の手を取る気にはならなかった。

　そうやって三日、我慢したが、それが限界だった。腹が減って仕方がない。映画も見飽きてしまっている。

「ふざけんな！」

　宇佐美は苛立ちそのまま、テレビを投げつけ、踏みつけた。ＤＶＤのパッケージも上から踏みつけ、一枚一枚取り出し手で割っていく。こんなことをしてもなんの意味もないと分かっているが、一度始めた破壊行為は止められなかった。

　全て割り終わると、部屋の中で呆然とした。葛城が怒るだろうという気持ちと、もうどうにでもなればいいという気持ちとが同時に湧いてくる。だが、葛城は部屋にやってきても、特に何も言わなかった。持ってきたおにぎりをサイドテーブルに置くと、いつもと同じ無表情で、無言のまま散らかったゴミをゴミ袋に片付けていく。

　ゴミ袋を持ってきたということは、やはりどこかから見ているのだ。腹が立つ。何様だ。黙々と片づけをする葛城に、宇佐美は昼間湧き起こった破壊衝動が再び頭をもたげてくる。

「ふざけんな！　いい加減にしろ！」

　一通りゴミを処理した葛城が立ちあがる。宇佐美は思わず葛城の頬を平手で叩いた。しかし葛城はやはり無表情で、殴り返してくることも、何か言ってくることもない。更に混乱が宇佐美を支配した。

「ふざけんな、アンタなんなんだよ。何がしたいんだよ」

　その体に抱きつくと、葛城の匂いがしてきた。酷く久しぶりに感じる。

「俺はどうすればいい。何をすればいい」

　葛城の匂いが宇佐美をかき立て、ずっと感じなかった劣情が湧きでてくる。宇佐美はその混乱と劣情にかき立てられ、葛城のベルトに手をかけた。

「ねぇ、葛城さん、やろうよ。やりたいだろ」

　葛城は宇佐美の手をぐっと握って、阻止をした。

「なんでだよ。ずっとやってないだろ。いいよ、乱暴にしてもいい。好きにしていいよ。何してもいい。ねぇ、だからやろうよ」

　ねだるように言って葛城の首元に唇を寄せたが、葛城は返してこなかった。葛城のペニスは確かに反応していたのだが、それでも葛城は宇佐美を拒んだのだ。

「なんなんだよ。なんでだよ」

　宇佐美は小さな声で呟くと、その場に座り込む。葛城は宇佐美を置いて部屋を出ていった。

　葛城はもう自分を愛していないだろう。葛城にあるのは怒りだけだ。自分に対する復讐心だけだ。

　その事実が、何よりも宇佐美の心を引き裂いた。一人静寂の中残されるよりも、その事実の方が恐ろしかった。

　何故こんなことになったのだ。何故、真実を言わずに自分は葛城から逃げたのか。

　それは怖かったからだ。ただ怖かった。葛城が罪を犯すのが怖かった。自分のために、深く落ちていくのが怖かった。だが、それは葛城にとっては裏切りだったのだ。きっと葛城は、宇佐美にどこまでも付いてきてほしかったのだ。

　葛城の言葉を一つ一つ思い出していく。

　葛城は、一目見たときから宇佐美を手に入れたかったのだと言った。宇佐美はそれを聞く度に、葛城は宇佐美の容姿に惹かれたのだと思っていた。しかしそれは違う。葛城が宇佐美に惹かれたのは、宇佐美が空っぽで何もなかったからだ。その空っぽの容器を自分で満たせると思ったからなのだ。

　葛城には底がない。どんなに与えても満たされることなどない。

　それは幼い頃、一番愛されなければいけないときに愛されたことがないからだ。そして葛城自身もそれを望まなかった。あえて望まず一人で生きてきた。

　だからこそ、宇佐美昂という男を満たしたかったのだ。葛城雄吾という男で満たし、愛し、自分の半身にしたかった。自分が満たされぬと分かっていたからこそ、宇佐美を満たすことが彼の全てになっていた。

　しかしそれは、葛城自身が満たされたかったのだということの裏返しでもある。そんなことは宇佐美にも分かっていたはずなのに、結局逃げてしまった。

　いや、初めから宇佐美は葛城の思うとおりには彼を愛せていなかった。愛ではないと言いながらも、心の半分を市瀬に奪われたまま、葛城には自分を愛せとねだった。女を見て嫉妬をし、葛城の心を疑った。

　葛城の望むことはただ一つだった。それは至極簡単な願いだ。

　誰も見ずに、疑わず、ただ葛城だけを見てほしかった。そして葛城を受け止め、どこまでも、いつまでも一緒にいてほしかった。それだけなのだ。

　宇佐美は覚悟を決めた。今度こそ、覚悟を決めた。

　いいよ、葛城さん。今度こそ、地の底までアンタに付き合うよ。たとえお互いを壊し合おうとも、本望だ。

　宇佐美は自身にそう誓いながら、マットレスの上で体を丸め、目を瞑った。


四．埋葬計画







　出張先のホテルで葛城かつらぎは、昨夜、昂こうが自宅以外にいたことに気がついた。懇親会が早く終わり早めにホテルに着いたため、昂の位置情報を確認して気がついたのだ。

　マップを確認してみると、そこはラブホテルであった。

　葛城が思い浮かべたのは市瀬の顔だ。

　怒りですべての思考が止まったが、おかしいと気がついたのは、それからすぐのことであった。怒りが、かえって葛城の頭を冷静にした。

　そのホテルは自宅からも会社からも遠すぎる。市瀬といるとするならば、何故そんな場所なのか。

　そもそもあの昂が、葛城を裏切ってまで他の人間と寝るなど有り得なかった。

　葛城はノートパソコンを立ち上げると、会社のパソコンに接続した。昂のスケジュールを覗くと、昨日の昂のスケジュールには「清水医院」という文字が入っている。

　清水医院。どこかで聞いたことがある。

　しばらく考え、以前昂が話していた、井筒と仲の良い医師の診療所だと気がつく。珍しく昂が怒っていたので覚えていたのだ。

　昂は何で怒っていたか。確か、清水医院の二世が、診療中に患者を傷つけたと言っていた。内診中に、考えられないようなミスをしたと言い、それをタメカの製品の責任にしようとして、父親の清水医師にたしなめられたと話していたのだ。

　昂も他の営業マンと同様に、噂話をすることはあった。もっともそれは情報提供の意味をもっており、そこに個人的な感情が入ることはない。

　だがあの時は「あのバカ息子」と軽蔑を込めて言っており、人に対して嫌いという感情の少ない昂が、珍しく嫌いな人物なのだと思ったのだ。

　葛城は探偵の若木に電話をかける。時間はまだ二十二時だが、若木は出なかった。

　舌打ちをしてスマートフォンを叩きつけるようにベッドに投げると、シャワーを浴びるためにスーツを脱いで、ハンガーにかけた。ビジネスホテルの狭いバスルームでは浴室に浸かる気にはなれずに、湯はためなかった。

　先日昂は、葛城も自分もおかしいと言った。

　その通りだ。葛城は自身がおかしいということは分かっていた。

　たった数カ月で変わってしまった。少し前までは昂と住む家を作り、ずっと一緒に、ただ穏やかに過ごしていくつもりだったのだ。

　しかし葛城が知らぬ間に、昂が他の男の手で汚されたことを聞いてから、葛城は自身の制御が効かなくなっていることに気がついていた。それなのに、まだ知る必要があるのかと思ったが、それでも知らないままでいる選択肢などある訳はなかった。

　バスルームから出ると、スマートフォンの画面に若木の名前が表示されていた。若木が電話を折り返してきたようだ。葛城が再度若木に電話をかけると、すぐに若木は電話に出た。

「昂の昨日の足取りを調べてくれ」

『またか。俺はお前のウサギちゃん専用の探偵じゃない』

「うるせぇ。迷い犬を探すよりはマシだろ」

『はいはい。で、情報は？』

「北区にある清水医院に十七時頃行ったらしい。その後の足取りを知りたい」

　葛城はそれしか言わなかったが、若木はボソリと、聞き取りにくい声で呟く。

『他は？　何か思い当たる節があるから、依頼するんだろ』

　葛城は隠しても仕方がないと思って続けた。

「王子にあるバニラってホテルに行ったみたいだ。誰と行ったか調べてくれ」

　電話の向こうで、若木が笑った。

　本当にこいつの笑い方は腹が立つと思いながら、それ以上は何も言わずに電話を切った。







　若木の仕事は早かった。翌日の金曜日には連絡が来て、出張帰りに落ちあう約束をする。

　羽田空港から自家用車に乗って首都高速道路に乗る頃には、あたりは暗く、帰宅を急ぐ車で溢れており、葛城は、どのルートで帰ろうかと考えながら運転をした。

　どうせどの線で帰っても混んでいると思い、車の流れに沿って運転をしていると、知らず池袋線に入る車線に並んでいた。

　止まったまま中々進まない。それに心のどこかでほっとしていた。

　早く帰りたいのか、時間をかけたいのか自分でも分からない。ブレーキとアクセルを交互に踏んで前に進みながら、この渋滞がなくならなければいいとさえ思った。

　ようやく首都高速道路を抜けると、約束の時間を過ぎていたが、連絡をするのが面倒であったのでそのまま若木の事務所に向かう。事務所の前にあるパーキングに車を止めると、電話をかける前に若木が建物から出てきた。

「遅い」

　車に乗り込んできた若木がボソリと言ったが、それに葛城は何も答えなかった。

「苛ついてるな」

　そう言って若木は封筒を葛城に渡してきた。

「ホテルに入ったのは十九時頃みたいだ。監視カメラの映像も封筒に入ってる」

「相手は？」

「一人は清水医院の二世医師の竜彦。それは確実。あとの男は調べないと分からない」

「あとの男？」

「怒るなよ」

　もう一度若木はそう言うと、何の感情もこもっていない声で続けた。

「意識のない昂君を、四人の男が運んだ。男たちが出てきたのは夜中の二時。昂君は六時くらいに一人で出てきてる」

「四人で輪姦まわしたのか」

　葛城は呟いた自分の言葉が、まるで他人事のように感じられた。

「全員について詳しく調べてくれ」

　プログラミングされているように、ただ言葉が口から出されていく。感情は深く沈んだままだった。

「どれくらい詳しく？」

「分かってるだろ」

　葛城の言葉に、若木は「了解」と言うと、金を受け取って車から出ていった。
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　大体、家が代々医者だとか、二世医師というのは、優しくおっとりとしているのが多い。それは昂も言っていたことで、葛城も二世医師に会う度に実感していたが、この清水竜彦という男は、それにまるで当てはまらなかった。

　親は立派な人間だ。熱心で、患者を思いやり、自分の仕事に誇りを持っている。休みはほとんどなく、自分の時間を犠牲にしても患者に向かい合っているような男だった。

　しかし、息子の竜彦は違う。育て方が悪かったのか、それとも単に生まれついての性格か。

　多分後者であろうが、葛城は氏か育ちかなどに興味はない。ただ、持って生まれたものは確かにあり、それに抗あらがえない人間はいるのだ。そしてこの竜彦はその典型なのだろう。

「医者のお坊ちゃまなのに、結構えぐいね。ちょっと調べただけでも、ヤクの売買、処方薬の横流し、集団暴行も数件」

　そう言って、若木は何枚かの写真を葛城に見せた。

「いつもつるんでいるのは五人。奴らは特に医者だとかじゃなくて、チンピラまがいのろくでなし共だ。半グレってやつ」

　葛城は写真を一枚一枚めくっていたが、一枚の写真に驚いて手を止めた。

「この女は？」

「あぁ、多分竜彦の女。ここ十日で接触のあった人間すべて収めたけど、女は三人いた。こいつは一番多く一緒にいたな」

　葛城はそれに、そうか、と答えた。

「証拠は？」

「ハメ撮りは見つけたけど、その他はもう少し時間が欲しいな」

　葛城は考えをめぐらす。知り合いの検事にリークするかどうか。クスリの売買で実刑を受けてもせいぜい十年だ。しかし強姦罪ならどうだ。強姦罪は親告罪ではなくなった。映像があれば立件できるだろう。

「映像はどこに？」

「自宅のＰＣ」

「じゃあ。ガサ入れで見つかるな。被害者何人？」

「さぁ。二十人はいるかな」

「前に、複数強姦して捕まって、長い懲役食らったのいたよな」

　言いながら、悪質であれば三十年はいけるかと考えた。しかし不確実であり、また、それでは手ぬるいという気持ちも一方であった。

「それだけいて、誰も訴えなかったのか」

「竜彦は流石にそこまで馬鹿じゃないだろ。薬で気を失ったところにゴム着けて、痕跡を残さずにやってるから。昏睡レイプってやつだ。ただでさえレイプは訴えにくいし、やられた方が薄々気づいても、訴えるのは難しいだろ」

「こういう奴らは、それじゃ満足しないだろ。無理矢理いたぶるのが好きなはずだ」

「意識があるのをやってるのもあるけど、明らかに訴えなさそうな人間選んでるな」

「たとえば、男か」

「いや、多分、男は昂君だけ」

　それに葛城は、何故だと思った。確かに昂は魅力的ではあるが、いくら何でもこういった男が手を出すとは思えない。

　先ほどの女の顔が葛城の脳裏に横切っていき、もしかすると、女が答えなのかもしれないと考えを巡らした。

「被害者の女、身元全員割り出して」

「は？」

　若木は露骨に嫌そうな顔をした。

「金、かかってもいい」

「面倒だ」

「身元割り出すだけで、一人につき三十万。調査費用は別途払う」

「……分かった」

　若木は金額に負けたのか、うなずいた。

「それと、これ、昂君の映像。データは消しといた」

「アップされてないか」

「痕跡はなかったけど、こればかりは分からない。ただ、流出すれば自分たちも危ないから、アップはしてないだろ」

「他の人間が持ってるとかは」

「どの映像も竜彦が撮っているだけで、他の人間は撮っていない。仲間が裏切らないようにと、女に訴えられないように保険で撮ってるだけだ。あとは戦利品としてか」

「分かった」

　葛城は調査報告の封筒を受け取ると、若木に金を渡した。

「言うまでもないけど、昂君は被害者だ。どうにもできなかった」

　それを葛城は鼻で笑う。

「なぁ、若木さん。レイプされた恋人と平然と付き合い続けられる男が何人いる。いるとしたら、余程の間抜けか、図太いかだ」

「お前は図太い男だろ」

　若木は呟くと、葛城の家から出ていった。

　葛城は受け取った封筒の中から、ＵＳＢメモリーを取り出し、パソコンに差し込む。映し出されるのは、ベッドに横たわった昂が目を覚ましたところだ。

『いい物あげるよ』

　そう言って一人の男が昂の鼻をつまんだ。意識が戻ったばかりで朦朧としている昂が口を開けると、何かを放り込んで、無理矢理に水を流し込む。

『天国に一直線だ。次に目が覚めたときは記憶がぶっ飛んでるかもしれないけど』

　昂は段々と覚醒してきたのか、慌てて起き上がろうとしたが、二人の男に押さえつけられてかなわなかった。

『萎えるから上は脱がすなよ』

　誰かがそう言って、昂のスラックスと下着だけを取り払った。

　昂の抵抗は弱々しかった。薬の影響からか目がとろりとしていて、それがますます男たちの劣情を煽っているのが分かる。

　やがて完全に理性を失った昂は乱れ、男たちを求めた。顔も、体も男たちの精液で汚れていく。代わる代わる犯され、昂は何度も絶頂を迎えた。

　男たちも狂ったように昂を犯した。全ての服を取り払われ、白い肌が男たちの手によって赤く染まっていく。

　葛城は、富山のときとは違い最後までその映像を見た。

　許せるはずがなかった。更に深い怒りが葛城の体を覆おおっていく。

　三度だ。三度、昂は犯された。いや、知らないだけでそれ以上あるのかもしれない。

　許せなかった。三度も男に体を暴かれる昂が許せない。たとえ薬を盛られようとも、他の男に足を広げ、発情した昂が許せない。

　それは理不尽な怒りだ。分かってはいたが、愛しているからこそ、許すことはできないのだ。

　そもそも昂は、人を不安にさせ、なんとか思いどおりにしてやろうという気にさせる男だ。

　勿論それは一部の人間だけなのだろう。しかし、確かにそう感じる人間は存在し、これから一体、どうやって昂を守るべきか、どうやったらそういった人間の目から逸らすことができるのか、葛城には一つの答えしか思い浮かばなかった。

　だが、それをするほど、葛城はまだ壊れてはいなかった。
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　昂を会議室に呼び出したのは、若木から調査結果を貰った翌日だった。

　昂は最後に会った三週間前と比べると、少し痩せていた。食が細くなっているのだろう。ストレスがあるとすぐに物が食べられなくなるのだ。

　葛城は、昂が正直に話せばそれでよかった。いや、話すだろうと思っていた。

　しかし、昂はそうしなかった。葛城が傷つき、絶望することを分かっていながらも、嘘をついた。

　他の男と寝たことを認める昂に、それが真実だろうが、そうでなかろうが関係なかった。語られた言葉のみが葛城にとっての真実になると分かっていながらも、昂はそれを選択したのだ。昂が葛城を思ってそうしたのは分かっている。だが、葛城にとってそれは、裏切りに他ならなかった。

　葛城は自身が深く沈んでいくのを感じた。深く深く沈んでいく。

　自身の中に溜まっていく泥のような凝こごりは吐き出されることはなく、ただ錘おもりとなって重く葛城の体を支配した。まとっていた鎧も全てはぎ取られ、今はもう、繕う物が何であったかさえも分からなくなっていたのだ。

　それから更に三週間後、若木が調査報告書を葛城の家に持ってきた。

　葛城は、被害者の身元に一人一人目を通していく。大抵は家出した少女や、家庭が荒れている家の子どもだったが、たまに普通の子もいた。

　葛城はその中の一人に目をとめた。

「これ、相当やばいんじゃないか」

　被害者の一人が広域指定暴力団の幹部の娘だった。

　葛城はこれだと思った。相手の身元を知っていたのかいないのか。どちらにしろ、清水竜彦という男の根本はただの阿呆であり、無理矢理金をかけて教育をした結果、多少賢くはなったが、結局中身は阿呆のまま変わっていないのだ。

「この動画、足が付かないように父親に送れるか」

「あぁ」

「人を平然とレイプするような奴は、イカれてるのと同時に常にスリルを求めてる。だったら最高のスリルを与えてやるさ」

　若木は何も言わず、分かったと答えた。これで、竜彦の処分は終わりだ。

「あと、この神谷麗香って女。こいつの動画も足が付かないようにネットに流して、拡散させてくれ」

　竜彦と一緒にいた女は麗香であった。葛城はその写真を見たときに、全てを理解した。若木はそれにも何も言わず、分かったと答えただけだった。

　翌日に葛城は、神谷麗香を個室のある居酒屋に呼び出した。

　麗香は、何の疑問も持たずにやってくると、いつものように愛想をふりまきながら、お話ってなんでしょうと言って笑った。それには媚びと優越感が混じっていた。

　俺が落ちたと思ってやがる。胸糞が悪い。葛城はそう思いながら、じっと麗香の顔を見る。麗香ははにかんだように笑うと、すっと目を逸らした。男を落とす技術は中々のものなのだろう。

「清水竜彦、知ってるだろ」

　麗香の頼んだカシスオレンジが運ばれるなり、葛城は乾杯もせずに聞いた。

「え？」

　麗香の表情が凍り付いた。葛城は笑ってハイボールを口にする。

「お前いい女だもんな。レイプされて、ハメ撮り画像で脅されたか。それで、仕方なく従っているうちにずるずると関係を持った」

「あ……」

　麗香の顔が少し青ざめて見えたが、葛城は構わなかった。

「女が男社会で働くのは大変だよな。アメリカにいたときに、女の役員が言ってた。女が出世したければ男の二倍賢く、五倍は働かないと駄目だって。理不尽だよな」

　麗香は飲み物に手を付けずに、葛城の話を聞いているのかいないのか、俯いていた。

「お前も初めは懸命に働いてたんだろうな。それでも、結局は女ってだけでうまくいかない。そうだろ」

　麗香はそれに微かにうなずき、潤んだ目で見つめてきた。怯えているような目は、大抵の男なら抱きしめてやりたくなるのだろうが、葛城には同情を誘うための白々しい演技にしか見えなかった。

「だからって宇佐美昂を、同じ目に合わせていいっていう道理にはならねぇよな」

　葛城がじっと神谷の目を見据えた。麗香は咄嗟に目を逸らす。

「し、知りません……」

　麗香は頭のいい女だ。清水竜彦の名前が出た瞬間に、葛城が言いたいことは全て分かったはずだ。

　弱々しい草食動物のように振る舞いながらも、頭の中でどうすればこの状況を優位に持っていけるのか、考えているのだろう。

「何でタメカに入った。中小企業で、外資に比べると給料も安い。外資のＭＲで働いていたならもっといい転職先あっただろ。あれか、もう働くのに疲れたか。それで、誰か良い鴨はいないか探したか」

　葛城は自分がまさに、そのいい鴨だということは分かっていた。

「俺のことはなんで知った。神谷に聞いたか？　一生遊んで暮らせるだけの金もあり、地位もある。顔はどうだろうな。これは好みだから分からないけど、お前みたいな女ならどうでもいいことだろ。医者はうまくいかなかったようだけど、俺なら落とせると思ったか」

　麗香は弱々しい雰囲気を一転させ、葛城の顔を睨むように見てきた。

「いえ、葛城部長には宇佐美さんがいらっしゃいますから、とても私なんかには……。一緒に住んでいますよね。会社の皆さんは知っていらっしゃるのでしょうか。会社の上司と一緒に住むのは、コンプライアンス的にはまずいと思いますが。しかも、男同士で……」

　中々いい根性だと思いながら、葛城は笑った。

「別に構わねぇよ。社内結婚と一緒だろ。社内でそんなカップルは何組もいるし、肉親が働いている場合もある。男同士ってだけで文句言われる筋合いはない。それにな、別に俺は会社なんて辞めてもいいんだ。俺にとって必要なのは宇佐美だけだ」

　葛城はそう言うと、スマートフォンを取り出し、テーブルに置いた。

「肉親と言えば、そうそう、昔こんなことがあったんだって。タメカで働いていたある親子の話なんだが、娘がアダルトビデオに出演して会社を辞めた。その親子は父親も娘も性格が良くてな、皆に好かれてたらしいけど、それがばれてから毎朝、父親の机に娘のビデオが置かれてたって。結局父親も会社を辞めた。男ってこういうことにかけては、凄く残酷で下劣だ。お前も男社会にいたから、男の陰惨な側面、知ってるだろ」

　麗香は何が言いたいのかと探るような目で葛城を見てきた。葛城は笑いながら、スマートフォンを操作する。

「これ、拡散されてるぞ。見てる社員、いるかもな。社内に広がるのは一瞬だぞ。家族にばれるのも時間の問題だ」

　そう言って葛城は、麗香のレイプ動画を映し出した

「え……？」

　麗香は呆然としてその動画を見たが、すぐに葛城の手からスマートフォンを取り上げようと身を乗り出す。

「消してよ！」

「俺のスマホに入ってるわけじゃねぇから、取り上げても意味ない。俺が上げたわけでもない。一体誰がやったんだろうな。竜彦かな」

　麗香は呆然としたようにへたり込むと、顔を伏せて、両手で覆った。

「自業自得だな。あの屑になんて言った？　むかつく奴がいるから襲ってほしい？　それとも、男もやってみると意外にいいかもよって？」

「そんなこと！　そんなこと、言わない！」

「まぁどっちでもいいや。終わったことだ」

　そう言って葛城は伝票を手にすると、店を後にした。

　実際に麗香が昂を襲うように手引きしたかは分からない。ただ、竜彦に昂の話をしたのは裏が取れている。麗香が葛城と昂の関係を知っていて、昂を陥れようとしていたことも知っている。葛城にはそれで十分であった。

　麗香をタメカに入社させたのは失敗だった。葛城の思ったとおり、麗香は頭が良く活動的で野心家だった。

　その野心で男と寝て、医者を誘惑し、そうやって仕事をしてきたのだろう。会社が変わった機会に、仕事の仕方も変えればよかったのに、タメカに入ってもそれを変えることはなかった。

　何故その美貌と才覚を他に使わなかったのか。いくらでもやりようはあったはずだ。

　麗香が竜彦にレイプされたのは五年ほど前だ。大学病院で研修医として働く竜彦に目をつけられたのだろう。

　麗香も当初は真摯に仕事をしていたのかもしれない。それを汚され、方向を変えたのか。

　そんなことはどうでもいい。現に、何度汚されても、方向を変えない人間もいる。それは諦めているからか、それともただ底抜けに強いからかは分からない。勿論、そうした人間はごく一部だけだということも分かっているが、麗香は、あまりにもその人間とは違いすぎた。

「悪いな、神谷」

　葛城はぽつりと呟いた自身の言葉に、胸が締め付けられる。

　神谷は大切な友人だった。小学校から一緒で、葛城の数少ない、利益を考えずに付き合える友人だ。神谷の頼みなら、大抵のことは聞いてやりたいと思う程には大切であった。

　それは神谷が、幼い頃に葛城を支え、人格を育ててくれた将棋の代名詞でもあったからだ。神谷の存在は、葛城の幼い頃の思い出そのものであった。

　それでも、もういらないと葛城は思った。これで神谷と会うことは二度とないだろう。自分は神谷を踏みにじったのだ。

　それでも構わない。今の葛城にとって欲しいものは一つしかない。いや今だけではなく、十八歳のとき、昂と出会ってからずっとそうであった。それさえ手に入れば、他はもういらないのだ。

　葛城は誰もいないマンションへの道をゆっくりと歩く。昂を傷つけた人間への制裁は終わった。あとは、葛城を傷つけた昂をどうすべきか考えるだけだった。
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　昂がおいしそうに食事を口にした。それに葛城は笑う。

　よかった。最近の痩せた昂が心配であったので、昂の好物ばかりをテーブルに並べたのだ。

　昂と食事を取るのは久しぶりだった。美味しいと言って食べるその様子は以前と変わらず、このまま何もなかったことにしてしまえばいいとさえ思った。

　しかしそれはできない。葛城は自分の性格を嫌という程分かっており、自分がそうできない人間であることも分かっていた。

　食事を終えるとソファに座り、昂を自分の足の間に座らせた。

　温かい。久しぶりの感触だ。葛城は昂の体を後ろから抱きしめてその頭に顔を埋めた。

　昂のシャンプーの匂いが葛城の鼻孔を撫でる。柔らかな髪は優しく葛城の頬を包み込んだ。もう何年も離れていたようだと思って、しばらくその感触に身を預けていた。

　ずっとこうしていたい。葛城は再度、もうここで終わりにしようかと思ったが、そうできるだけの器が自分にはないと分かっていた。

「神谷と寝た」

「え？」

　振り返った昂の顔を見て、葛城は笑った。

　昂の顔は絶望し、そしてすぐに嫉妬に歪んだ。それに、葛城の身の内を快楽に似た悦びが走っていく。

「葛城さん、それは悪手だ」

　昂が言う。葛城にはそんなことは分かっていた。

　最良の手は、正直に竜彦の一件について知っていることを語り、自分の手は汚さずに全て終わらせたと言えばいい。そして辛かっただろうと慰め、その体を抱きしめればいいのだ。

　だが、昂の顔を見てそれをしなくてよかったと思う。これ以外の手はなかったのだとさえ思うのだ。

　昂は雛鳥だ。無垢で何もしらない雛鳥だ。葛城からは愛情を、市瀬からは救いを教わった。しかし、まだそれ以外を知らない。ならば教えるしかない。

　知らなくてもいい淀んだ感情を教え、昂の全てを支配したいという欲が止めどなく湧き起こってくる。葛城が導き出した答えがどんなに愚かだろうが、悪手だろうが、それでも構わない。昂を支配し、また支配されるのであれば、それで構わないのだ。

　お互いが嘘を重ねた結果行きつく先がどこかなど知らない。ただずっとこうして二人、抜け出すこともできぬ迷宮に入り込み、共に苦しみながらも離れずに過ごせればそれでよかった。昂が自分意外を見られぬように、そしてもう誰にも触れられぬように、葛城の中に閉じ込めたかった。

　葛城は昂の体を両手に抱えると、ベッドにそっと横たえ、長いキスをした。

「あの女ともキスをした？」

　昂が聞いてくる。

「あぁ」

　葛城が答えた。

「胸を触って、体中を舐めたの？」

「あぁそうだ」

「柔らかくて、気持ちが良かった？」

「気持ち良かった」

「俺よりも？」

　昂の弱々しい、震えた声に、葛城は今まで以上に満たされていくのを感じる。

　身が震えるような満足感に、それでもまだ足りないと思った。

　それでも、まだ足りない。昂に対する欲望には底がなく、それゆえにまだ足りないのだ。

——狂っている。

　頭のどこかで声がする。

　そうだ、狂っている。そんなことはとうの昔から知っていた。この男と会ったときから、とっくに狂っていたのだ。

　昂の体をゆっくりと暴きながら、深く沈んでいくのを感じる。深く深く沈みながら、底は本当にないのだろうか、いずれ、底に辿り着くことができるのではないだろうかと期待する。しかし、そこに辿り着くのは、今日ではないということだけは分かっていた。
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　葛城はベトナムに出張しているときには、昂の行動を監視しなかった。もう昂が離れることはないと思ったのだ。

　出張を終えると、帰社はせずに家に直帰した。ご馳走を作って、昂が帰るのを待つつもりだった。美味しいものを食べて、一緒に風呂に入って、抱きしめ合って眠りたい。

　久しぶりに昂と会える悦びに、顔を緩めながらドアを開ける。

　だが、部屋に入った瞬間に違和感を覚えた。何故だかは分からない。ただ、匂いが違うと思った。

　玄関には、昂の革靴がある。靴箱を開けると、そこにも昂の革靴はそろっている。しかし、スニーカーが一足なかった。

「昂、いるのか」

　答えは分かっていて、葛城は寝室の扉を開けた。

　誰もいない。

　ベッドは、綺麗に整えられていた。クローゼットを開けると、昂の私服が何枚かない。

　葛城は一気に頭が沸騰するのを感じた。車のキーを手に取ると、会社に車を走らせる。どうやって会社に着いたのかは分からない程に混乱と、怒りがあった。

「市瀬、来い！」

　営業フロアに着くと、葛城は周りの目も気にせずに、引きずるように市瀬を連れ出した。

　会議室の一室に市瀬の体を押し込むと、唸るような声で尋ねる。

「昂は、どこだ」

　睨み付ける目に、しかし市瀬はたじろがなかった。

「知らない」

「どこだ！」

　市瀬の胸倉を掴んだが、しかし市瀬は、それでも怯えることはない。

「殴れよ。いっそうのこと殺してもいい。そうすれば、あんた全部なくすだろ」

「ふざけんな、言え」

「怒りたいのはこっちだよ。あんた、宇佐美に何をしたんだ」

　葛城は市瀬の体を床に叩きつけるように離した。市瀬は、優しいこの男からは考えられないような視線で、睨み付けてくる。

「アポの時間に遅刻。電話で相手の名前を聞き間違えるのもしょっちゅうだ。クレーム受けても上げるのを忘れたり、挙げ句の果てに見積もり間違えて、大きな契約を逃した。全部あいつがやったミスだ。あいつらしくない。俺だけじゃない。みんな心配してた。あんたなんていなくてもいいんだよ。みんな宇佐美のこと、気にかけてる。あんたなんかいなくても、宇佐美はどうにでもなる。むしろ、あんたがいない方がいい」

「うるせぇ！　昂はどこだ」

「知らないし、知ってても言わない。拷問でもするか」

　この男の言うとおりに拷問でもして吐かせるか。

　しかし、たとえ殴ろうとも、こいつは何も言わないだろう。何より、市瀬にそんなことはできない。この男は善人であり、宇佐美の拠り所だ。そんなことをしたら、二度と宇佐美は葛城に微笑みかけないだろう。

　葛城は会社を出た。車を運転しながら、許さない、決して許さない、許すことなどできないと心の中で何度も呟いた。

　家に着くまでも、着いてからも記憶はなかった。ただ気がつくと、家の中が無茶苦茶であった。

　テレビは倒れ、食器は割れ、家じゅうの物が散乱している。

　葛城は我に返ると、まずはスマートフォンを取り出し、若木に電話する。またかとうんざりした声を出す若木に、言い値を払うと言って、昂を探すように依頼した。

　底になど辿り着けない。底になど、辿り着けるはずもない。

　葛城には、もう愛しているのか、憎んでいるのかさえも分からなかった。ただ宇佐美を抱きしめ、自分の元に閉じ込めることしか考えられない。

　葛城は次に、建築家の辰原に電話をかけた。

「地下の件ですが、シアタールームに部材はまだいれないでください。後ほどじっくりと考えたいので何もない部屋にしたいんです。それと、トイレとシャワールームを付けようと思っています。はい。詳しくはまた後程」

　葛城はそう言うと、震える指で電話を切った。
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　昂はマットレスの上に横たわり、何かを考えるようにじっとしていた。

　それをカメラ越しに見ながら、何がしたいのか、何が目的なのか、分からなくなっていた。

　ただ昂を閉じ込めたいだけだった。閉じ込めて、離れないようにしたかった。

　だが、優しくしたいと思う一方で、男と関係を持った昂が許せない。何より、自分から離れて平然と暮らそうとした事実に怒りが増し、更に葛城を絶望の底へと突き落とした。

　それでも、子どものように怒りをぶつけながらも、自分は一体何をしたいのだと自問する。昂を、どうしたいのだ。これ以上続ける意味があるのか。これ以上、壊す必要があるのか。

　これは愛情なのか、葛城にはもう分からない。愛情なのか、憎しみなのか、怒りなのか、それとも単なる執着なのか、分からなかった。

　葛城は地下室の扉を開けるが、マットレスに横たわる昂は起き上がらなかった。葛城がマットレスに腰掛けると、ようやく昂が葛城を見上げてきて、笑った。

　葛城が手を広げる。そうすると、昂も手を伸ばしてきた。葛城はその体を抱きしめる。

「俺、もう、覚悟を決めた」

　葛城は「そうか」と呟いた。昂は弱いが強い。まだ壊れていない昂の目をまっすぐ見つめると、昂はそっと笑う。

「今更だけど、俺、誰とも寝てないよ。いや、寝たけど、自分の意思じゃなかった」

「知ってる」

　葛城の言葉に、昂は驚くことはなかった。そして、頭を撫でている葛城の手を掴んできて、掌にキスをした。

「ごめんね、葛城さん。俺、怖かったんだ。葛城さんが、しようとしてることが、怖かった」

　そう言った昂は、しかし、すぐに違う、と呟いて首を振った。

「違う。そうじゃないんだ。俺は、葛城さんが違う世界に行ってしまうのが怖かった。俺の存在よりも、その怒りが勝まさってしまうのが怖かったんだ」

　昂は少しだけ笑う。

「自分勝手だ。怖くて、俺、また逃げた。でも、今なら分かる。一緒に行けばよかったって、葛城さんと離れず、一緒に行けばよかったって分かるよ。葛城さんが一線を越えるなら、俺も一緒に超えればいい。葛城さんが深く沈むのなら、俺も一緒に深く沈めばよかったんだって……」

　もう一度だけごめんね、と昂は呟いた。

　それに、葛城は胸が締め付けられる。泣き叫んで、この男を滅茶苦茶にしてやりたいと思った。

　これは憎しみか、怒りか。

　いや違う。これは憎しみではない。怒りではない。これは執着だ。そして愛情なのだ。

　自分は確かにこの男を愛し、だからこそ離すことはできなかった。今までも、そしてこの先も、一緒に生きていく道以外考えられないのだ。

　葛城は昂の唇にキスをした。ゆっくりと、長いキスをした。

「もう逃げないから。今度こそ、一緒にどこまでも行くよ」

「そうか……」

　昂の目は、嘘をついてはいなかった。

「ここ、俺達の家だろ。できたんだね」

「見たいか？」

　昂がうなずく。葛城は昂の足首から足枷を外すと、その足を撫でた。そしてその体を両手に抱え、部屋を出る。

　葛城は昂のいた部屋の正面にある、ガラス張りになっているガレージを昂に見せた。

「ここは地下だよ。お前は嫌がったけど、作ってよかった。光を取り入れるように、地上の排水溝を網にした。綺麗だろ」

　それに昂がうなずいた。

　ガラス張りのガレージの外には、綺麗な砂利が敷き詰められており、地上からは光が差し込んでいる。

　それがただ暗いだけの地下室にほのかな明かりを添え、美しい。

「地下には他に、物置とトレーニングルームがある。今度一緒に筋トレするか」

　葛城は昂とエレベーターに乗る。

「エレベーターもつけた。重い物を買った時にあった方が便利だし。歳とったときのことを考えてな」

　エレベーターを降りると、そこは一階のキッチンだ。まるで芸術品のように美しく輝いている。

「お前の望みどおり、庭に面した部分はガラス張りだ。高い塀があるから外からは見えない。眩しいだろうから今はブラインドを降ろしてるけど、目が慣れたら開けよう。光がいっぱいになって綺麗だぞ。キッチンはシルバーにした。ドイツ製の馬鹿高いキッチンだけど無機質な感じでいいだろ。ダイニングと庭はすぐに行き来できるようにしているから、いつでも外で飯が食える。明日のランチは庭で食おう。お前がカッコいいって言ってたパオラレンティの家具も置いたぞ」

　矢継ぎ早に言う葛城に、昂はただうなずいていた。葛城は昂をダイニングテーブルにつかせる。

「腹、減ったよな。今、飯用意するから」

　テーブルに、温めたミネストローネとチーズのリゾットを置く。

「食え」

　葛城は昂の隣に座ると、スプーンでスープをよそって、昂の口元に持っていった。

　昂が口を開ける。そっと葛城がその口にスプーンを入れた。

「雛鳥みたいだ」

　葛城が笑うと、昂も微かに笑った。

　結局葛城が最後まで食事を与えた。あまり量は食べなかったが、それでも昂は満足そうであった。

　また昂の体を抱え、今度はリビングに連れて行きソファに座らせた。

「お前が欲しいって言ってたソファだ。紫色にした。テレビもでかい。スピーカーは２．１チャンネルだ。ゲームでも映画を見るでも好きにすればいい。お前のいた地下の部屋はこの後、オーディオルームにする。サラウンドシステムを構築して、大きなスクリーンを置くから、映画ならそこで見た方がいいぞ」

　また昂はうなずいた。

「この家はシームレスで、壁も扉も作っていない。どこにいてもお互いが見える。俺が譲れないって言っていた書斎もほら、見えるだろ」

　そう言ってリビングの横にある踊り場を指す。階段を五段昇ると大きな踊り場があり、そこにはリビングが見えるように机が備え付けられ、本棚と、ソファクッションが置かれている。葛城が仕事をしているときに、昂が同じ場所で本を読むこともできるのだ。

「二階に行こう。風呂は二階にした。一緒に入ろうか」

　葛城は再度昂の体を抱える。

「一緒に入れるように、でかい風呂にした」

　昂の服を脱がせると、昂の体が露わになる。随分と痩せていた。当たり前だろう。自分のせいだ。

　昂の体をゆっくりと湯に沈めた。表情が微かに緩んだのが見て取れ、葛城は安堵する。

　ゆっくりと、丁寧にその体を洗う。昂は葛城にされるがままに、身を任せていた。

　風呂から出ると、バスローブを着させ寝室に連れて行く。

「寝室、でかいだろ。俺も驚いた。テレビも置いたし、ここで一日だって過ごせる」

　そう言って昂の体をベッドに横たえた。

「お前、セックスした翌日、ベッドから中々出ないから、いっそうのこと、ここで一日過ごすのもいいなって。ベッドで朝飯食うのも映画みたいでいいな」

　昂はまたうなずいて、そして笑った。

　昂のバスローブをほどき床に放り投げると、葛城も服を脱ぐ。昂の胸元に舌を這わせ、執拗に胸の飾りを吸い上げると、昂の口から小さな声が漏れた。

　そのまま舌を昂のペニスに這わせ、ゆっくりと舐め上げる。口に含んで、吸い上げ、昂の体を貪っていった。

　ローションを指に取り、後孔に指を入れる。昂は大きく息を吐くと、葛城の名前を何度も呼んだ。

　葛城の指を飲み込むように後孔は収縮を繰り返した。指を曲げて前立腺を刺激すると、昂は小さな声を上げて達する。

「葛城さん、もういいから……入れて」

「まだほぐしてない。辛いぞ」

「いいから。欲しいんだ。アンタが欲しい」

　葛城は自分のペニスにローションをたっぷりとかけると、ゆっくりと昂の中に己を挿入していった。

「あっ……ん……」

　昂の顔が痛みに歪む。葛城は何度も口づけながら、昂のペニスをそっと撫でた。

「そこはいい……後ろだけ」

　葛城はペニスから手を離すと、浅く抜き差しをした。

「あぁ……ん……い……い」

　浅く突き上げながら、何度も前立腺を擦こすりつけた。昂はそれに、体を震わせ何度も達する。

「もっと奥まで……奥に欲し……」

　ねだる昂の言うとおりに、奥まで一気に突き上げる。

「ひっ……あぁ！」

　昂は射精をすると、目を瞑りしばらくの間体を震わせていた。

「もっと……もっと欲しいよ」

　昂が荒い呼吸の下からねだってくる。

「気持ちいいか？」

　昂は何度もうなずいた。

「もっと擦こすって。もっと欲しい」

　葛城は昂の体を何度も深く抉えぐる。葛城の体に、言葉で言い表せない快楽が走っていく。

「俺もだ。俺も気持ちいい」

「もうだめ、だめ……！」

　昂は自ら自分のペニスを激しく擦ると、また射精をした。

　昂が何度達したのか分からない。葛城は昂の中に一度射精をすると、昂の中から抜かずに、昂の頬に、耳に、首筋に、胸元にキスをする。そしてすぐに大きくなった自身で、再び昂を抉えぐった。

「もうだめ、本当にだめ……だ……」

　葛城は容赦なく昂のペニスを擦り上げた。何度も射精しているペニスを擦ると、苦しみで身をよじったが、後ろを貫かれているために逃げることはかなわない。

　昂は快楽と苦しみの間を漂いながら、ただ葛城の名前を呼んでいた。そしてペニスから勢いよく潮を吹くと、静かに意識を失った。







　葛城はベッドサイドに座り、横たわる昂に、悪かったな、と呟いた。それに昂は少しだけ声を出して笑った。

　葛城は何故この男だったのだと思う。何故この男だったのだ。何故、違う人間ではなかったのだ。

　憎しみも怒りも教えたはずだ。憎めばいい。捨て去ればいい。しかし、昂はそれをしないだろう。何をされても、結局は葛城を許すのだ。

　そうだ。そんなこと、自分には分かっていたはずだ。

　葛城には分かっていた。昂は何も知らない雛鳥だ。初めて愛情を与えてくれた相手に無償の愛を注ぐのだろうと分かっていた。それがたとえ獣だろうが、その後を追い、食い殺されるのを待つだけだ。

　それが分かっていたから、誰かに食い殺される前に、手に入れる必要があった。どんな手を使っても、手に入れるべきだった。

　そして手に入れた昂を、慈しみ、愛し、大切にしたかった。これ以上ないくらいに甘やかし、葛城だけを見て、葛城だけを信じるようにして、そして幸せにしたかった。誰よりも幸せにしたかった。

　それなのに自分は昂を傷つけ、食い殺そうとしている。それでも昂は、ただ葛城を信じて、葛城を許すのだ。食い殺されようとも、初めて愛情をくれた相手の後を、ただ追うしかない。

　何故、この男だった。何故こんな男に奪われたのだ。

　この男でなければよかった。この男でなければ、自分は許されることもなく、だからこそ救われたはずだ。しかしこの男が許し、自分の愛情を疑わないからこそ、自分は救われず、この男も救われることはない。

「一緒にいない方がいいんだろうな。きっと、何度でも何度でも、俺は繰り返す」

「ねぇ、いつもみたいに撫でてよ」

　葛城は昂の言葉に、その頭をゆっくりと撫でていく。昂は目を瞑って、独り言のように話し始めた。

「時々死について考える。いや、死についてじゃない。死んだ後のことを考えるんだ」

　昂は話を続けた。

「中学生の頃さ、図書館で一冊の本を見つけたんだ。その本は生物学者の追悼本で、何故だか分からないけど、その本に惹かれた。綺麗な白いカバーに老人の写真が印刷されてるんだ。彼がとても愛されていたというのが分かった」

「そうか」

　相槌とも言えぬような返事を葛城は返す。

「その本には、埋葬の計画って章があったんだ。そこに書かれていたのは、彼がダイコクコガネに埋葬されたいということだった。ダイコクコガネは、飛ぶと虹色に光るんだって。黄金色こがねいろの背を日の光に反射させ羽ばたいていくその小さな美しい色をした虫に食われ、埋葬されたいって、そう願ってるって書いてあった。俺はそれを読んで、死んだ後のことを考えた。俺はどうやって埋葬されたいんだろうか。どういう死を望んでいるんだろうかって。でも答えは出なかった。だけど、あの部屋に閉じ込められているとき、俺はゾッとするほどの、美しい考えを思いついた」

　昂はそう言って、静かに笑った。

「ダイコクゴガネに食われて飛んでいくなんて、素敵な話だよね。でも、ここじゃそんなの無理だろ。だったら俺の体は蛆虫にでも食べさせればいいよ」

　昂は、葛城の指をそっと撫でた。

「だけど、約束してほしい。死ぬ瞬間には、あんたのこの指を俺に刻み付けてくれ。最後に見るのはあんたがいいんだ。そして、ぶくぶくに膨れあがって醜くなった体を、誰の目にも触れさせないまま、葬むってほしいんだ」

　昂が、幸せそうに、だが、どこか寂しそうに笑う。その笑顔に、胸がはり裂けそうだった。

「好きだよ、葛城さん」

　葛城は昂の囁かれた声に、初めて出会った時の昂の目を思い出す。何の色もなく澄み渡っていて、宝石のように綺麗だった。

　初めて体を重ねた時に灯った光は更に美しく、葛城をただ魅了した。

　一緒にいるときは、いつも笑っていた。俺には葛城さんだけだよ、と何度も何度も繰り返した。

　それを聞くのが好きだった。それにただ安堵した。それと同時に常に不安に苛まれた。いつまでだ。いつまで続くのだ。男の愛情はいつまで続くのかと不安だった。

　愚かだ。いつでも昂は全力で葛城に向かい合い、全てを与えてくれていた。それでも信じることができなかった自分は弱く、ただ愚かだと思った。

　どこに行きつくつもりなのか、葛城にも昂にも分かってはいない。底にもまだ辿り着けていない。でも、まだ終わりではないはずだ。

　葛城は昂の体を抱きしめる。

「好きだよ、大好きだよ、葛城さん。俺には、アンタしかいない」

　昂の言葉に、葛城は何も返すことができなかった。

　その体を抱きしめながら、結局自分は、この男を手離すことなどできるはずはない、残りの人生全てを、この男と一緒に歩く以外に道はないのだと、再度思う。

　そしてこの男も、自分の後を追うことしかできないのだと思い、その体を強く、強く抱きしめた。

　昂が耳元で、囁いた。

「これが俺の埋葬計画だ。忘れないで……」

　葛城はそれにただ、うなずいた。


エピローグ







　玄関を開けると、昂が笑ってお帰り、と言って出迎えてくれた。

「早かったね。ごめん。お昼ご飯、用意してない」

「折角の休日だから、朝一の新幹線で帰ってきた」

　葛城は買ってきた弁当をテーブルに置くと、昂にキスをする。

「飯は買ってきた。天気が良いから、外で食うか」

　葛城が庭に置かれているテーブルを見ながら言うが、それに昂は首を振る。

「ううん。家の中がいいよ」

「そうか」

　昂はこの家に来てから仕事をせずに、ただ毎日、家で葛城を待っていた。葛城のために家を磨き、食事を作り、葛城を待つ。

　葛城は以前昂に、人間は働くために生きていると言ったことがあった。もしその仕事が、家族を守り育て、家を守ることならそれでもいい。なんの仕事でもいいが、結局生きるということは、働くということなのだと言ったのだ。

　それに昂は、そうだね、と答えた。そのとおりだと思うと言い、働くのは嫌いだけど、でも仕事は生きがいでもあると言った。

　その昂が、仕事を辞め、葛城と一緒でなければ決して家から出ることもせず、ただ葛城を待つだけの日々を送っている。それは昂が、生きることを放棄したということでもあるのかもしれない。

「足りない？」

　昂の顔をじっと見ていた葛城に、昂が戸惑いながら言った。

「俺の食べる？　俺、こんなに食えない」

「いや、食え。お前、もっと太った方がいい」

「動かないから、あまりお腹減らないんだよね。もっと筋トレ、しようかな」

　そう言って笑う昂は、日の光できらきらと光っていて、とても綺麗だ。

「市瀬、結婚するって」

　葛城が言う。

「そう。よかった。いい人かな」

　宇佐美がなんの動揺もなく答えた。

「あぁ、多分」

「市瀬に優しい？」

「あぁ、多分」

「市瀬を大事にしてくれる人？」

「あぁ、多分」

「市瀬、幸せそうだった？」

「あぁ、幸せそうだった」

　昂は嬉しそうに笑った。

「会いにいかないのか」

　何の躊躇もせずに、昂は首を振る。

「俺には、葛城さんがいるから」

　その言葉に、葛城も笑う。

「俺、幸せだよ」

　そして昂は口にする。

　葛城の考えていることが分かるのか、葛城が昂について考えているときには、必ずそれを口にした。

「そうか」

「そうだよ」

　ガラスで囲まれた家も、昂と同じように光に照らされ、きらきらと光り、美しい。そして昂が望んだ通りに、無機質で、静かで、外から隔離された空間だった。

　そうか。

　葛城は気づく。

　そうだ。この家は大きな墓なのだ。美しく、無機質で、静かな、墓なのだ。

　そして昂はこの墓の中で、緩慢に朽ちていくことを望んでいる。蛆虫に食われ、醜く膨れ上がり、ゆっくりと、葛城と共にゆっくりと朽ちていくことを望んでいるのだ。

　ならば葛城も、この大きな墓で、誰にも邪魔されず、二人葬られるのを望むだけだ。

　誰の目にもさらされず、ただ消し去ればいい。お互いの指を、声を、その姿を体に刻み付け、埋葬されればいいのだ。

　それは埋葬計画だった。

　二人だけの、誰にも邪魔されることのない、埋葬計画だった。
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